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◆論文題目  

要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル の 構 築  

－ 健 康 生 成 論 と Sense of Coherence の 視点 を用いた調査と実践 から－  

◆要   旨  

１．本研究の目的  

我 が 国 の 地 域 在 住 高 齢 者 に お け る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン で は ， 身 体 機 能 に 偏 っ た ア プ ロ ー

チ が 施 さ れ る こ と が 多 く ，世 界 保 健 機 関（ WHO :World Health Organization，以 下 WHO）

が 示 し た 国 際 生 活 機 能 分 類（ ICF：International Classification of Functioning）で 示 さ れ る

「 活 動・参 加 」に 至 ら な い こ と が 多 い と 指 摘 さ れ て い る（ 厚 生 労 働 省 2015「 高 齢 者 の 地域

に お け る 新 た な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 在 り 方 検 討 会 報 告 書 」）．  

地 域 在 住 の 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン と は ど の

よ う な も の で あ る べ き か ．本 研 究 で は ，Antonovsky が 提 唱 し た 健康 生 成 論 並 び に ス ト レ ス

対 処 ・ 健 康 生 成 力 概 念 SOC の 概 念 に 基 づ く 新 し い リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 提 示 す る

こ と を 目 的 と し た ．  

こ の 目 的 を 果 た す た め に ， 以 下 の ２ つ の 研 究 課 題 を 設 定 し た ．  

ま ず ， 老 化 や 病 気 ， 事 故 な ど で 心 身 に 変 化 を も た ら し な が ら 在 宅 生 活 を 継 続 し て い る 要

支 援 ・ 軽 度 要 介 護 者 の 社 会 参 加 促 進 に 向 け ， 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 新 し い リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 探 索 し 検 証 す る に あ た り ， 社 会 参 加 の 肯 定 的 な 変 化 と 健 康 生 成 力 概

念 SOC の 高 低 と の 関 係 性 を 明 ら か に す る こ と は 本 研 究 の 土 台 に な る と 考 え ，①「 要 支 援・

軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 推 移 と SOC の 関 係 を 量 的・質 的 に 明ら か に す る 」と し た ．ま

た ，よ り 実 践 的 な 介 入 支 援 モ デ ル を 示 す こ と に 意 義 が あ る と 考 え ，②「 SOC の 視 点 を 取 り

込 ん だ ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 成 果 か ら 有 効 な 介 入 支 援 方 法 を 導 き 出 す 」 と し ， 在 宅 要 支

援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 提 示 す る ．  

 

2 本研究の枠組み  

本 研 究 は ， 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 新 た な 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加

促 進 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 検 討 す る に あ た り ，SOC と 社 会 参 加 と の 関 連 を

量 的 ・ 質 的 に 分 析 し た ２ つ の 横 断 調 査 分 析 か ら 介 入 の ポ イ ン ト と な る 視 点 を 導 き 出 し （ 第

2 章 ・ 第 3 章 ）， そ れ を 参 考 に し た ２ つ の 実 践 研 究 （ 第 4 章 ・ 第 5 章 ）， 総 合 考 察 （ 終 章 ）

で 構 成 し て い る ． こ れ ら と 序 章 ， を 含 め た 全 7 章 か ら な る ．  

 

３．第 1～６章までの概要  

第 1 章：先行研究の検討  

本 章 で は ，先 行 研 究 のレ ビ ュ ー か ら ，高 齢 期に お け る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ， SOC，社 会



 

 

参 加 に つ い て 先 行 研 究 で 明 ら か に さ れ て い な い こ と と し て 以 下 の ３ 点 を 挙 げ た ．  

第 一 に ， 高 齢 期 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン は 課 題 を 抱 え て お り ， 解 決 に 向 け て は 抜 本 的 に 見

直 し を 行 う 必 要 が あ る ． ま た ， 高 齢 期 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 方 向 性 は 示 さ れ て い る も の

の ， そ の 方 略 ， 方 法 に つ い て は 十 分 に 示 さ れ て お ら ず ， 質 的 ， 量 的 に 解 明 し 支 援 モ デ ル を

提 示 す る 必 要 が あ る こ と で あ る ． 第 二 に ， 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 の 推 移 と

そ の 心 理 ・ 社 会 的 要 因 に つ い て 明 ら か に し た も の は 見 当 た ら な い こ と ， 第 三 に ， 要 支 援 ・

軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進 に 向 け ， 健 康 生 成 力 概 念 SOC の 視 点 に 基 づ い た リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン の 介 入 研 究 が 少 な い こ と で あ る ．  

 

第 2 章：要支援・軽度要介護高齢者の社会参加促進・抑制に関わる心理社会的要因‐ SOC 高

群・低群の特徴‐  

 本 章 で は ， 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進 ・ 抑 制 に か か わ る 心 理 ・ 社 会 的 要

因 を 明 ら か に し た う え で SOC 高 群 ・ 低 群 と の 関 連 を 分 析 す る ． 通 所 ま た は 訪 問 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン を 利 用 し て い る 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 者 20 名 を 対 象 に ， 半 構 造 化 面 接 と 日 本 語

版 13 項 目 版 5 件 法 SOC ス ケ ー ル を 実 施 し た ．面 接 で は ，要 介 護 認定 前 か ら 調 査 時 現 在 に

至 る「 社 会 参 加 の 開 始 ，継 続 に 至 っ た 行 動・心 境 」，あ る い は「 社 会 参 加 に 結 び つ か な か っ

た 行 動 ・ 心 境 」 を 聞 き と る 為 に ， ① 社 会 参 加 の 頻 度 ， 目 的 ， 理 由 ， ② 社 会 参 加 を 開 始 （ 再

開 ） し た 理 由 と そ の 際 の 行 動 や 心 境 ， ③ 社 会 参 加 を 継 続 し て い る 理 由 と そ の 際 の 行 動 や 心

境 ， ④ 社 会 参 加 を 行 わ な い ， ま た ， 結 び つ か な か っ た 行 動 や 心 境 を 聞 き と っ た ． 修 正 版 グ

ラ ン テ デ ッ ド・セ オ リ ー・ア プ ロ ー チ（ 以 下 M-GTA）を 用 い て 分析 し た 結 果 ，社 会 参 加 の

開 始 ， 継 続 に 至 っ た 行 動 ・ 心 境 と し て ，【 心 身 ・ 周 囲 の 状 況 を 把 握 す る 】【 状 況 に 応 じ た 行

動 を 予 測 す る 】【 家 族 ・ 友 人 の 助 け や 誘 い に 身 を 委 ね る 】【 参 加 す る こ と に 意 味 を 見 出 す 】

【 実 体 験 後 の リ フ レ ク シ ョ ン に て 解 決 を 見 出 す 】の ５ つ ，「 社 会 参 加 に 結 び つ か な か っ た 行

動 ・ 心 境 」 と し て ，【 行 き 場 所 が な く な り ど う し よ う も な い 】【 家 族 に 止 め ら れ て お り ， 仕

方 が な い と 感 じ る 】【体 の 衰 え を 感 じ る 】【家 族・友 人 に 助 け を 求め な い 】【 参 加 す る こと に

意 味 を 感 じ な い 】【 馴 染 め ず 楽 し さ を 感 じ ら れ な い 】 の 6 つ が 抽 出 さ れ た ． ま た ， SOC 高

群 の み に 抽 出 さ れ た「 社 会 参 加 の 開 始 ，継 続 に 至 っ た 行 動・心 境 」と し て ，【 心 身・周 囲の

状 況 を 把 握 す る 】【 状 況 に 応 じ た 行 動 を 予 測 す る 】【 実 体 験 後 の リ フ レ ク シ ョ ン に て 解 決 を

見 出 す 】の 3 つ の カ テゴ リ ，SOC 低 群 の み に抽 出 さ れ た「 社 会 参 加に 結 び つ か な か っ た 行

動 ・ 心 境 」 と し て ，【 家 族 ・ 友 人 に 助 け を 求 め な い 】【 参 加 す る こ と に 意 味 を 感 じ な い 】 の

2 つ の カ テ ゴ リ が 浮 か び 上 が っ た ．  

 

第 3 章：要支援・軽度要介護高齢者の社会参加推移と SOC との関連  

本 章 で は ，遡 及 的 に 聞 き 取 っ た 要 介 護 認 定 前 ，認 定 時 ，調 査 時 現 在の 3 時 点 に お け る 社

会 活 動 の 参 加 有 無 か ら 類 型 化 し た 参 加 パ タ ー ン と ，健 康 生 成 論 の 中 核 を な す SOC 並 び に 3

要 素 と の 関 連 を 量 的 に 調 査 し 明 ら か に す る ． 通 所 ・ 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 利 用 し て い

る 要 支 援・軽 度 要 介 護 高 齢 者 110 名 に 対 し ，質 問 紙 調 査 票 を 用 い て ，① 基 本 的 特 性（ 性 別 ，

年 齢 ， 要 介 護 度 ， 世 帯 構 成 ， 主 な 移 動 手 段 ） と ， ② 要 介 護 認 定 前 ， 要 介 護 認 定 時 ， 調 査 時

現 在 の 3 時 点 に お け る 社 会 活 動 へ の 参 加 有 無 を 遡 及 的 に 聞 き と っ た ．ま た ，13 項 目 版 5 件

法 SOC ス ケ ー ル を 1 回 実 施 し 類 型 化 し た 参 加 パ タ ー ン と の 関 連 を Kruskal-Wallis 検 定 を

用 い て 分 析 し た ．さ ら に ，参 加 パ タ ー ン 間 の ど こ に 差 が あ る か を 分 析 す る 為 に ，Bonferroni



 

 

の 方 法 に て 多 重 比 較 を 用 い て 分 析 し た ． 結 果 ， 参 加 パ タ ー ン は 継 続 群 ， 再 開 群 ， 不 参 加 移

行 群 ， 不 参 加 継 続 群 の 4 つ の 基 準 で 分 類 さ れ ， 不 参 加 継 続 群 以 外 で SOC 下 位 因 子 間 で の

差 が 有 意 に 認 め ら れ た ． 処 理 可 能 感 で は ， 不 参 加 継 続 群 よ り も 継 続 群 と 再 開 群 が ， 有 意 味

感 で は ，不 参 加 移 行 群 ，不 参 加 継 続 群 よ り も 継 続 群 ，再 開 群 が 有 意 に 高 い 結 果 が 得 ら れ た．

要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 者 の 社 会 活 動 促 進 に 向 け て SOC な か で も 「 処 理 可 能 感 」「 有 意 味 感 」

を 高 め る 支 援 が 有 効 で あ る 可 能 性 を 示 唆 す る 結 果 で あ っ た ．  

 

第 4 章：アクション・リサーチを用いた支援の有効性に関する検討  

本 章 は ，1～ ３ 章 で の 示 唆 を 参 考 に 実 践 し た 介 入 研 究 で あ る ．研 究 者 が 月 に 一 度 ，事 業 所

に 出 向 い て 対 象 者 が 抱 え る 問 題 や 性 質 が 援 助 過 程 で ど の よ う に 変 化 し た か を 把 握 し ， そ の

要 因 や 着 眼 点 に つ い て 研 究 実 施 者 と 研 究 者 と で 議 論 を 交 わ し 洞 察 を 深 め た ． ま た ， 月 に 1

度 ， 研 究 実 施 者 全 員 が 集 ま る 機 会 （ リ フ レ ク シ ョ ン カ ン フ ァ レ ン ス ） を 設 け 議 論 し た ． そ

の う え で ，要 支 援・軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 に 向 け て ，臨 床 で 携 わ る 研 究 実 施 者 10 名

か ら ， 半 構 造 化 面 接 に て ① ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 介 入 経 過 か ら 導 き 出 し た 参 加 促

進 に 有 効 な 視 点 ・ 介 入 の 仕 方 ， ② ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 研 究 参 加 者 へ の 介 入 の 効

果 と 影 響 に つ い て 聞 き 取 っ た ．  

結 果 ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 介 入 経 過 か ら 導 き 出 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 視 点 ・

介 入 の 仕 方 と し て <対 象 者 の 発 言 ，行 動 を 俯 瞰 し 参 加 へ の 意 味 や 価 値 を 捉 え る ><参 加 場 面

を 対 象 者 と 支 援 者 が 共 に 想 像 す る ><馴 染 み の あ る 友 人 や 家 族 と の 参 加 場 面 の 共 有 ><喜 び

や 価 値 を も た ら す 参 加 体 験 ><対 象 者 自 身 が 課 題 解 決 で き る よ う 尋 ね る >の 5 つ の カ テ ゴリ

が 抽 出 さ れ た ． ま た ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 研 究 実 施 者 へ の 介 入 効 果 と 影 響 と し

て ，<働 き 方 を 部 署 で 見 直 す こ と が で き た ><評 価・介 入 方 法 の 幅 が 広 が っ た ><家 族・友 人

の 協 力 を 得 や す く な っ た ><介 入 に 自 信 を も て る よ う に な っ た >の 4 つ の カ テ ゴ リ が 抽 出さ

れ た ．  

 

第 5 章：健康生成論的発想及びその中核概念を取り込んだリハビリテーションの介入効果  

本 章 で は ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 方 法 を 用 い て 介 入 し た 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん

だ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支 援 が SOC，社 会 参 加 度 ，健 康 関 連 QOL に 及 ぼ す 効 果 ，ま た ，健

康 生 成 力 SOC の 働 き が 社 会 参 加 度 ，健 康 関連 QOL に 及 ぼ す 影 響 を 検 証 す る ．通 所・訪 問

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 利 用 中 の 要 支 援・軽 度 要 介 護 高 齢 者 40 名 を対 象 に ベ ー ス ラ イ ン ，6

ヵ 月 後 の SOC，社 会 参加 度 と 健 康 関 連 QOL の 測 定 と ，群 ご と の 変 化 量 を 検 討 す る た め に ，

介 入 に よ る SOC の 6 か 月 間 の 変 化 か ら ，「 向 上 群 」 と 「 維 持 ・ 低 下 群 」 の 2 群 に 分 け て ，

群 間 差 を 検 討 し た ． そ の 結 果 ， SOC， CIQ， SF36v2 の 役 割 /社 会 的側 面 の ス コ ア が ベ ー ス

ラ イ ン に 比 べ て 6 ヵ 月 後 に 有 意 に 向 上 し た ．ま た ，ベ ー ス ラ イ ン で は 差 は 認 め ら れ な か っ

た が ，6 ヵ 月 後 で は ，維 持・低 下 群 に 比 べ ，向 上 群 に お い て CIQ，SF36ｖ ２ の 役 割 /社 会 的

側 面 が 有 意 に 良 好 で あ っ た ．   

 

終章：健康生成力概念 SOC の視点を取り込んだリハビリテーションモデルの提示  

 本 研 究 で 得 ら れ た 知 見 を 踏 ま え ， 健 康 生 成 論 力 概 念 SOC の 視 点 を 取 り 込 ん だ 社 会 参 加

促 進 に 向 け た 新 た な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 提 示 し た ． ま た ， 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課

題 を 記 し た ．  
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【Abstract】 

１．Objective 

Rehabilitation of the elderly living in the community often involves an approach that is biased toward physical 

functions. It has been pointed out that many of them do not reach the level of "activity and participation" as indicated 

in the International Classification of Functioning（ICF）, which is used by the World Health Organization (WHO) 

as a measure of health and disability. This research seeks to discover the nature of rehabilitation for the social 

participation of elderly people living in the community who need support and mild care． The purpose of this study 

is to present a new model of rehabilitation that incorporates Antonovsky's health generative theory with the concepts 

of stress management and health generative capacity by using a sense of coherence (SOC) perspective． 

In order to achieve this goal, we begin by clarifying that the relationship between social participation and the concept 

of health generating capacity (SOC) is the foundation of this study. This entails examining a new model of 

rehabilitation that incorporates the perspectives of health promotion and health generation theory for elderly people 

who require minor nursing care and who continue to live at home. For these individuals, their support system remains 

the same, while their bodies and minds change due to aging, disease, or accidents. The aims of this research are 

reflected in the following two tasks: ①The relationship between social participation and SOC among the elderly who 

need support and light nursing care is clarified quantitatively and qualitatively. ②The results of this action research 

help in deriving effective and practical intervention support methods for elderly people who need support and minor 

care at home. 

 

２．Organization of Thesis 

In this study, in order to examine a new model of rehabilitation for the promotion of social participation among 

elderly people, we developed the following framework. This research comprises two cross-sectional studies that 

analyze the relationship between SOC and social participation in order to identify key interventions (Chapters 2 and 

3). The next two chapters discuss two studies based on these cross-sectional studies using the perspective of the health 

generation theory (Chapters 4 and 5). The last chapter is a synthesis of the results of all these studies and presents 

our recommendations for intervention. The dissertation consists of seven chapters, including the introduction. 

 

３．Summary of chapters (Overview of Chapters 1 to Final) 

Chapter１： Review of prior research 

In this chapter, we identified the following three points that have not been clarified in previous research—

rehabilitation, the SOC, and social participation in the elderly. Firstly, the rehabilitation of the elderly is fraught with 

challenges. These scenarios of rehabilitation need to be fundamentally reviewed in order to create better solutions for 



 

 

them. In addition, although the concept of rehabilitation in the elderly has been studied, the method of rehabilitation 

has not been sufficiently investigated. Therefore, it was necessary to understand this method of rehabilitation 

qualitatively and quantitatively, so that an accurate model of support could be developed. Secondly, there are no 

studies regarding the social participation of elderly people who need support or light nursing care and the 

psychological and social characteristics of their rehabilitation experiences. Thirdly, there have only been a few studies 

that examined the rehabilitation practices and support methods, promoting the social participation of the elderly while 

incorporating the health generation theory. 

Chapter２：Psychosocial factors related to social participation of elderly people requiring support—characteristics of 

high and low SOC groups 

This chapter analyzes the psychological and social factors determining social participation among the elderly who 

need support or light nursing care. It specifically presents the relationship between high and low SOC groups. A semi-

structured interview and a 13-item Japanese version of the five-item SOC scale were conducted with 20 patients. All 

these patients were selected because they needed support or minor nursing care for their day-to-day activities, for 

which they were using outpatient or at-home rehabilitation. The interviewees were asked to reflect on the time before 

they received the certification for the need of nursing care and to discuss the behaviors and feelings that led to the 

start and the discontinuation of social participation. Inquiries were also made about ①the frequency, purpose, and 

reasons for social participation, ②the reasons for starting (and resuming) social participation，③ the reasons for 

continuing to participate in society，④the behaviors and feelings that lead to social participation or hindered it． 

The analysis was conducted using the modified grounded theory approach（M-GTA）. The following five actions 

and states of mind led to the initiation and continuation of social participation: (i) Grasping the situation of their own 

mind, body, and surroundings, (ii) Adapting actions according to the situation, (iii) Surrendering to the help and 

invitations of family and friends, (iv) Finding meaning in participation, and (v) Finding a solution through reflection 

after actual experiences. Contrastingly, the following six responses show the behaviors/feelings that encouraged non-

participation: “I have nowhere to go and can't do anything about it;" “My family stops me and I feel I have no choice;" 

“I feel my body is deteriorating;" “I don't ask my family and friends for help;" “I don't feel that participation is 

meaningful;" and “I don't fit in and can't feel the fun." Three behavioral and psychological categories led to the 

initiation and continuation of social participation, which were extracted only from the high SOC group. These were: 

grasping the situation in mind, body, and surroundings, predicting behaviors according to the situation, and finding 

a solution through reflection after actual experiences. Two categories of behaviors and feelings, identified only in the 

low SOC group, that did not lead to social participation were: not asking for help from family and friends and not 

finding meaning in participation. 

Chapter３：Relationship between social participation and SOC among the elderly in need of support and light nursing 

care 

This chapter investigates the relationship between the patterns of elderly participation in social activities and SOCs, 

which form the core of the health-generating theory of health. SOC and its sub-factors are considered at three points 

in time: before, at, and after certification of need of care. For this purpose, a questionnaire was administered to 110 

elderly persons who needed long-term minor nursing care or who were using day-care and home-visit rehabilitation 

services. The questionnaire asked about: (1) their basic characteristics (gender, age, care level, household composition, 

and main means of transportation) and (2) participation in social activities at three points in time— before, at the 

time of certification, and at the time of the survey. The 13-item version of the SOC scale was administered and was 

analyzed for associations with typified participation patterns using the Kruskal-Wallis test. In addition, Bonferroni's 

method of multiple comparisons was used to analyze the differences between the participation patterns.  

Results showed that the patterns of participation could be classified according to four major trends: continuation, 



 

 

resumption, transition to non-participation, and continuation of non-participation. There were significant differences 

among SOC sub-factors except for the “continuation of non-participation" group. The “continuation" and 

“resumption" groups scored significantly higher in their sense of “processability" than the “non-participation 

continuation" group. In addition, the “continuation" and “resumption" groups fared significantly higher in finding a 

sense of meaningfulness in participation than the “non-transition" and “non-participation continuation" groups. The 

results, therefore, suggest that support for the elderly to enhance the sense of “manageability" and “meaningfulness" 

may be effective in promoting social activities for people who need assistance or light nursing care. 

Chapter４：A study of the effectiveness of support using action research 

This chapter is an intervention study based on the suggestions developed in chapters 1–3 and explains how to put it 

into practice. The researcher visited the offices once a month to understand how the problems and characteristics of 

the subjects changed during the process of assistance. During these visits, monthly reflection conferences were held, 

and the researcher discussed the factors affecting social participation with other researchers. Working towards the 

goal of creating an effective intervention, semi-structured interviews were conducted with 10 researchers who were 

involved in clinical research on the social participation of elderly people who need support or light nursing care. They 

were asked about (1) perspectives and interventions that are effective in promoting social participation among the 

elderly, and (2) the effects of interventions based on action research on the participants of this study.  

As a result, the following five categories of perspectives and interventions were identified as effective in promoting 

social participation: (i)Overlooking what the subject said and did, and instead understanding the meaning and value 

of their participation, (ii)Both the subject and the supporters imagine a scene of participation, (iii)Sharing 

participation situations with familiar friends and family, (iv)Participation experiences that bring joy and value, (v)Ask 

the subject to help them solve their own problems．Similarly, four categories were extracted as the effects of the 

interventions from those who conducted their research based on action research:(i)they were able to review their 

working methods in their departments, (ii) they were able to broaden the range of evaluation and intervention 

methods, (iii) they were able to obtain the cooperation of their family and friends, (iv) they were able to gain 

confidence in the interventions． 

Chapter５：Effectiveness of rehabilitation interventions that incorporate the idea of salutogenesis and its core concepts  

This chapter examines the effects of interventions offering rehabilitation support incorporating the Salutogenesis 

perspective on elderly persons’ SOC, social participation, and health-related quality of life. Forty elderly people who 

required support or light nursing care and who were receiving in-home rehabilitation services were interviewed to 

measure SOC, social participation and to examine the changes in health-related quality of life at baseline and after 6 

months. Therefore, based on the 6-month change in SOC with the intervention, we examined the differences between 

subjects and divided them into two groups: the “improving" group and the “maintaining/decreasing" group. The 

results showed a significant improvement in SOC, CIQ, and SF36v2 role/social aspects scores at 6 months compared 

to baseline. The role/social aspects of the CIQ and SF36v2 were significantly better in the improving group than in 

the maintained or decreasing group at 6 months. This was a marked improvement given that there was no difference 

at baseline. 

Final chapter： Presentation of a rehabilitation model that incorporates a salutogenesis perspective 

Based on our findings, this last chapter presents a new model of rehabilitation for the promotion of social participation 

among the elderly that incorporates the perspective of salutogenesis. The limitations and future challenges of this 

research are also discussed. 
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序章  本研究の目的と研究枠組み  

 

第 1 節  本研究の目的と研究課題  

１．研究の背景と目的  

2019 年 に は ， わ が 国の 高 齢 化 率 は 28.1％（ 令 和 元 年 度 高 齢 社 会 白 書 ） と な り （ 内 閣 府

2019），平 成 30 年 簡易 生 命 表 か ら ，平 均 寿 命 は 男 性 が 81.25 年，女 性 が 87.32 年（ 厚 生

労 働 省  2018）で あ る．高 齢 者 は ， 65 歳 以降 の 約 20 年 も の 長 い期 間 ，病 気 や 事 故 ，あ る

い は 老 化 に よ り 心 身 の 状 態 に 変 化 が 及 ぼ う と も ，目 的 を も ち「 第 2 の 人 生 」と し て 積 極 的

に 社 会 に 参 加 で き る か が 大 き な 課 題 と な っ て い る ．  

厚 生 労 働 省 が 発 行 し た 「 高 齢 者 の 地 域 に お け る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 新 た な 在 り 方 検 討

会 報 告 書 」 に よ れ ば ， 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 利 用 者 の う ち ， 「 社 会 的 活 動 を で き る よ

う に な り た い 」と 回 答し た 人 は 42.3％ に も のぼ る ．そ う し た 声 が ある に も か か わ ら ず ，通

所 ， 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン で は ， 身 体 機 能 に 偏 っ た ア プ ロ ー チ が 施 さ れ る こ と が 多 く ，

世 界 保 健 機 関 （ WHO :World Health Organization， 以 下 WHO） が 示 し た 国 際 生 活 機 能 分

類（ ICF：International Classification of Functioning）で 示 さ れ る「 活 動・参 加 」に 至 ら な

い こ と が 多 い と 指 摘 さ れ て い る （ 厚 生 労 働 省  2015a） ．  

こ の よ う な 背 景 を 受 け て ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン マ ネ ジ メ ン ト の 再 構 築 や 活 動 参 加 に 向 け

た 介 入 が 促 さ れ る よ う に な っ た ．ま た ，2015 年 4 月 よ り 介 護 保 険 制 度 で は 社 会 参 加 の 継 続

に む け ， 通 所 ， 訪 問 リ ハ か ら 通 所 事 業 そ の 他 ， 社 会 参 加 に 移 行 し た 場 合 に 算 定 で き る 社 会

参 加 支 援 加 算 や 活 動 ， 参 加 に 繋 が る 介 入 を 評 価 し た 生 活 行 為 向 上 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 実 施

加 算 が 新 設 さ れ た（ 高齢 労 働 省  2015）．しか し な が ら ，2016 年 12 月 の 介 護 給 付 費 等 実 態

調 査 月 報 か ら ， 全 体 の 利 用 者 に 占 め る 社 会 参 加 支 援 加 算 算 定 率 は 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

で 約 0. 09%，訪 問 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン で 約 0. 9％ と 低 い 値 を 示 し て い る（ 厚 生 労 働 省  2016）．

全 て の 対 象 者 が 社 会 参 加 を 目 標 と し て い る わ け で は な い も の の ， 社 会 参 加 促 進 に 向 け た 支

援 は 未 確 立 で あ る と 言 わ ざ る を え な い ．  

筆 者 は 約 20 年 の 間 ， 通 所 ・ 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 中 心 と し た 地 域 で の リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン に 携 わ っ て い た が ， 要 支 援 ・ 要 介 護 者 の 社 会 参 加 は ， 様 々 な 参 加 制 約 が 生 じ ， 社

会 に 参 加 す る こ と を 諦 め ざ る を 得 な い 状 況 に 至 る こ と が あ る ． 一 方 で 参 加 制 約 を 抱 え な が

ら も ， そ れ を 乗 り 越 え 本 人 が 目 指 し た 社 会 参 加 を 継 続 し て い る 人 も い る ． つ ま り ， 社 会 に

参 加 し て い る 要 支 援 ・ 要 介 護 者 は ， 自 身 の 状 態 と 向 き 合 い ， 自 己 管 理 し な が ら ， ス ト レ ス

対 処 の 術 を 獲 得 ・ 動 員 し て い る ， ま た ， そ れ が 社 会 参 加 の 中 で 強 み と し て 般 化 で き て い る

と も 捉 え る こ と が で き ，健 康 生 成 論 並 び に ス ト レ ス 対 処・健 康 生 成力 概 念 と 称 さ れ る Sense 

of coherence（ 以 下 ，SOC）と の 関 連 が 伺 え る ．地 域 在 住 の 要 支 援・軽 度 要 介 護 高 齢 者 の社

会 参 加 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン と は ど の よ う な も の な の か ． ま た ， ど の よ う な も の で
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あ る べ き か ．本 研 究 で は ，Antonovsky が 提 唱 し た 健 康 生 成 論 並 び に ス ト レ ス 対 処・健 康 生

成 力 SOC の 概 念 (Antonovsky 2001） を 取 り込 ん だ 新 し い リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 提

示 す る こ と を 目 的 と す る ．  

 

２．本研究における２つの研究課題  

１ で 示 し た 目 的 を 果 た す た め に ， 以 下 の ２ つ の 研 究 課 題 を 設 定 す る ．  

ま ず ， 老 化 や 病 気 ， 事 故 な ど で 心 身 に 変 化 を も た ら し な が ら 在 宅 生 活 を 継 続 し て い る 要

支 援 ・ 軽 度 要 介 護 者 の 社 会 参 加 促 進 に 向 け ， 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 新 し い リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 探 究 し 検 証 す る に あ た り ， 社 会 参 加 の 肯 定 的 な 変 化 と SOC の 高 低

と の 関 係 性 を 明 ら か に す る こ と は 本 研 究 の 土 台 と な る と 考 え ， ① 「 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高

齢 者 の 社 会 参 加 推 移 と SOC の 関 係 を 量 的・質 的 に 明 ら か に す る 」と し た ．ま た ，よ り 実 践

的 な 介 入 支 援 モ デ ル を 示 す こ と に 意 義 が あ る と 考 え ，②「 SOC の 視点 を 取 り 組 ん だ ア ク シ

ョ ン ・ リ サ ー チ の 成 果 か ら 有 効 な 介 入 支 援 方 法 を 導 き 出 す 」 を 設 定 し た ．  

 

第 2 節  本研究の枠組みと研究意義  

１．本研究の枠組みと各章の要旨  

本 研 究 は ， 健 康 生 成 論 に 照 ら し た 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進 に 向 け た リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 検 討 す る に あ た り ， 先 行 研 究 の レ ビ ュ ー と 横 断 調 査 か ら ， 介 入

の ポ イ ン ト と な る 視 点 を 導 き 出 し ， そ れ を 参 考 に し た 実 践 研 究 で 構 成 し て い る ．  

先 に 挙 げ た ２ つ の 研 究 課 題 を 達 成 す る た め に ，４ つ の 調 査 と 分 析 を 計 画 ，実 施 し て い る ．  

研 究 課 題 １「 要 支 援・軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 推 移 と SOC の 関 係 を 量 的・質 的 に 明ら

か に す る 」 に 対 し て ， 調 査 ① リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 利 用 者 を 対 象 と し た 質 的 研 究 ， 調 査 ② リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 利 用 者 を 対 象 と し た 量 的 研 究 の ２ つ の 調 査 を 実 施 し た ．  

研 究 課 題 ２「 SOC の 視点 を 取 り 込 ん だ ア ク シ ョ ン・リ サ ー チ の 成 果 か ら 有 効 な 介 入 支 援

方 法 を 導 き 出 す 」 に 対 し て ， 調 査 ③ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ を 対 象 と し た 質 的 研 究 ，

調 査 ④ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 利 用 者 を 対 象 と し た 量 的 研 究 を 実 施 し た ． （ 表 0－ １ ）  

そ し て ， こ れ ら と 序 章 ， 終 章 を 含 め た 全 ７ 章 か ら 構 成 さ れ て い る ． （ 図 0－ １ ）  

第 １ 章 で は ， 地 域 在 住 高 齢 者 に 対 す る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 課 題 ， 高 齢 者 の 社 会 参 加 状

況 と 要 因 ， 高 齢 者 の SOC に 関 す る 先 行 研 究 レ ビ ュ ー か ら ， こ れ ま で に 明 ら か に さ れ て い

る こ と ， 明 ら か に さ れ て い な い こ と を 整 理 す る ．  

第 2 章 で は ，  SOC と 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進 ・ 抑 制 要 因 と の 関 係 を

解 明 す る た め に ， イ ン タ ビ ュ ー 調 査 よ り ， 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 の 推 移 と

要 因 を 聞 き 取 り ，SOC 高 群・低 群 の み に 抽 出 さ れ た「 社 会 参 加 の 開始 ，継 続 に 至 っ た 行 動・

心 境 」 「 社 会 参 加 に 結 び つ か な か っ た 行 動 ・ 心 境 」 を 質 的 に 分 析 す る ． 結 果 か ら ， 介 入 の
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仕 方 を め ぐ る 視 点 と 方 法 を 考 察 す る （ 調 査 ① ） ．  

第 ３ 章 で は ， 要 介 護 認 定 前 ， 認 定 時 ， 認 定 後 の ３ 時 点 で の 社 会 参 加 状 況 か ら 類 型 化 し た

参 加 パ タ ー ン と ，SOC 及 び 下 位 因 子 と の 関 連 を 量 的 に 調 査 し リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン へ の 汎 用

を 検 討 す る （ 調 査 ② ） ．  

１ ～ ３ 章 で の 示 唆 を 参 考 に 第 ４ ・ 5 章 で は ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 方 法 を 援 用 し 介 入

研 究 を 進 め た ．  

第 4 章 で は ，臨 床 で 携 わ る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ と と も に 実 践 し た 要 支 援・軽 度

要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進 に 向 け た 取 り 組 み に つ い て ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た

介 入 経 過 か ら 導 き 出 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 介 入 の 仕 方 ， 並 び に 研 究 実 施 者 へ の 影 響 を 質 的

に 分 析 す る （ 調 査 ③ ） ．  

第 ５ 章 で は ， 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 に 対 し 実 践 し た ， 健 康 生 成 論 的 発 想 及 び そ の 中

核 概 念 を 取 り 込 ん だ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 介 入 効 果 を 検 証 す る こ と ， ま た SOC の 働 き が

社 会 参 加 度 ， 健 康 関 連 QOL に ど の 程 度 影響 を 及 ぼ し て い る か を 量 的 に 分 析 し ， そ の 妥 当

性 を 確 認 す る （ 調 査 ④ ） ．  

終 章 で は 総 合 考 察 と し て 各 章 で 得 ら れ た 結 果 を ま と め ， 在 宅 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者

の 社 会 参 加 促 進 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 提 示 す る ． ま た ， 本 研 究 の 意 義 ， 結

論 ， 今 後 の 研 究 課 題 に つ い て 述 べ る ．  
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２．本研究の意義  

本 研 究 に て 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 視 点 と 方 法 モ デ ル を 提

示 す る こ と は ， 未 だ 発 展 途 上 に あ る 高 齢 者 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 新 た な 考 え 方 の 一 つ を

示 す こ と に な る ． ま た ， 活 動 ・ 参 加 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 取 り 組 み な が ら も ， 目

標 に 至 ら な い 課 題 解 決 へ の 糸 口 ， 悩 み や ジ レ ン マ を 抱 え る 支 援 の 一 助 に な る 可 能 性 を 含 ん

で い る ．  

 

３．本研究で用いる用語の定義 と解説  

ａ．社会参加，社会活動，社会生活について  

本 研 究 で は ，「 社 会 参 加 」に つ い て ，金 ら（ 2004：322-334）が 定義 し て い る「 社 会 と 接

触 す る 活 動 ， 家 庭 外 で の 対 人 活 動 」 を 引 用 し ， 幅 広 く 捉 え る が ， 外 出 し て 行 う 買 い 物 や 公

共 施 設 ・ 交 通 機 関 の 活 用 な ど を 含 む 「 社 会 生 活 」 ， 同 一 の 目 的 に 対 し て 集 団 で 行 っ て い る

活 動 と し て 「 社 会 活 動 」 に 分 け て 定 義 す る ．  

 

ｂ．健康生成論について  

本 研 究 で は ，山 崎（ 2017：３ -24）が 説 明 した ，「 従 来 の 医 学 が 疾 病 の 発 生・増 悪 の 原 因

と な る リ ス ク フ ァ ク タ ー （ 危 険 要 因 ） を 除 去 し よ う と す る ア プ ロ ー チ で あ る の に 反 し 180

度 違 う 観 点 か ら ， 健 康 は い か に し て 維 持 ， 回 復 ， あ る い は つ く ら れ る の か と い う 観 点 に よ

り ，健 康 要 因 と そ の メ カ ニ ズ ム と そ の 背 景 に つ い て の 体 系 を 新 し く 仮 説 的 に 示 さ れ た 理 論 ．」

を 引 用 す る ．  

 

ｃ．ストレス対処・健康生成力 SOC 

本 研 究 で は ，山 崎（ 2017：３ -24）が 定 義 した ，「 ス ト レ ス フ ル な出 来 事 や 状 況 に 直 面 さ

せ ら れ て も ， そ の 人 の 内 外 に あ る 対 処 資 源 を 動 員 し ， 適 切 に 対 処 す る こ と を 通 じ て ， 心 身

の 健 康 を 守 る ば か り で な く ， そ れ ら を 発 達 ・ 成 長 の 糧 に し ， そ の 後 を 健 康 で 生 き 生 き と 明

る く 前 向 き に 生 き て い く こ と を 可 能 に す る 力 の 源 ． 」 を 引 用 す る ．  

 

ｄ．対処資源  

本 研 究 で は ，健 康 生 成 論 で 用 い る 汎 抵 抗 資 源（ General Resistance Resources：GRRs）の

定 義 を 援 用 し ，対 処 資源 と し て 表 す ．Antonovsky（ =2001：19—29）は ，汎 抵 抗 資 源 を 身 体

的 ， 生 化 学 的 ， 物 質 的 ， 認 知 ・ 感 情 的 ， 評 価 ・ 態 度 的 ， 関 係 的 ， 社 会 文 化 的 な 個 人 集 団 に

お け る 特 徴 の こ と で ， 世 の 中 に あ ま ね く 存 在 し て い る ス ト レ ッ サ ー の 回 避 ， あ る い は 処 理

に お い て 役 立 つ も の と 定 義 し て い る ． 身 体 的 ・ 生 化 学 的 資 源 と は 遺 伝 や 神 経 免 疫 学 的 な 資

源 ， 物 質 的 資 源 は お 金 ， 住 居 ， 食 事 ， 地 位 ， サ ー ビ ス の 利 用 可 能 性 な ど ， 認 知 感 情 的 資 源
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と は 知 識 や 知 性 お よ び ア イ デ ン テ ィ テ ィ ， 評 価 ・ 態 度 的 資 源 と は ， 行 動 計 画 ス ト ラ テ ジ ー

で あ る 合 理 性 ， 柔 軟 性 ， 先 見 性 ， 関 係 的 資 源 と は 社 会 的 環 形 ， 社 会 文 化 的 資 源 を 宗 教 や 哲

学 を 指 す と し て い る ．  

 

ｅ．要介護認定前  

要 介 護 認 定 を 受 け る 2～ 3 年 前  

 

ｆ．要介護認定時  

要 介 護 認 定 を 受 け た 時 点  

 

ｇ． ICF（ International Classification of Functioning, Disability and Health）  

障 害 に 関 す る 国 際 的 な 分 類 と し て は ，世 界 保 健 機 関（ WHO）が 1980 年 に「 国 際 疾 病 分

類（ ICD）」の 補 助 と し て 発 表 し た「 Ｗ Ｈ Ｏ 国 際 障 害 分 類（ ICIDH）が 用 い ら れ て き た が ，

Ｗ Ｈ Ｏ で は ，2001 年５ 月 の 第 54 回 総 会 にお い て ，そ の 改 訂 版 とし て「 ICF（ International 

Classification of Functioning, Disability and Health ） 」 を 採 択 し た （ 厚 生 労 働 省 社 会 ・ 援

護 局 障 害 保 健 福 祉 部 企 画 課  2002）．ICF は，人 間 の 生 活 機 能 と 障 害 に つ い て「 心 身 機 能・

身 体 構 造 」 「 活 動 」 「 参 加 」 の ３ つ の 次 元 及 び 「 環 境 因 子 」 等 の 影 響 を 及 ぼ す 因 子 で 構 成

さ れ て い る ．こ れ ま で の「 ICIDH」が 身 体 機 能 の 障 害 に よ る 生 活 機 能 の 障 害（ 社 会 的 不 利

を 分 類 す る と い う 考 え 方 が 中 心 で あ っ た の に 対 し ， ICF は こ れ ら の 環 境 因 子 と い う 観 点 を

加 え て い る ． こ の よ う な 考 え 方 は ， 今 後 ， 障 害 者 は も と よ り ， 全 国 民 の 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉

サ ー ビ ス ， 社 会 シ ス テ ム や 技 術 の あ り 方 の 方 向 性 を 示 唆 し て い る も の と い え る ．  

 

ｈ．社会参加支援加算  

2015 年 介 護 報 酬 改 定に て 新 設 さ れ た ．リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 利 用 に よ り ADL・IADL が

向 上 し ， 社 会 参 加 に 資 す る 取 組 に 移 行 す る な ど ， 質 の 高 い リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 提 供 す る

事 業 所 の 体 制 を 評 価 す る も の （ 厚 生 労 働 省 ： 2015b） ．  

 

ｉ．生活行為向上リハビリテーション 実施加算  

2015 年 介 護 報 酬 改 定に て 新 設 さ れ た ． 概 要 は ， ADL・ IADL， 社 会 参 加 な ど の 生 活 行 為

の 向 上 に 焦 点 を 当 て た 新 た な 生 活 行 為 向 上 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン と し て ， 居 宅 な ど の 実 際 の

生 活 場 面 に お け る 具 体 的 な 指 導 等 に お い て ， 訪 問 と 通 所 を 組 み 合 わ せ る こ と が 可 能 と な る

よ う な 新 た な 報 酬 体 系 （ 厚 生 労 働 省 ： 2015b） ．  

 

ｊ．人間作業モデル（MOHO）  
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作 業 療 法 の 実 践 モ デ ル で ， 人 の 文 化 的 で 個 人 的 に 適 切 な 作 業 へ の 参 加 に 関 心 が あ る も の

で あ る ．MOHO の 意志（ 動 機 づ け ）は ，ICF の 個 人 因 子 に ，習 慣 化 と 遂 行 能 力 は 活 動 と 参

加 に ，遂 行 能 力 の 一 部 は 心 身 機 能 に 該 当 す る が ，ICF が MOHO と  は 別 の 理 論 か ら 生 じ て

い る た め に 両 者 は 完 全 に 対 応 し な い （ 山 田  2015： 43） ．  

 

ｋ．意味のある作業  

「 意 味 の あ る 作 業 」 の 定 義 に つ い て ， カ ナ ダ 作 業 療 法 士 協 会 は 「 個 人 や 集 団 や 地 域 に と

っ て 個 別 的 意 味 が あ り 納 得 の い く 経 験 を 促 す た め に 選 択 さ れ ， 遂 行 さ れ る 作 業 」と し て お

り（ Townsend E A, Polatajko：2011），こ れを 採 用 す る ．日 本 に お い て も ，大 松 ら（ 2015：

68~80）は ，国 内事 例報 告 の 質 的 検 討 か ら「意 味 の あ る 作 業 」を《自 ら 意 思 表 示 し た 》《興

味 が あ る 》《 生 活 史 の中 に あ る 》《 心  身 機能 と 行 動 の 改 善 を 促 す 》《 他 者 と の 関 係 に 変化

を も た ら す 》 《 希 望 を も た ら す 》 《 新 た な 自 分 に つ な が る 》 の カ テ ゴ リ に 分 類 し て 示 し て

い る ．  

 

ｌ．コンピテンシー  

堀 本 （ 2016： 575-580） が 説 明 し て い る 以 下 を 採 用 す る ． 専 門 的 技 能 と ， 倫 理 的 ・ 社 会

的 ・ 法 的 ・ 道 徳 的 責 務 の 認 識 プ ロ セ ス を 実 践 す る 際 に 必 要 な ， 知 識 ， 判 断 ， 高 次 の 推 論 ，

個 人 的 資 質 ， 技 能 ， 価 値 お よ び 信 条 を 互 い に 作 用 さ せ な が ら 統 合 し て い く 個 人 の 能 力 で あ

る ．  
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第１章  先行研究の検討  

 

本 章 で は 各 章 で 解 明 す べ き 課 題 を 明 確 に す る た め に ， 地 域 在 住 高 齢 者 に 対 す る リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン の 課 題 ， 高 齢 者 の 社 会 参 加 ， 高 齢 者 の SOC と 社 会 参 加 に 関 す る 先 行 研 究 を 調

べ ， 明 ら か に さ れ て い る こ と ， そ う で な い こ と を 整 理 す る ．   

 

第１節  先行研究の収集方法  

「 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 に 対 す る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 課 題 」 ， 「 高 齢 者 の 社 会 参

加 状 況 と 要 因 」，「 高 齢 者 の SOC」の ３ つテ ー マ に つ い て ，国 内 及 び 国 外 の 先 行 研 究 レ ビ

ュ ー を 行 っ た ．そ の 際 ，国 内 デ ー タ ベ ー ス で あ る Cinii（ 国 立 情 報 学 研 究 所 NII 論 文 情 報ナ

ビ ゲ ー タ ） ， メ デ ィ カ ル オ ン ラ イ ン ， Medical Finder， MAGAZINEPLUS， 医 学 中 央 雑 誌

web と 国 外 デ ー タ ベ ー ス で あ る EBSCO Discovery Service(EDS)， 日 本 福 祉 大 学 図 書 館 の

OPAC， 官 公 庁 の 発 行 書 類 を 使 用 し ， そ れ ぞ れ 下 記 の 手 続 き を 踏 ま え て 行 っ た ．  

第 一 に ， 「 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 に 対 す る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 」 に つ い て ， 日 本 福

祉 大 学 図 書 館 の OPAC を 使 用 し レ ビ ュ ー を 行 っ た ．「 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 」「 高 齢 者 」「問

題 」を キ ー ワ ー ド に 検 索 を 行 っ た 結 果 ，19 件 の 文 献 が 抽 出 さ れ た ．さ ら に ，国 内 デ ー タ ベ

ー ス で あ る Cinii（ 国 立 情 報 学 研 究 所 NII 論文 情 報 ナ ビ ゲ ー タ ） ， メ デ ィ カ ル オ ン ラ イ ン ，

Medical Finder，MAGAZINEPLUS，医 学 中 央 雑 誌 web と 国 外 デ ー タ ベ ー ス で あ る EBSCO 

Discovery Service(EDS)を 使 用 し ，「 リ ハ ビ リテ ー シ ョ ン の 課 題 」「介 護 保 険 」を キ ー ワ ー

ド に 検 索 し た 結 果 ， 8 件 の 文 献 が 抽 出 さ れ た ． そ の う ち 抄 録 の み の も の は 除 き 本 研 究 の 表

題 お よ び 目 的 に 該 当 す る ５ 件 を 選 定 し た ． ま た ， 厚 生 労 働 省 が 発 行 し て い る 「 地 域 に お け

る 新 た な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 在 り 方 検 討 会 報 告 書 」 を 選 定 し た ．  

第 二 に ， 「 高 齢 者 の 社 会 参 加 」 に つ い て ， 以 下 の 手 続 き を ふ ま え て レ ビ ュ ー を 行 っ た ．

国 内 デ ー タ ベ ー ス Cinii（ 国 立 情 報 学 研 究 所 NII 論 文 情 報 ナ ビ ゲ ー タ），メ デ ィ カ ル オ ン ラ

イ ン ， Medical Finder， MAGAZINEPLUS， 医 学 中 央 雑 誌 web を 使 用 し ， 高 齢 者 の 社 会 参

加 に 関 す る 文 献 に つ い て ，「 高 齢 者 」「 社 会 参 加 」「 要 因 」で は 146 件 の 表 題 が 検 出 され

た ． さ ら に ， そ の 中 か ら 「 社 会 参 加 」 「 高 齢 者 」 に 関 す る 文 献 を 選 定 し た ． ま た ， 内 閣 府

「 高 齢 者 の 地 域 社 会 へ の 参 加 に 関 す る 意 識 調 査 」 を 選 定 し ， 高 齢 者 の 社 会 参 加 要 因 に 関 す

る 内 容 つ い て 調 べ た ．  

第 三 に ，「 高 齢 者 の SOC」に つ い て ，以 下の 手 続 き を ふ ま え て レ ビ ュ ー を 行 っ た ．国 内

デ ー タ ベ ー ス Cinii（ 国 立 情 報 学 研 究 所 NII 論 文 情 報 ナ ビ ゲ ー タ ） ， メ デ ィ カ ル オ ン ラ イ

ン ，Medical Finder，MAGAZINEPLUS，医 学 中 央 雑 誌 web を 使 用 し ，「 高 齢 者 」「 SOC/Sense 

of coherence/首 尾 一 貫 感 覚 」を キ ー ワ ー ド に 検 索 し た 結 果 ，17 件 の表 題 が 検 出 さ れ た ．そ

の う ち ，抄 録 の み の も の は 除 く 本 研 究 の 目 的 に 該 当 す る 3 件 を 選 定 し た ．ま た ，「 社 会 参
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加 」「 SOC/Sense of coherence/首 尾 一 貫 感 覚 」を キ ー ワ ー ド に 検 索 し た と こ ろ 2 件 ，「 社

会 活 動 」「 SOC」を キー ワ ー ド に 検 索 し た と こ ろ 5 件 の 表 題 が 検 出 さ れ た ．そ の う ち 抄録

の み の も の は 除 き ， 高 齢 者 に 関 連 す る も の 4 件 を 選 定 し た ．  

 

第２節  地域在住高齢者に対するリハビリテーションの課題  

１．高齢期のリハビリテーションの背景  

1950 年 代 に デ ン マ ーク に お い て ，知 的 障 害 者 の 処 遇 か ら 端 を 発 し 提 唱 さ れ た ノ ー マ ラ イ

ゼ ー シ ョ ン の 理 念 は ， 障 害 を 持 つ 人 た ち を で き る だ け 住 み 慣 れ た 地 域 で 日 常 的 な 生 活 が で

き る よ う に ケ ア す る こ と を 原 則 す る と い う 考 え 方 で あ り ， こ の 理 念 は 世 界 の リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン の 発 展 に も 大 き な 影 響 を 与 え て き た （ 高 齢 者 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 会 2004） ． 

ま た ，WHO で は ，リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を「 医 学 的 ，社 会 的 ，教 育 的 ，職 業 的 手 段 の 組 み

合 わ せ ， か つ 相 互 に 調 整 し て 訓 練 あ る い は 再 訓 練 す る 事 に よ っ て ， 障 害 者 の 機 能 的 能 力 を

可 能 な 最 高 レ ベ ル に ，達 せ し め る こ と で あ る 」と 定 義 し て い る（ 中村 隆 一  2011：8-19）．

こ の 頃 ， 我 が 国 で は ， 一 部 の 医 療 機 関 で 能 祖 駐 患 者 に 対 し て 実 施 さ れ ， そ の 取 り 組 み は リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 関 連 学 会・協 会 や 医 師 会 な ど を 通 じ て 次 第 に 全 国 的 に 広 が っ て い っ た（ 高

齢 者 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 会  2004） ． 高 齢 者 に 対 し て リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン が 行 わ れ

る こ と に な っ た 歴 史 は 比 較 的 新 し い も の と い え る ．  

1980 年 に 国 際 障 害 分類（ International Classification of Impairments，Disabilities ，and 

Handicaps ;以 下 ， ICIDH） を 提 起 し た （ 上 田  2002） ． ICIDH の構 造 を 図 1－ 1 に 示 す ．

こ れ に よ り ， 回 復 不 可 能 な 生 物 学 的 状 態 で あ る 機 能 ・ 形 態 障 害 と ， 回 復 可 能 な 日 常 生 活 上

の 問 題 で あ る 能 力 障 害 ， 社 会 的 関 係 の な か で 権 利 が 侵 害 さ れ て い る と い う 社 会 的 不 利 と い

っ た 概 念 が 明 確 に さ れ た ． こ の よ う に 障 害 を 構 造 的 ・ 階 層 的 に と ら え る 考 え 方 を 示 し た こ

と は 画 期 的 で あ り ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 分 野 に も 大 き な 影 響 を 与 え た ． リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン 教 育 に お い て も ，ICIDH に 沿 っ て 対 象 者 を ア セ ス メ ン ト し ，そ の た め の 検 査 ，評 価か

ら 問 題 点 を 導 き だ す ア プ ロ ー チ の 流 れ が 主 流 と な り ， そ の 教 育 を 受 け 臨 床 実 習 を 経 験 し た

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ が 勤 務 し て い る 病 院 や 施 設 で は ， 今 な お そ の 考 え 方 を ベ ー ス

と し た ア プ ロ ー チ も 少 な く は な い ．  

 

 

 図 1－ 1 Ｉ Ｃ Ｉ Ｄ Ｈ ： Ｗ Ｈ Ｏ 国 際 障 害 分 類 （ １ ９ ８ ０ ） の 障 害 構 造 モ デ ル  
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こ の よ う に 重 要 な 意 義 を も っ た 分 類 で あ っ た が ， 建 設 的 な 批 判 や 誤 解 も あ っ た ． 主 な も

の を 挙 げ る と ，① ICIDH で 示 さ れ て い る 機 能・形 態 障 害 ，能 力 障 害，社 会 的 不 利 は す べ て

客 観 的 に と ら え う る 障 害 で あ り ， 障 害 の あ る 人 の 心 の 中 に あ る 悩 み ・ 苦 し み ・ 絶 望 感 と い

っ た 主 観 的 障 害 を 付 け 加 え る 必 要 が あ る こ と ， ② 障 害 と い う マ イ ナ ス の 側 面 を 中 心 に み た

も の で あ り ， 健 常 な 機 能 ・ 能 力 と い う プ ラ ス の 側 面 を 捉 え る こ と が 重 要 で あ る こ と ， ③ 環

境 因 子 の 重 要 性 な ど で あ る ．ま た ，ICIDH は ，階 層 性 を 示 し て い る が ，階 層 性 に は「 相 互

依 存 性 」 と 「 相 対 性 独 立 性 」 が あ る ． 相 互 依 存 性 は ， あ る 階 層 の も の が 別 な 階 層 の も の に

影 響 し て そ れ を 規 定 す る こ と で あ り ， 「 相 対 性 独 立 性 」 と は ， あ る 階 層 の 法 則 は ほ か の 階

層 の 法 則 に よ っ て 規 定 し つ く さ れ る こ と は な く ， そ の 階 層 独 自 の 法 則 を も っ て い る と 説 明

し て い る（ 上 田 2002）．つ ま り ，人 と い う 思 考 し 社 会 生 活 を 営 む 複 雑 な も の が 対 象 と な る

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 分 野 で は ， よ り 高 く 複 雑 な 階 層 の 現 象 を よ り 低 く 単 純 な 階 層 の 法 則 で

説 明 し つ く せ る と 考 え る 基 底 還 元 論 は 大 き な 誤 り を お か す 危 険 性 が あ る ． こ の よ う に 相 対

的 独 立 性 に つ い て の 誤 解 も ICIDH に 向 け ら れ た 批 判 の な か に は 多 少 な り と も あ っ た ．  

こ れ ら の 建 設 的 批 判 を 受 け ，1990 年 頃 か ら WHO を 中 心 と し た 国 際 的 な 共 同 事 業 と し て

改 訂 作 業 が 開 始 さ れ ， 2001 年 の WHO 総 会 で 国 際 生 活 機 能 分 類 （ International 

Classification of Functioning Disability and Health； 以 下 ， ICF） が 決 定 さ れ た ． ICF の モ

デ ル を 図 1－ 2 に 示 した ．  

 

  

 

ICF で は ， こ れ ま で の 機 能 障 害 を 「 心 身 機 能 ・ 構 造 （ Helth condition） 」 ， 能 力 障 害 を

「 活 動（ Activity）」，社 会 的 不 利 を「 参 加（ Participation）」と プ ラ ス あ る い は 中 立 的 な

用 語 が 用 い ら れ ， 人 間 の 生 活 ・ 人 生 の 全 体 を 捉 え る 分 類 と し て 示 さ れ て い る ． 「 健 康 状 態

（ Health condition）」と 生 活 機 能 の 3 レ ベ ル は ，す べ て 両 方 向 の 矢 印 で つ な い だ 相 互 作 用

モ デ ル と な り ，「 環 境因 子（ Environmental Factors）」と「 個 人 因 子（ Personal factors）」

図 1－ 2 Ｉ Ｃ Ｆ ： Ｗ Ｈ Ｏ 国 際 生 活 機 能 分 類 （ ２ ０ ０ １ ） の 生 活 機 能 構 造 モ デ ル  
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を 背 景 因 子 と し て 生 活 機 能 に 影 響 す る 因 子 と し て 示 さ れ て い る ．な お ，「 活 動 」と「 参 加 」

を 別 々 に 分 類 し て い る が ， ICF で は ， ど の 項 目 を 活 動 ， 参 加 あ る い は 両 者 に 用 い る か に つ

い て は ， 定 義 さ れ ず 共 通 リ ス ト と し て 取 り 扱 っ て い る （ 上 田  2005： 2-22） ．  

こ の よ う に ，ICF は ICIDH を 継 承 す る も の で は あ る が ，障 害 の み な ら ず あ ら ゆ る 人 間 を

対 象 と し ， そ の 生 活 と 人 生 を 分 類 し た も の と な っ た ． リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に お い て も ， 障

害 の 軽 減 を は か る こ と は も ち ろ ん ， 健 全 な 機 能 ・ 能 力 を 発 見 し 開 発 し 増 進 す る こ と ， す な

わ ち 「 全 人 間 的 復 権 」 こ そ が リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 目 的 で あ る こ と を 再 確 認 す る こ と が で

き る も の と な っ た ．そ れ に 伴 い ，我 が 国 で は ，2003 年 に 行 わ れ た介 護 保 険 制 度 発 足 後 初 め

て 行 わ れ た 介 護 報 酬 の 見 直 し の な か で ， ICF の 概 念 が リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 進 め 方 と し て

全 面 的 に 取 り 入 れ ら れ た （ 厚 生 労 働 省 ， 2003） ．  

 

２．要支援・軽度要介護高齢者に対するリハビリテーションの問題点  

日 本 の 総 人 口 が 減 少 に 転 じ て い く な か ， 特 に 75 歳 以 上 の 高 齢 者 の 占 め る 割 合 は 増 加 し

て い く こ と が 想 定 さ れ て い る ． 介 護 保 険 制 度 は ， 制 度 創 設 以 来 20 年 を 経 過 し ， 65 歳 以 上

被 保 険 者 数 が 約 1.6 倍 に 増 加 す る な か で サ ー ビ ス 利 用 者 数 は 約 3.3 倍 に 増 加 ． 高 齢 者 の 介

護 に 無 く て は な ら な い も の と し て 定 着・発 展 し て お り（ 厚 生 労 働 省 2019），介 護 保 険 制 度

に お け る 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 に 対 す る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 対 象 者 も 増 加 す る こ と

が 予 測 さ れ る ．  

本 節 － １ で 述 べ た と お り ， 介 護 保 険 制 度 に お け る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン で は ， ICF の 基 本

概 念 を 用 い る こ と が 明 確 に 示 さ れ て い る ． こ れ ま で 検 討 さ れ て き た 高 齢 者 の リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン の あ る べ き 方 向（ 高 齢 者 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 会 2004），高 齢 者 の 地 域 に お け る

新 た な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 在 り 方 検 討 会 報 告 書 （ 厚 生 労 働 省 2015） ， 2020 年 6 月 現 在

検 討 会 が 開 催 さ れ て い る 要 介 護 者 等 に 対 す る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン サ ー ビ ス 提 供 体 制 （ 厚 生

労 働 省 2020）の 3 時点 で の 検 討 か ら 高 齢 期 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 問 題 点 と そ の 経 過 に

つ い て 以 下 に 整 理 す る ．  

 

a．2004 年「高齢者のリハビリテーションのあるべき方向 」  

厚 生 労 働 省 で は ， 軽 度 の 要 介 護 者 の 増 加 を 踏 ま え た 介 護 予 防 ・ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 確

立 す る た め に ，2005 年に 国 会 提 出 予 定 で あ っ た 介 護 保 険 法 の 改 正 案 に お け る 対 応 を 講 じ る

べ く ，2003 年 度 に「高 齢 者 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 会 」を 設 置 し ，5 回 に わ た っ て 討 議 を

行 っ て い る ． そ の 結 果 を 「 高 齢 者 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の あ る べ き 方 向 」 と し て 取 り ま と

め ，高 齢 者 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 課 題 ，基 本 的 な 考 え 方 と し て ，以 下 の 8 つ を 示 唆 し てい

る ．  

① 高 齢 者 の 態 様 に 応 じ た 対 策 が 必 要 で あ る こ と と し て ，こ れ ま で の 脳 卒 中 モ デ ル と 廃 用
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症 候 群 モ デ ル で は ，リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 内 容 は 異 な る ．さ ら に ，原 因 疾 患 や 生 活 機 能 の

低 下 の 状 況 を 踏 ま え ， 適 切 な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 提 供 す る 必 要 が あ る ．  

② 廃 用 症 候 群 の 対 策 の 重 要 性 と し て ，後 期 高 齢 者 に 多 い 衰 弱 を 含 め ，高 齢 者 の 心 身 機 能

の 低 下 は ，「 年 だ か ら 仕 方 な い 」な ど と 考 え が ち で あ る が ，廃 用 症 候 群 で あ っ た こ と が 見

逃 さ れ て い た こ と が 少 な く な い ．ま た ，急 性 期 か ら 慢 性 期 に わ た り ，本 来 必 要 で あ る 以 上

の 安 静（ 過 度 の 安 静 ）の 指 導 が な さ れ て い る こ と や ，過 剰 な 介 護 が か え っ て 廃 用 症 候 群 を

引 き 起 こ す 場 合 が あ る ．  

③ 生 活 を 支 え る と い う 目 標 と し て ，こ れ ま で 入 院 中 は ，心 身 機 能 の 回 復 訓 練 が 中 心 に な

り が ち で ，実 際 の 生 活 の 場 で さ ま ざ ま な 活 動 を ど の よ う に 高 め る の か と い う 観 点 が 十 分 で

な か っ た ．ま た ，で き る だ け 長 く 住 み 慣 れ た 自 宅 で 生 活 を 送 れ る よ う ，訪 問・通 所 リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン な ど の 居 宅 サ ー ビ ス を 一 体 的 に 提 供 し て い く こ と が 基 本 と な る ．  

④ 個 別 的 ， 総 合 的 な サ ー ビ ス の 提 供 と し て ， 高 齢 者 の 状 態 像 は ， 年 齢 ， 性 ， 健 康 状 態 ，

生 活 機 能 ，本 人 の 生 活 歴・価 値 観 ，家 庭 環 境 ，居 住 環 境 な ど に よ っ て 多 様 で あ り ，こ れ ま

で の 長 い 生 活 ， 人 生 を 反 映 し た ， 極 め て 個 別 的 ， 個 性 的 な も の で あ る ． し か し ， 従 来 は ，

画 一 的 な プ ロ グ ラ ム が 提 供 さ れ が ち で あ り ，高 齢 者 の 自 己 決 定 権 は 形 骸 化 さ れ て い た 面 も

否 定 で き な い ．  

⑤ 評 価 に 基 づ く 計 画 的 な 提 供 と し て ，利 用 者 の 生 活 機 能 に 関 す る 最 適 の 目 標 を ひ と り ひ

と り に 設 定 し ， 個 別 的 な 計 画 に 基 づ き ， 期 間 を 設 定 し て 行 わ れ る べ き も の で あ る ． ま た ，

計 画 は 定 期 的 に 評 価 さ れ ，必 要 に 応 じ て 修 正 ま た は 更 新 さ れ る べ き で あ る ．こ の よ う な 過

程 を 経 な い 単 な る 機 能 訓 練 を 漫 然 と 実 施 す る こ と は あ っ て は な ら ず ，訓 練 そ の も の が 目 的

か す る こ と に な る ．  

⑥ 地 域 で 提 供 で き る 体 制 の 整 備 と し て ，地 域 に よ っ て は ，リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 提 供 で

き る 施 設 が な い こ と も あ る ．ま た ，医 療 と 介 護 の 連 携 ，入 院 中 や 外 来 で 行 わ れ る 通 常 の 一

般 医 療 と リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 連 携 ，ま た ，介 護 保 険 の 中 で の 各 サ ー ビ ス 間 の 連 携 や ，専

門 職 種 間 の 連 携 が 不 足 し て い る ．  

⑦ 質 の 確 保 と し て ，高 齢 者 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン は ，プ ロ グ ラ ム や 技 術 の 質 に よ っ て 成

果 が 大 き く 左 右 さ れ る ． そ の 質 的 向 上 を 図 る こ と が 重 要 で あ る ．  

⑧ 基 盤 の 整 備 と し て ，各 種 サ ー ビ ス は 利 用 者 を 中 心 と し て 総 合 的 に 提 供 さ れ る べ き で あ

り ，そ の た め に 住 み 慣 れ た 地 域 で の 基 盤 整 備 が な さ れ る 必 要 が あ る ．ま た ，今 後 は ，高 齢

者 の 生 活 機 能 を 総 合 的 に 向 け て い け る よ う な 教 育 ・ 訓 練 が 必 要 で あ る ．  

こ の よ う に ，2004 年に 発 行 さ れ た ，「 高 齢 者 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の あ る べ き 方 向 」で

は ， 超 高 齢 社 会 に 生 き る 高 齢 者 が ， 健 康 で 実 り あ る 生 活 を 実 現 す る こ と を 支 援 す る リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン の 在 り 方 が 検 討 さ れ ， 在 宅 生 活 の 継 続 と 生 活 機 能 の 向 上 お よ び 自 立 支 援 を 重

要 視 し て い る こ と が わ か る ． 2001 年 に 発 表さ れ た ICF の 考 え のも と ， 機 能 障 害 そ の も の
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に 直 接 的 に 働 き か け て ，そ の 結 果 ，能 力 低 下 や 社 会 的 不 利 を 改 善 さ せ る と い う 考 え 方 か ら ，

残 存 し て い る 「 心 身 機 能 」 と 日 常 生 活 の 「 活 動 」 と 社 会 へ の 「 参 加 」 に 対 す る そ れ ぞ れ の

働 き か け を 通 じ て ， 生 活 機 能 を 向 上 さ せ ， 併 せ て 生 活 環 境 の 改 善 を 行 う こ と に よ り 活 動 制

限 や 参 加 制 約 を 少 な く さ せ て 利 用 者 本 人 の 生 活 を 支 え て い く と い う 考 え 方 に 立 っ て い る ．  

 

ｂ．2015 年「高齢者の地域における新たなリハビリテーションの在り方検討会報告書」  

2014 年 か ら 2015 年 にか け て 厚 生 労 働 省 に て「 高 齢 者 の 地 域 に お け る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン の 新 た な 在 り 方 検 討 会 」 の 行 わ れ ， 以 下 の ４ つ の 課 題 が 示 唆 さ れ て い る ．  

① 心 身 機 能 に 偏 っ た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 実 施 と し て ，高 齢 者 が 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン を 継 続 す る 理 由 と し て ，「 身 体 機 能 を 治 し た い 」「 筋 力 や 体 力 を つ け た い 」と い っ た 身

体 機 能 の 改 善 に 希 望 を 多 く 持 っ て い る が ，「社 会 的 活 動 を で き る よ う に な り た い (42. 3％ )」

と い っ た 社 会 参 加 に 係 る 希 望 も 少 な く な い こ と が 示 さ れ て い る ．そ う し た 声 が あ る に も か

か わ ら ず ，通 所 ，訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン で は ，医 療 に お け る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に お い

て 主 に 実 施 さ れ る よ う な 身 体 機 能 に 偏 っ た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン が 実 施 さ れ が ち で あ る こ

と ，WHO が 示 し た ICF で 示 さ れ る「 活 動・参 加 」な ど の 生 活 機 能 全 般 を 向 上 さ せ る た め

の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 実 施 度 合 い が 低 く ，介 護 に お け る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン と し て の バ

ラ ン ス の と れ た 構 成 と な っ て い な い ．  

② 個 別 性 を 重 視 し た 適 時・適 切 な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 実 施 と し て ，介 護 保 険 の リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン に お い て は ， 「 心 身 機 能 」 の み な ら ず 「 活 動 」 「 参 加 」 に 係 る 働 き か け が ，

医 療 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 以 上 に 重 要 で あ り ，利 用 者 の 社 会 的 状 況 や 意 志 に 応 じ た 柔 軟 な

対 応 が 求 め ら れ る ．ま た ，リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 専 門 職 の 7 割 以 上 が ，リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

終 了 後 の 利 用 者 の 具 体 的 な 生 活 イ メ ー ジ を 持 っ て い な い こ と ，漫 然 と し た 機 能 訓 練 が 長 期

間 に わ た っ て 継 続 さ れ て い る 現 状 が あ る こ と に つ い て も 課 題 と し て 挙 げ ら れ て い る ．  

③ 高 齢 者 の 気 概 や 意 欲 を 引 き 出 す 取 組 と し て ，通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 利 用 者 の 半 数

近 く が 地 域 の 体 操 教 室 や 趣 味 活 動 等 の 集 ま り に つ い て 説 明 を 受 け て い な い（ 若 し く は よ く

覚 え て い な い ），ま た ，こ の 説 明 を 受 け た 利 用 者 の 半 数 近 く が ，そ の サ ー ビ ス を 利 用 し た

い と 回 答 し て お り ，高 齢 者 の 気 概 や 意 欲 を 引 き 出 す 取 組 に は 改 善 の 余 地 が あ る と 考 え ら れ

る と し て い る ．   

こ の よ う な 検 討 を 受 け て ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン マ ネ ジ メ ン ト の 再 構 築 や 活 動 参 加 に 向 け

た 介 入 が 促 さ れ る よ う に な っ た ．ま た ，2015 年 4 月 よ り 介 護 保 険 制 度 で は 社 会 参 加 の 継 続

に む け ， 通 所 ， 訪 問 リ ハ か ら 通 所 事 業 そ の 他 ， 社 会 参 加 に 移 行 し た 場 合 に 算 定 で き る 社 会

参 加 支 援 加 算 や 活 動 ， 参 加 に 繋 が る 介 入 を 評 価 し た 生 活 行 為 向 上 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 実 施

加 算 が 新 設 さ れ た （ 厚 生 労 働 省 2017） ．  

「 高 齢 者 の 地 域 に お け る 新 た な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 在 り 方 検 討 会 」 で は ， 検 討 す る に
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あ た っ て ， ま ず a に 示 し た 「 高 齢 者 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 会 」 報 告 書 の 基 本 的 な 考 え 方

と 見 直 し へ の 提 案 に 関 す る そ の 後 の 対 応 や 現 状 を 確 認 し た う え で ， 必 要 と さ れ る 具 体 策 を

実 効 性 の あ る 形 に す る た め に 課 題 が 整 理 さ れ て い る ．し か し な が ら ，課 題 の 多 く は 2003 年

に 行 わ れ た 高 齢 者 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 会 に お い て 既 に 指 摘 が 行 わ れ て い る も の で あ り ，

当 時 の 課 題 が こ の 時 点 に お い て も な お 残 っ て い る と い え る ．  

 

ｃ．要介護者等に対するリハビリテーションサービス 提供体制に関する検討会  

厚 生 労 働 省 は ，2021 年 度 か ら 始 ま る 第 8 期 介 護 保 険 事 業（ 支 援 ）計 画 に お け る 要 介 護 者

や 要 支 援 者 に 対 す る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提 供 体 制 や 整 備 目 標 な ど を 検 討 す る と し て ，

2020 年 4 月 よ り 「 要介 護 者 等 に 対 す る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン サ ー ビ ス 提 供 体 制 に 関 す る 検

討 会 」 を 開 催 し て い る ． こ こ で も 身 体 機 能 低 下 だ け で な く ， 認 知 機 能 低 下 等 の 多 彩 な 病 態

や 障 害 が あ る こ と か ら ，国 際 生 活 機 能 分 類（ ICF）の 理 念 に 基 づ き ，「 心 身 機 能・身 体 構 造 」

「 活 動 」「 参 加 」の 3 つ の 構 成 要 素 に 加 え ，そ れ ら の 構 成 要 素 と 相 互 作 用 を 及 ぼ す「 環 境

因 子 」 に 働 き か け る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 提 供 す る こ と が 重 要 で あ る こ と が 確 認 さ れ て い

る ．ま た ，  6 月 時 点 で 今 な お 開 催 中 で あ る が ，そ の 資 料 と し て ，b に 示 し た「 高 齢 者 の 地

域 に お け る 新 た な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 在 り 方 検 討 会 」 で の 検 討 後 ， 介 護 報 酬 の 加 算 と し

て 新 設 さ れ た ， 生 活 行 為 向 上 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 実 施 加 算 や ， 社 会 参 加 支 援 加 算 の 算 定 率

が 低 い こ と が 指 摘 さ れ て い る ． 全 て の 対 象 者 が 社 会 参 加 を 目 標 と し て い る わ け で は な い も

の の ， 高 齢 期 に お け る 社 会 参 加 促 進 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支 援 は 未 確 立 で あ る と 言

わ ざ る を え な い ．  

 

３．支援に携わるリハビリテーションスタッフが抱えるジレンマ  

２ で 述 べ た ， 「 高 齢 者 の 地 域 に お け る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 新 た な 在 り 方 検 討 会 」 報 告

書（ 厚 生 労 働 省  2015）に は ，委 員 の 意 見 と し て ，「 社 会 全 体 が リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン イ コ ー

ル 運 動 と い う 誤 解 が 大 き い ． 」 ， 「 介 護 保 険 制 度 そ の も の が リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 前 置 主 義

と 言 わ れ て い る が ， 果 た し て こ れ が 今 な お サ ー ビ ス 提 供 側 や 受 け る 国 民 に ， 周 知 徹 底 さ れ

て い る か と い う こ と に な る と 非 常 に 不 安 が あ る ． 」 ， 「 ADL を 含 め た 自 立 と い う 視 点 が ，

い わ ゆ る 機 能 回 復 に 終 始 し て い る よ う な 発 想 で あ る ． 」 「 本 人 が 体 を 動 か す こ と 自 体 を 目

的 に 据 え て し ま い ， 生 活 ・ 参 加 上 の 目 標 を 設 定 す る こ と が 難 し く な る ． 」 と い っ た ， リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ が 抱 え る ジ レ ン マ と も い え る 事 項 が 列 挙 さ れ て い る ．  

こ の よ う に ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ に お い て は ， 活 動 ・ 参 加 に 向 け た リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン に 励 み な が ら も 目 標 に 至 ら な い 悩 み や ジ レ ン マ を 抱 え て い る こ と が 読 み 取 れ る ．  

第 2 節 １ ～ ３ を ま と め る と ， 2003 年 と い うは る か 以 前 よ り ICF の 理 念 に 基 づ い た リハ

ビ リ テ ー シ ョ ン の 重 要 性 が 確 認 さ れ て い る ． ま た ， 活 動 ・ 参 加 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ
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ン の 在 り 方 を 幾 度 と な く 検 討 し ，加 算 の 新 設 に ま で 至 っ た 高 齢 期 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン は ，

2003 年 に 指 摘 さ れ てい る 課 題 を 解 決 で き ず ，今 な お 課 題 と し て 残 っ て い る ．解 決 に 向 け て

は ， 抜 本 的 に 見 直 し を 行 う 必 要 が あ る ． ま た ， 高 齢 期 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 考 え 方 は 示

さ れ て い る も の の ， そ の 視 点 や 方 法 に つ い て は 十 分 に 示 さ れ て お ら ず ， 質 的 ， 量 的 に 解 明

す る 必 要 が あ る ．  

 

第３節  高齢者の社会参加について  

１．高齢者の社会参加状況とその効果  

高 齢 者 の 社 会 参 加 状 況 に つ い て ，国 民 健 康・栄 養 調 査 報 告（ 厚 生 労働 省 2016）で は ，60

歳 以 上 の 者 の グ ル ー プ 活 動 と し て ，60～ 69 歳の 約 70％ 以 上 ，70 歳以 上 の 約 50％ 弱 が 働い

て い る か ， ま た は ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 ， 地 域 社 会 活 動 （ 町 内 会 ， 地 域 行 事 な ど ） ， 趣 味 や お

け い こ 事 を 行 っ て い る と 報 告 し て い る ．男 女 別 に み る と ，70 歳 以 上で の 社 会 活 動 の 状 況 を

み る と 男 性 は 51.7％ ，女 性 は 44.2％ の 者 が 働い て い る か ， 何 ら か の 活 動 を 行 っ て い る ．  

ま た ，高 齢 者 の 経 済・生 活 環 境 に 関 す る 調 査（ 内 閣 府 2016）で は ，社 会 的 活 動（ 貢 献 活

動 ） の 実 施 状 況 と し て ， 参 加 し て い る 活 動 は ， 「 自 治 会 ， 町 内 会 な ど の 自 治 組 織 の 活 動 」

18.9％ ， 「 趣 味 や ス ポ ー ツ を 通 じ た ボ ラ ン テ ィ ア ・ 社 会 奉 仕 な ど の 活 動 」 11.0％ で あ る 一

方 ， 「 特 に 活 動 は し て い な い 」 は 69.9％ に も及 ん で い る ．   

ま た ， 高 齢 者 の 住 宅 と 生 活 環 境 に 関 す る 調 査 （ 内 閣 府 2018a） で は， 外 出 す る 際 に 利 用

す る 手 段 と し て ，「 自 分 で 運 転 す る 自 動 車 」56.6％ が 最 も 高 く ，つい で「 徒 歩 」56.4％ と な

っ て い る ．都 市 規 模 別 に み る と 大 都 市 で は「 徒 歩 」71.0％ ，「 自 分 で運 転 す る 自 動 車 」38.4％ ，

「 電 車 」36.5％ の 順 で，町 村 で は ，「 自 分 で運 転 す る 自 動 車 」66.8％ ，「 徒 歩 」42.7％ ，「家

族 な ど の 運 転 す る 自 動 車 」24.6％ で あ っ た ．徒 歩 圏 内（ 自 宅 か ら 500 メ ー ト ル 圏 内 ）で 把

握 し て い る 利 用 可 能 な 施 設 と し て ， 「 公 民 館， 集 会 所 」 が 70.5%，「 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト

ア 」が 69.5%と 多 く，続 い て「 公 園 」65.9%，「 ス ー パ ー や 商 店 など 商 業 施 設 」62.3%，「 医

療 機 関 」59.3%，「 郵便 局 や 銀 行 な ど 金 融 機 関 」57.0%の 順 と な って い る ．ま た ，大 都 市 で

は ， 「 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア 」 や 「 ス ー パ ー や 商 店 な ど 商 業 施 設 」 が 徒 歩 圏 内 に あ る 人 が

8 割 以 上 で あ る が ， 町村 で は こ れ ら の 商 業 施 設 が 徒 歩 圏 内 に あ る 人 が 5 割 程 度 と な っ て い

る ．  

要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 者 高 齢 者 の 社 会 活 動 に つ い て 示 し た 調 査 研 究 は 非 常 に 少 な い が ， 仕

事 ，社 会 参 加 ・ 奉 仕 活動 ，学 習 活 動 ，個 人 活 動 の 4 つ の 領 域 ご と の 実 態 調 査 か ら ，社 会 参

加 ・ 奉 仕 活 動 で は 「 地 域 行 事 」 17.5%， 学 習 活 動 で は 「 趣 味 の 会 ・ カ ル チ ャ ー セ ン タ ー 」

10.9%，個 人 活 動 で は「 近 所 付 き 合 い 」79.6%が 最 も 多 い こ と が 報 告 さ れ て い る（ 宇 都 宮 ら

2019： 393-402） ． 高 齢 者 の 社 会 活 動 に 参 加 し て い る 割 合 は 決 し て 高 い と は い え ず ， 要 支

援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 に つ い て は ， 社 会 と の 関 わ り 方 が 変 容 し て い る 様 子 が 読 み と れ る ．  
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社 会 活 動 へ の 参 加 の 効 果 に つ い て ， 高 齢 者 の 地 域 社 会 へ の 参 加 に 関 す る 意 識 調 査 で は ，

社 会 的 な 貢 献 活 動 に よ る 効 果 と し て 「 新 し い 友 人 を 得 る こ と が で き た 」 56.8％ や 「 地 域 に

安 心 し て 生 活 す る た め の つ な が り が で き た 」50.6％ が 5 割 台 で 高 いこ と（ 内 閣 府 2018b），

外 出 頻 度 と QOL と の 関 連 が あ る こ と（ 古 達 2007：23-34），趣 味や IADL や 知 的 活 動 ，社

会 的 役 割 な ど の 心 理 ・ 社 会 的 因 子 に 着 目 し た 介 入 が 認 知 症 発 生 リ ス ク 軽 減 に 関 与 し て い る

こ と（ 竹 田 2007），自発 的 な 社 会 参 加 は 健 康 維 持 効 果 が 高 く ，頻 度 が 多 い ほ ど 要 支 援・要

介 護 認 定 ，認 知 症 リ ス ク を 軽 減 で き る こ と（ 経 済 産 業 省 2018），高齢 者 に 社 会 的 な 有 用 感

（ usefulness）を も た ら す こ と（ 日 下 ら 1998：151-159），年 齢や ADL ス コ ア に 影 響 を 受

け ず ， 直 接 的 に 生 活 満 足 感 を 高 め る （ 矢 庭 2008： 59-65） が 報 告 され て お り ， 高 齢 者 の 社

会 参 加 は 多 面 的 な 効 果 を も た ら す も の と 考 え ら れ る ．  

 

２．高齢者の社会参加の要因  

高 齢 者 の 社 会 参 加 の 促 進 要 因 と し て ， 人 間 関 係 が で き て い る こ と や 人 間 関 係 構 築 の 希 求

（ 田 島 ら 2017：59-72） ， 親 し い 友 人 や 仲 間 の 数 が 多 い こ と ， 外 出 や 活 動 参 加 に 誘 わ れ る

こ と ， 中 年 期 に 地 域 との か か わ り が あ っ た こ と （ 岡 本 2014：346-354）， 自 分 自 身 が 健 康

で あ る こ と や ， 一 緒 に 活 動 す る 仲 間 が い る こ と ， 活 動 場 所 が 自 宅 か ら あ ま り 離 れ て い な い

こ と（ 内 閣 府 2008）が 報 告 さ れ て い る ．ま た ，要 支 援・要 介 護 者 の 社 会 参 加 関 連 要 因 と し

て ， 外 出 の 実 行 に は 実 用 的 な 歩 行 機 能 が 必 要 で あ り ， よ り 複 雑 な 状 況 へ の 適 応 を 要 求 さ れ

る 町 外 へ の 外 出 に は ，階 段 昇 降 の 自 立 度 が 関 与 す る こ と （ 鈴 川 ら 2010：103-107）， 身 体

機 能 （ 金 ら 2004： 322-334） (玉 腰ら 1995：888-896)が 関 連 す ること ， 地 域 の 物 的 障 害 が

多 い こ と は 地 域 在 住 要 介 護 者 等 の 低 い 外 出 頻 度 に 関 連 す る 環 境 要 因 と し て 重 要 で あ る こ と

（ 加 藤 ら 2011：17-26） な ど 環 境 因 子 ， 身 体 機 能 と 外 出 と の 関 連 に つ い て も 報 告 さ れ て い

る ． 一 方 ， 自 立 度 が 比 較 的 高 い 在 宅 要 介 護 高 齢 者 の 「 閉 じ こ も り 」 に は 身 体 的 要 因 よ り も

「 家 の 中 の や す ら ぎ 」 「 元 気 な 頃 と の ギ ャ ッ プ 」 「 介 護 を 受 け る こ と の 負 担 感 」 等 の 心 理

的 ・ 社 会 的 要 因 が 大 き な 影 響 を 及 ぼ し ， 援 助 を 考 え る 場 合 に は ， 自 立 へ の 思 い や 家 族 を は

じ め と す る 周 り 人 に 迷 惑 を か け た く な い と い う 思 い が あ り ， 介 護 を 受 け る こ と に 関 わ る 負

担 感 が あ る こ と を ま ず 理 解 す る と と も に ， 高 齢 者 本 人 が 外 出 す る こ と を 選 択 し な い 場 合 に

は ，本 人 の 意 思 を 尊 重 す る 配 慮 も 必 要 で あ る こ と（ 森 2002：17-24），閉 じ こ も り 群 で は ，

身 体 的 健 康 感 ば か り で な く 精 神 的 健 康 感 も 低 い こ と （ 古 達 ら 2007： 23-34） ， 要 支 援 ・要

介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 抑 制 因 子 と し て ， 60 代 で は 「 仕 事 が 忙 し く て 時 間 が な い 」 40.8％，

「 き っ か け が つ か め な い 」20.9％ ，70 歳 以 上で は「 特 に 必 要 が な い 」19.8％ で あ っ た こ と

（ 内 閣 府 2013） な ど， 心 理 ・ 社 会 的 な 要 因 に つ い て も 明 ら か に さ れ て い る ．  

さ ら に ， デ イ サ ー ビ ス 利 用 者 の 外 出 行 動 の 実 態 を ４ つ に 類 型 化 し ， 居 住 環 境 は 整 っ て い

れ ば 外 出 を 促 す 効 果 が あ る が ， 家 族 が 要 介 護 者 を 支 え る 反 面 ， 外 出 を 抑 制 す る 点 も あ り ，
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居 住 環 境 が 整 っ て い て も 外 出 維 持 に は 繋 が ら な い 点 も 明 ら か に し て い る ． 身 体 機 能 の 低 下

が 外 出 頻 度 に 影 響 す る か ど う か は タ イ プ に よ っ て 異 な る こ と や ， 整 っ て い る 環 境 自 体 が 外

出 の 抑 制 因 子 に も な り う る こ と か ら ， 要 介 護 者 の 外 出 に は 様 々 な 要 因 が 複 雑 に 絡 み あ う と

い う こ と が 示 唆 さ れ て い る （ 池 尾 ら 2014：825-830） ．  

こ の よ う に ， 要 支 援 ・ 要 介 護 高 齢 者 を 含 め 高 齢 者 の 社 会 参 加 の 要 因 に つ い て ， 環 境 因 子

や 心 身 ， 認 知 機 能 に つ い て 単 独 で の 関 連 が 示 唆 さ れ て い る も の ， ま た 阻 害 因 子 が 複 雑 に 絡

み 合 っ て い る こ と が 先 行 研 究 で 明 ら か に さ れ て い る ． し か し な が ら ， 調 査 時 現 在 の 社 会 参

加 状 況 や 要 因 を 横 断 的 に 調 査 し た も の が 多 い ．海 外 研 究 で は McPherson M ら（ 2006：353-

375）は ，1985 年か ら 2004 年 に か け た 20 年の 推 移 に お い て ，非 親 族 者 と の つ な が り が 減

少 す る こ と を 報 告 し て い る ．ま た ，A Tamakoshi ら（ 1995：888－896）は ，年 齢 が 進 むに

つ れ て 仕 事 活 動 が 減 少 す る こ と ， 社 会 活 動 や 学 習 活 動 は 75 歳 頃 ま で は 増 加 し ， そ の 後 は

減 少 す る こ と ， 個 人 活 動 は 80 歳 ご ろ ま で は 変 化 せ ず そ の 後 は 減 少 す る こ と を 示 唆 し て い

る ． 年 齢 の 高 低 を 軸 に 社 会 活 動 の 状 況 を 分 析 さ れ て い る が ， 個 人 の 社 会 参 加 推 移 か ら そ の

要 因 を 調 査 し た も の で は な い ．   

老 化 や 病 気 ， 事 故 な ど で 心 身 に 変 化 を も た ら し な が ら 在 宅 生 活 を 継 続 し て い る 要 支 援 ・

軽 度 要 介 護 者 の 社 会 参 加 推 移 と そ の 要 因 を 十 分 に 分 析 し た も の は 見 当 た ら な い ． 心 身 あ る

い は 環 境 状 況 に 変 化 を も た ら す こ と も あ り な が ら 社 会 参 加 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支

援 を 検 討 す る に あ た り 解 明 す る 必 要 が あ る ．  

 

第４節  高齢者の SOC と社会参加に関する先行研究  

１．本研究に健康生成論と SOC の視点を取り入れた 理由  

本 研 究 に 健 康 生 成 論 と SOC の 視 点 を 取 り 入 れ た 理 由 の 一 つ と し て ， 参 加 制 約 を 抱 え な

が ら も 社 会 参 加 を 継 続 し て い る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 対 象 者 に 幾 度 も 遭 遇 し た 筆 者 の 臨 床 体

験 が 挙 げ ら れ る ．何 ら か の 課 題 を 有 し て い る 要 支 援・要 介 護 者 に お い て は 参 加 制 約 が 生 じ ，

社 会 に 参 加 す る こ と を 諦 め ざ る を 得 な い 状 況 と な る こ と も 少 な く な い ． 一 方 で 身 体 機 能 の

低 下 が あ り な が ら も 友 人 の 車 に 同 乗 さ せ て も ら い 買 い 物 を 楽 し む 人 や ， 鞄 の 持 ち 方 を 工 夫

し て 外 出 す る 人 ， あ ま り 無 理 を せ ず 調 子 の い い 時 だ け 社 会 活 動 に 参 加 す る 人 な ど 参 加 制 約

を 抱 え な が ら も ， そ れ を 乗 り 越 え 本 人 が 目 指 し た 社 会 参 加 を 継 続 し て い る 人 も い る ． つ ま

り ， 社 会 に 参 加 し て い る 要 支 援 ・ 要 介 護 者 は ， 自 身 の 状 態 と 向 き 合 い 自 己 管 理 し な が ら ，

ス ト レ ス 対 処 の 術 を 獲 得 ・ 動 員 し て い る ， ま た ， そ れ が 社 会 参 加 の 中 で 強 み と し て 般 化 で

き て い る と も 捉 え る こ と が で き ， ス ト レ ス 対 処 力 と 称 さ れ る Sense of coherence（ 以 下 ，

SOC） と の 関 連 が 伺 え る ．  

社 会 参 加 促 進 に 向 け た 支 援 方 法 に 関 連 す る 先 行 研 究 で は ， 社 会 参 加 を 含 む 作 業 に 焦 点 を

当 て た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン と し て ， Fisher（ 2009） は 社 会 参 加 を 含 む 本 人 に と っ て 意 味 の
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あ る 作 業 に 焦 点 を あ て た 介 入 モ デ ル に Occupational Therapy Intervention Process Model

（ 以 下 ，OTIPM）を提 示 し て い る ．こ れ は，リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン対 象 者 か ら ，目 標 で ある

作 業 ニ ー ズ を 引 き 出 し た 後 ， 作 業 遂 行 障 害 の 改 善 の た め に ， 心 身 機 能 な ど の 回 復 ・ 発 達 を

促 す 回 復 モ デ ル ，今 ま で 有 し て い な か っ た 技 能 を 習 得 す る 習 得 モ デ ル ，自 助 具 や 福 祉 機 器・

IT 機 器・物 理 的・社 会的・人 的 環 境 調 整 を 含 む 代 償 モ デ ル ，セ ミ ナ ー や 講 義 な ど の 大 集 団

の 教 育 プ ロ グ ラ ム の 計 画 と 実 施 で あ る 教 育 モ デ ル を 選 択 し て 介 入 す る も の で あ る ． ク ラ イ

エ ン ト 中 心 の 遂 行 文 脈 の 確 立 ， 作 業 遂 行 の 強 み と 問 題 の 明 確 化 ・ 解 釈 な ど が 示 さ れ て お り

活 動 ・ 参 加 に 至 ら な い 悩 み を 解 決 す る た め の 一 つ の ツ ー ル と し て 利 用 で き る ． し か し ， そ

れ ぞ れ の モ デ ル を 選 択 し た う え で ， ど の よ う な 方 略 を た て 具 体 的 に ど の よ う に 介 入 す る か

に つ い て は 述 べ ら れ て お ら ず ， 他 の 理 論 や 方 法 を 併 用 す る こ と が 予 測 さ れ る ．  

ま た ，近 年 注 目 さ れ て い る レ ジ リ エ ン ス を 活 性 化 さ せ る 支 援 モ デ ル と し て Lahad，M ら

（ =2017）は ，BASC Ph ス ト レ ス コ ー ピ ン グ 多 重 モ デ ル を 提 示 し て い る ．レ ジ リ エ ン ス の

説 明 の 詳 細 は 後 に 述 べ る が ，回 復 す る 力 や 適 応 す る 力 と さ れ て い る ．BASC Ph ス ト レ ス コ

ー ピ ン グ 多 重 モ デ ル と は ，6 つ の コ ー ピ ン グ（ 対 処 ）チ ャ ン ネ ル（ 局 面 ）を 活 用 し て ，レ ジ

リ エ ン ス を 引 き 出 す ス ト レ ス コ ー ピ ン グ モ デ ル で あ る ． 6 つ の チ ャ ン ネ ル と は ， 信 念 と 価

値（ Belief and values），感 情 ／ 情 動（ Affect／ Emotion），社 会 的（ Social），想 像 ／ 創造

（ lmagination） ， 認 知 的 （ Cognitive） ， そ し て 生 理 的 ・ 身 体 的 （ Physiological） を 指 す ．

こ の モ デ ル で は ， 病 気 の 原 因 と な る も の （ リ ス ク 要 因 ） を 解 明 し ， そ れ を 取 り 除 く と い う

病 理 モ デ ル で は な く 健 康 に な る た め の 要 因 を 解 明 し そ れ を 強 化 す る ， つ ま り ど の よ う な 対

処 法 が 人 を 回 復 さ せ る の か と い う モ デ ル で あ る ． 参 加 制 約 を 抱 え る 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高

齢 者 の 社 会 参 加 場 面 を 想 像 す る と ， 多 少 な り と も ス ト レ ス が 生 じ そ の 対 処 法 を 検 討 す る こ

と は 重 要 で あ る と 考 え る ．し か し ，BASC Ph ス ト レ ス コ ー ピ ン グ 多 重 モ デ ル は 復 元 力・弾

力 性 と も 訳 さ れ る こ と が あ る レ ジ リ エ ン ス を 高 め ， そ の 人 の 回 復 を 目 指 す こ と に 主 眼 が お

か れ て い る ． 老 化 や 病 気 ， 怪 我 な ど に 伴 い 心 身 状 況 の 変 化 に 対 応 し つ つ 介 護 認 定 を 受 け な

が ら 生 活 を 営 ん で い る 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 に つ い て は ， 自 身 で 困 難 を 乗

り 越 え る こ と を あ き ら め て ， 外 的 対 処 資 源 を 活 用 す る こ と も 重 要 で あ る と 考 え る ．  

そ の う え で 本 研 究 で は ， 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 に 向 け た 新 た な リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン モ デ ル を 検 討 す る に あ た り ， 本 研 究 で は 健 康 生 成 論 並 び に そ の 中 核 概 念 で あ る

ス ト レ ス 対 処 ・ 健 康 生 成 力 SOC の 概 念 を 援 用 す る ．   

健 康 生 成 論 は ， ア メ リ カ の 医 療 社 会 学 者 で あ る Aaron Antonovsky が 提 唱 し た 理 論 で あ

る ． こ の 健 康 生 成 論 は ， 従 来 の 医 学 に お い て 支 配 的 で あ っ た ， 疾 病 を 発 生 さ せ 増 悪 さ せ る

危 険 因 子 を 軽 減 ま た は 除 去 す る と い う 観 点 に 立 つ 疾 病 生 成 論 と は 大 き く 転 換 し た 理 論 体 系

で も あ る ． 健 康 生 成 論 に お い て ， 健 康 は ， 健 康 （ helth ease） と 健 康 破 綻 （ dis-ease） を 両

極 と す る 連 続 体 上 の ど こ か に 位 置 す る も の と さ れ て い る （ 図 1-3）． 健 康 － 健 康 破 綻 の 連



 

24 

 

続 体 上 に ， あ る 時 点 で の 健 康 状 態 が 位 置 す る ． そ し て ， 健 康 破 綻 の 極 側 へ と 移 動 さ せ る 力

を も つ の が 危 険 因 子 で あ り ， 健 康 の 極 側 へ と い ど う さ せ る 力 を 持 つ の が 健 康 要 因 で あ る ．

こ の 健 康 要 因 に 着 眼 し ， そ れ を 支 援 強 化 し よ う と い う 見 地 か ら 対 象 に 接 近 す る の が 健 康 生

成 論 的 ア プ ロ ー チ で あ る （ 山 崎 2017：7-11） ．  

 

 
 

 

Antonovsky は ，ナ チ ス の 強 制 収 容 所 か ら 生 還 し た 経 験 を 持 つ 女 性 に お い て ，過 酷 な 環 境

下 で 恐 怖 や 不 安 な ど を 経 験 し た に も か か わ ら ず ， ３ 割 も の 女 性 が 心 身 の 健 康 を 維 持 し な が

ら 生 き 延 び て い る こ と に 着 目 し て い る ． そ し て ， 人 に は 過 度 の ス ト レ ス 下 に お い て も 自 身

の 健 康 を 自 ら が 生 成 し ， 環 境 に 適 応 し て い く 心 理 的 ・ 認 知 的 メ カ ニ ズ ム が 存 在 す る と し ，

そ の 中 核 を な す も の が SOC で あ る と し て い る ． SOC の 概 念 は 「 把 握 可 能 感

（ comprehensibility ）」「 処 理 可 能 感（ manageability ）」「 有 意 味 感（ meaningfulness ）」

の 3 つ で 構 成 さ れ て い る ．「 把 握 可 能 感 」は ，自 分 の 内 外 で 生 じ る 環 境 刺 激 に つ い て ，秩

序 付 け ら れ た 予 測 と 説 明 が 可 能 な も の で あ る と い う 確 信 と し て 捉 え る 感 覚 ，「 処 理 可 能 感 」

は ， そ れ ら の 刺 激 が も た ら す 要 求 に 対 応 す る た め の 資 源 は い つ で も 得 ら れ る と す る 確 信 ，

「 有 意 味 感 」 は ， そ う し た 要 求 は 挑 戦 で あ り 心 身 を 投 入 し か か わ る に 値 す る と い う 感 覚 か

ら な る と さ れ て い る ． ナ チ ス の 強 制 収 容 所 か ら 生 還 し た 経 験 を 持 つ 女 性 に お い て は ， 過 酷

な 経 験 が あ り な が ら も ， 自 分 の お か れ て い る 現 状 を 合 理 的 に 見 つ め ， ス ト レ ス を 対 処 し な

ん と か 生 き 延 び て い け る と い う 見 通 し を も つ こ と が で き ， 状 況 を 意 味 の あ る こ と と し て 捉

え ら れ る 感 覚 を も つ 人 が 健 康 を 維 持 し て 生 き 延 び て い る と い う ． ま た SOC が 機 能 す る か

否 か に つ い て は ， 後 天 的 な 生 活 環 境 要 因 に よ っ て 大 き く 影 響 さ れ ， 生 活 上 の 様 々 な ス ト レ

ス を 対 処 し て い く た め の 具 体 的 な ス キ ル の 獲 得 と も 密 接 に 関 係 し て い る と し て い る も の で

あ る （ Antonovsky A 1987） ．  

日 常 生 活 に 何 ら か の ス ト レ ス や 不 便 な ど 参 加 制 約 を 抱 え て い る 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢

者 に と っ て ， 社 会 に 参 加 し ， そ れ を 継 続 す る こ と は 容 易 な こ と で は な い ． ナ チ ス の 強 制 収

容 所 の 話 と 本 研 究 の 社 会 参 加 と い う も の を 混 同 さ せ て 考 え る こ と は で き な い が ， 支 援 ， 介

護 が 必 要 で あ る 自 身 の 心 身 状 態 と 向 き 合 い ， 状 態 を 自 己 管 理 し な が ら 様 々 な 阻 害 要 素 が あ

る 社 会 に 参 加 し 継 続 す る こ と は ， 何 か し ら の ス ト レ ス や 困 難 を 感 じ て も 不 思 議 で は な い ．

こ れ ら の こ と か ら SOC が 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 の 促 進 及 び 阻 害 に 影 響 す

図 1－3 健康－健康破綻連続体  
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る も の と 考 え た ．  

ま た ，SOC 下 位 因 子 であ る ３ つ の 概 念 と す り 合 わ せ て 考 察 す る と ，要 支 援・軽 度 要 介 護

高 齢 者 が 社 会 参 加 を 実 現 す る 為 に は ， 自 身 の 状 態 を 客 観 的 に 見 つ め ， お か れ て い る 環 境 や

起 こ り う る 課 題 等 を 合 理 的 に 理 解 し な が ら （ 把 握 可 能 感 ） あ ら ゆ る 手 段 を 使 い ， こ の 環 境

で 行 為 を 遂 行 で き る と 予 想 し （ 処 理 可 能 感 ） ， 社 会 参 加 す る こ と の 意 味 や 価 値 を 見 出 せ る

（ 有 意 味 感 ） こ と が 必 要 で あ る と も 言 い 換 え る こ と が で き る の で は な い か と 考 え た ．  

な お ，SOC は 測 定 可 能と さ れ て お り ，29 項目 版 ，13 項 目 版，3 項目 版 の SOC ス ケ ー ル が

あ る ．そ の う ち ，29 項目 ，13 項 目 版 の 内 的 一貫 性 ，信 頼 性 ，妥 当 性 は す で に 検 証 さ れ て い

る ．  

 

２．SOC と近接する概念について  

a．レジリエンス（ resilience）について  

先 に も 幾 分 述 べ た が ， 人 生 ス ト レ ッ サ ー や ス ト レ ス 対 し 効 果 的 に 対 処 す る 概 念 と し て ，

SOC と 類 似 し た レ ジ リ ア ン ス（ resilience）と い う 概 念 が あ る ．レ ジ リ ア ン ス は ，さ ま ざま

な 研 究 者 に よ っ て 定 義 が な さ れ て い る が ， 「 脅 威 を 与 え る 状 況 ・ 逆 境 下 に お い て ， ポ ジ テ

ィ ブ に 適 応 す る 過 程 ， 能 力 ， お よ び そ の 結 果 （ Egeland 1993） 」 とし て 用 い ら れ る こ と が

多 く SOC と 類 似 し て い る よ う に も 見 え る ． し か し な が ら 以 下 の ３ つ の 点 で 異 な っ て い る

（ 山 崎 ら 2017：12-17） と さ れ て い る ．  

1 つ 目 は ，レ ジ リ ア ンス に は 健 康 生 成 力 と い う SOC の 代 表 的 な 機 能 が 含 ま れ て い な い 点

で あ る ． ス ト レ ッ サ ー に 対 処 資 源 を 動 員 す る が ， 対 処 の 成 功 の 裏 に は ， そ の 経 験 を 糧 に し

て SOC 自 体 も 強 化 さ れ 向 上 す る と い う 機 能 ， 健 康 と 健 康 破 綻 連 続 体 に お い て ， 健 康 の 側

に 押 し 上 げ る と い う 機 能 を 有 し て い る 点 で あ る ．  

2 つ 目 は ， レ ジ リ ア ン ス は 心 理 学 的 概 念 で あ り ， 心 身 の 心 の な か の 関 心 の 傾 向 や 感 情 の

コ ン ト ロ ー ル ， あ る い は 希 望 と い っ た 自 己 に の み 依 っ て 立 ち 環 境 や 他 社 に 対 峙 す る 自 己 概

念 が 前 提 と な っ て い る 点 で あ る ． 一 方 SOC は 環 境 や 周 囲 の 人 々 と の 関 係 性 を 不 可 分 に も

っ た 自 己 概 念 が 前 提 に な っ て い る こ と が 特 徴 で あ る ． つ ま り ， そ の 人 の 内 外 に あ る 様 々 な

対 処 資 源 の 活 用 を 可 能 と し た 概 念 で あ る ．  

３ つ 目 は ， レ ジ リ エ ン ス は 復 元 力 ・ 弾 力 性 と も 訳 さ れ る こ と が あ る ス ト レ ッ サ ー へ の 対

処 の あ り 方 に 関 す る 概 念 で あ る の に 対 し て ，SOC は 柔 軟 な 人 生 へ の 向 き 合 い 方・か か わ り

方 に 関 す る 概 念 で あ る 点 で あ る ． レ ジ リ エ ン ス は 「 あ き ら め な い 力 ・ 折 れ な い 力 」 と 呼 ば

れ る こ と も あ る が ，SOC は あ き ら め る こ と，折 れ る こ と も 時 に は 重 要 と 見 な し ，そ れ が 先

見 性 ， 合 理 性 ， 柔 軟 性 の あ る 行 動 を 意 味 す る こ と も あ る ．  

要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に お い て は ， 参 加 制

約 を 抱 え な が ら も ス ト レ ッ サ ー を 上 手 く 対 処 し 社 会 参 加 を 促 進 す る こ と に 加 え ， そ の 対 処
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す る 経 験 自 体 が SOC を 強 化 す る こ と に な る ．ま た ，社 会 参 加 に 向 け て ，そ の 人 の 内 外 に あ

る 様 々 な 対 処 資 源 の 活 用 も う ま く 取 り 込 み な が ら 社 会 参 加 の 促 進 を 目 標 と す る リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン に お い て は ， SOC と の 親 和 性 が 高 い と 考 え た ．  

 

ｂ．ヘルスリテラシー（Health Literacy）について  

ヘ ル ス リ テ ラ シ ー と は ， 「 健 康 情 報 を 入 手 し ， 理 解 し ， 評 価 し ， 活 用 す る た め の 知 識 ，

意 欲 ， 能 力 で あ り ， そ れ に よ っ て 日 常 生 活 に お け る ヘ ル ス ケ ア ， 疾 病 予 防 ， ヘ ル ス プ ロ モ

ー シ ョ ン に つ い て 判 断 し た り 意 思 決 定 を し た り し て ， 生 涯 を 通 じ て 生 活 の 質 を 維 持 ・ 向 上

さ せ る こ と が で き る も の 」（ Sorensen 2012：80）と 説 明 さ れ て い る．ま た ，ヘ ル ス リ テ ラ

シ ー に は ，健 康 リ ス ク や 保 健 医 療 の 利 用 に 関 す る 情 報 を 理 解 で き る ① 機 能 的 (functional)ヘ

ル ス リ テ ラ シ ー ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に よ っ て 情 報 を 入 手 し た り 意 味 を 理 解 し た り し て ，

変 化 す る 環 境 に 対 し て は 新 し い 情 報 を 適 用 で き る ② 相 互 作 用 的 (interactive) ヘ ル ス リ テ

ラ シ ー ， 情 報 を 批 判 的 に 分 析 し ， こ の 情 報 を 日 常 の 出 来 事 や 状 況 を よ り コ ン ト ロ ー ル す る

た め に 活 用 で き る ③ 批 判 的 (critical)ヘ ル ス リ テ ラ シ ー の 3 つ の レ ベル が あ る と さ れ て い る

（ Nutbeam 2000：183-184）．ま た ，SOC と ヘ ル ス リ テ ラ シ ー は 比 較 的 高 い 相 関 が み ら れ

て い る こ と が わ か っ て お り（ 中 山 2016：2-22），ヘ ル ス リ テ ラ シ ーも ，SOC 下 位 因 子 と は

異 な る 別 の 切 り 口 か ら 見 え て く る 構 成 要 素 と 考 え ら れ る（ 山 崎 2017：7-11）と 述 べ て い る ．  

要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 健 康 を 増 進 す る た め の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 一 つ と し て ，

ヘ ル ス リ テ ラ シ ー の 概 念 を 参 照 す る こ と は 間 違 い で は な い が ，健 康 や 医 療 の 情 報 を 入 手 し ，

理 解 し ， 評 価 し て ， 適 切 に 決 め ら れ る 能 力 を 高 め る こ と は 健 康 増 進 の 一 部 で あ り ， 社 会 参

加 に 焦 点 を 当 て た 新 た な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル の 構 築 を テ ー マ と し た 本 研 究 で は ，

SOC の 概 念 を 用 い る 方 が 適 切 で あ る と 考 え た ．  

 

c．心的外傷後成長（Post traumatic growth：以下，PTG）について  

心 的 外 傷 後 成 長 PTG は ， 「 人 生 に お け る 危 機 的 な 出 来 事 や ト ラ ウ マ テ ィ ッ ク な 出 来 事

と の 精 神 的 な も が き ・ 闘 い の 結 果 と し て も た ら さ れ る ， ポ ジ テ ィ ブ な 心 理 的 変 容 の 体 験 」

と 定 義 さ れ て い る（ Tedeschi ＆  Calhoun, 2004：1-18）．ま た，その 変 容 メ カ ニ ズ ム に つ

い て ，① 情 動 ，② 認 知，③ 行 動 の 順 に 変 化 する モ デ ル（ Calhoun ＆  Tedeschi, 2006：222-

242）を 報 告 し て い る ．こ れ は ，神 的 外 傷 体 験 に よ り ，悲 嘆（ ネ ガ テ ィ ブ 感 情 ）が 想 起 す る ．

日 常 的 に 抱 い て い る 「 世 界 は 意 味 の あ る 存 在 だ 」 と い う 信 念 や ， 自 分 の 存 在 に 対 す る 価 値

と い っ た 世 界 観 が 揺 す ぶ ら れ 崩 壊 す る ． そ し て ， 自 分 ， 世 界 ， 人 生 に 対 す る 見 方 ・ 認 知 が

変 化 せ ざ る を 得 な い 状 況 に 陥 り ，適 応 し て い く 中 で 行 動 の 変 化 が 伴 う と い う も の で あ る（ 尾

崎 2011） ． こ の よ うな 心 的 外 傷 を 伴 う よ う な 出 来 事 は ， 多 大 な 精 神 的 な 葛 藤 や ス ト レ ス ，

混 乱 し て い る 状 態 で あ る こ と が 想 像 さ れ る ．SOC の 下 位 因 子 と の 関 連 を 考 え る と ，ど のよ
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う な 悲 惨 な 状 況 で あ っ て も 人 生 に は 意 味 が あ る ， 特 に 有 意 味 感 を 備 え も つ こ と は ， 避 け が

た い 困 難 が あ る 現 実 を 冷 静 に 受 け 止 め ， そ れ に 健 康 を 脅 か さ れ る こ と な く む し ろ 原 動 力 に

変 え る き っ か け に も な る と 考 え る こ と が で き る ． ま た ， PTG が SOC と 心 的 外 傷 後 ス ト レ

ス 障 害 （ Post Traumatic Stress Disorder； 以 下 ， PTSD）  の 双 方 に 有 意 に 高 い 相 関 を も つ

こ と （ Nishi 2010：1-6） に つ い て も 報 告 さ れ て い る ．  

PTG は 単 純 に イ ン パ ク ト の 大 き な 出 来 事 そ の も の で は な く ， そ の 後 の 様 々 な PTSD 症

状 や 出 来 事 に よ っ て 付 随 し て 生 じ た 様 々 な 慢 性 ス ト レ ッ サ ー に 対 処 す る こ と を 通 じ て 成 長

す る こ と を 含 む も の と い え SOC と の 関 連 が高 い も の と 思 わ れ る ． 一 方 で ， PTG に お け る

成 長 は ， ス ト レ ス 耐 性 に 加 え ， 疾 病 そ の も の の 痛 み や 苦 し み を 伴 う こ と が 推 察 さ れ る ． 要

支 援 ・ 軽 度 要 介 護 者 の 社 会 参 加 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 検 討 す る う え で ， も ち ろ ん

関 連 が な い わ け で は な い が ， 回 復 期 ・ 高 齢 期 よ り も 特 に 急 性 期 の 分 野 に お け る 障 害 受 容 の

段 階 に お け る 成 長 の 過 程 で の 関 連 が 強 い と 思 わ れ る ．  

 

３．高齢者の SOC に関する先行研究  

健 康 生 成 論 に お い て は ， 人 間 は 生 物 学 的 な 寿 命 の ご く ご く 最 後 ま で 生 命 力 あ ふ れ る 人 生

を 生 き る こ と が で き る と し ，そ の 可 能 性 を 開く の が SOC で あ る（ Antonovsky 1979）と し

て い る ．   

老 い と と も に 高 齢 者 の SOC は 変 化 す る か ど う か に つ い て ， 日 本 人 の 一 般 成 人 の 報 告 で

は ，SOC ス コ ア を 100 に 対 す る 率 で 表 す と 66.0％（ 山 崎 1997：243），通 常 の 社 会 活 動 を

営 ん で い る 高 齢 者 は 60～ 64 歳 が 69.5％ ， 65～ 69 歳 が 72.8％ ， 70～ 74 歳 が 75.5％ ， 75～

79 歳 が 72.0％ ，80 歳以 上 で は 70.3％ （ 本江 2003：123-136） ，ア メ リ カ の 独 居 女 性 高 齢

者 は 78.3％ ，イ ス ラ エル の 退 職 女 性 は 71.4％（ Judith 1996：99-112），カ ナ ダ の 65 歳 以

上 の 地 域 に 住 む 高 齢 者 の SOC 調 査 か ら ，65～ 79 歳 は 69.8％ ，80 歳 以 上 は 70.2％（ Forbes 

2001：29-32），オ ラ ンダ の 地 域 高 齢 者 で は ，55～ 64 歳 は 79.2％，65 歳 ～ 74 歳 は 83.5％，

75 歳 ～ 89 歳 は 83.0％で あ っ た ．こ れ ら の 先 行 研 究 か ら ，高 齢 期 に お い て SOC が 衰 え ると

い う 様 相 は 認 め ら れ な い も の と 考 え ら え る ．  

ま た ， 高 齢 者 の SOC の 関 連 要 因 と し て ， SOC は 男 性 ほ ど 強 く ，全 体 的 な 健 康 の 自 己 評

価 が 高 い 人 ほ ど 強 い ，ま た ，経 済 状 態 が 良 好 な 人 ほ ど 強 く ，「 精 神 的 成 長 」や「 対 人 関 係 」，

「 ス ト レ ス 管 理 」 健 康 推 進 ラ イ フ ス タ イ ル を 送 っ て い る 人 ほ ど SOC が 強 い こ と を 明 ら か

に し て い る （ 山 崎  2008： 163-176） ． さ ら に， 質 的 分 析 の 結 果 よ り SOC の 高 い 高 齢 者の

生 き 方 の 特 徴 と し て ， 質 的 に 分 析 し 「 周 到 に 生 き る 」 「 人 々 や 社 会 の た め に 生 き る 」 「 強

い 意 志 と 自 我 を も っ て 生 き る 」「 苦 難 の 経 験 を 肯 定 的 に 再 構 築 す る 」「 自 分 ら し く 生 き る 」

を 示 唆 し て い る （ 山 崎  2008：163-176） ．  

こ れ ら の 結 果 は ， Antonovsky が SOC の 形 成 に 必 要 で あ る と 説 明 し て い る ， 一 貫 性 ， バ
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ラ ン ス の と れ た 負 荷 や 結 果 形 成 へ の 参 加 に あ て は ま り ，SOC の 形 成 を 維 持 あ る い は 高 め よ

う と す る 支 援 が ， 高 齢 者 が 人 生 の ご く ご く 最 後 ま で 生 命 力 あ ふ れ る 人 生 を 生 き る 為 に は 重

要 で あ る こ と を 意 味 し て い る ．  

 

４．高齢者の SOC と社会参加 に関する先行研究  

高 齢 者 の SOC と 社 会 参 加 の 関 係 に つ い て ， 社 会 参 加 を 「 地 域 組 織 や 団 体 へ の 参 加 」 と

し ， 女 性 に お い て は 参 加 組 織 数 が 多 い ほ ど SOC も 高 い 傾 向 が あ る こ と ， 社 会 参 加 を す る

こ と で 関 係 的 汎 抵 抗 資 源 が 得 ら れ ， SOC が 向 上 す る 可 能 性 を 示 唆 し た （ 金 森 2013：125-

134）．ま た ，SOC が高 得 点 で あ る ほ ど QOL は 高 く ，認 知 症 の 低 下 や う つ 症 状 を 有 し て い

て も QOL が 著 し い 低値 を 示 さ な い （ 畑 山 ら 2012： 43-53） ． 農村 地 域 在 住 の 中 高 年 を 対

象 と し た 調 査 か ら ，精 神 的 に 健 康 で あ る 場 合 は SOC の 高 低 は QOL に 影 響 し な い が ，精 神

的 不 健 康 で あ る 場 合 に は SOC の 高 低 が QOL の 保 持 に 関 与 す る 可 能 性 が あ る と し て い る

（ 畑 山 ら 2008：29-34） ．  

ま た ， SOC が 経 済 状 態 や 健 康 自 己 評 価 に 関 連 し ， 反 対 に 慢 性 疾 患 や 要 介 護 家 族 の 有 無 ，

子 ど も や 配 偶 者 と の 同 居 の 有 無 ， 年 齢 に つ い て は 関 連 が 認 め ら れ な か っ た こ と を 明 ら か に

し て い る （ 山 崎 2008： 163-176） ．  

こ れ ら の こ と か ら 高 齢 者 が い き い き と し た 人 生 ・ 生 活 を 営 む た め に は ， 慢 性 の 疾 病 や 障

害 ， 要 支 援 ・ 要 介 護 な ど の ス ト レ ス フ ル な 状 況 が あ っ た と し て も ， 自 ら の 健 康 意 識 を 高 く

も ち ， 経 済 的 問 題 が 生 じ な い よ う に 留 意 し 「 精 神 的 成 長 」 「 対 人 関 係 」 「 身 体 的 活 動 」 を

日 常 生 活 に 取 り 入 れ て い く こ と の 重 要 性 を 示 唆 し て い る ． ま た ， 社 会 に 参 加 す る た め に は

SOC の 形 成 や 高 ま り が 影 響 す る こ と の み な ら ず ，社 会 に 参 加 す る こ と で 対 処 資 源 が 得 ら れ

さ ら に SOC が 向 上 す る と い う 相 互 作 用 の 関 係 が あ る も の と 捉 え る こ と が で き る ．  

 

第５節  考  察   

１．先行研究で明らかにされていること  

先 行 研 究 で 明 ら か に さ れ て い る こ と と し て ， 以 下 の ８ 点 が 挙 げ ら れ る ．  

第 一 に ，1980 年 に 提 起さ れ た ICIDH は 階 層 性 を 示 し て い る ．階 層 性 に は「 相 互 依 存 性 」

と 「 相 対 性 独 立 性 」 が あ り 双 方 を 理 解 す る 必 要 が あ る ． 人 と い う 思 考 し 社 会 生 活 を 営 む 複

雑 な も の が 対 象 と な る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 分 野 で は ， よ り 高 く 複 雑 な 階 層 の 現 象 を よ り 低

く 単 純 な 階 層 の 法 則 で 説 明 し つ く せ る と 考 え る 基 底 還 元 論 は 大 き な 誤 り を お か す 危 険 性 が

あ り ，ICIDＨ の 階 層 性の 理 解 不 足 に よ る 誤 解 を 招 い た 批 判 も あ っ た こ と が 明 ら か に さ れ て

い る ．  

第 二 に ， ICF の 「 心 身 機 能 」 の み な ら ず 「 活 動 」 「 参 加 」 に 係 る 働 き か け は ， 医 療 の リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 以 上 に 重 要 で あ り ， 利 用 者 の 社 会 的 状 況 や 意 志 に 応 じ た 柔 軟 な 対 応 が 求
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め ら れ る ．リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 専 門 職 の 7 割 以 上 が ，リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 終 了 後 の 利 用 者

の 具 体 的 な 生 活 イ メ ー ジ を 持 っ て い な い こ と ， 漫 然 と し た 機 能 訓 練 が 長 期 間 に わ た っ て 継

続 さ れ て い る 現 状 が あ る こ と ， 課 題 の 多 く は 2003 年 に 行 わ れ た高 齢 者 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン 研 究 会 に お い て 既 に 指 摘 が 行 わ れ て い る も の で あ り ， 当 時 の 課 題 が 2015 年 時 点 に お い

て も な お 残 っ て い る と い え る こ と が 明 ら か に さ れ て い る ．  

第 三 に ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン マ ネ ジ メ ン ト の 再 構 築 や 活 動 参 加 に 向 け た 介 入 が 促 さ れ る

よ う に な っ た ．ま た ，2015 年 4 月 よ り 介 護保 険 制 度 で は 社 会 参 加 の 継 続 に む け ，通 所 ，訪

問 リ ハ か ら 通 所 事 業 ， そ の 他 社 会 参 加 に 移 行 し た 場 合 に 算 定 で き る 社 会 参 加 支 援 加 算 や 活

動 ， 参 加 に 繋 が る 介 入 を 評 価 し た 生 活 行 為 向 上 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 実 施 加 算 が 新 設 さ れ た

こ と ， そ の 算 定 率 が 今 な お 低 い こ と が 明 ら か に さ れ て い る ．  

第 四 に ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ に お い て は ， 活 動 ・ 参 加 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン に 励 み な が ら も 目 標 に 至 ら な い 悩 み や ジ レ ン マ を 抱 え て い る こ と ， 社 会 参 加 促 進 に 向

け た 支 援 は 未 確 立 で あ る と 言 え る こ と が 明 確 と な っ た ．  

第 五 に ， 要 支 援 ・ 要 介 護 高 齢 者 を 含 め 高 齢 者 の 社 会 参 加 の 要 因 に つ い て ， 環 境 因 子 や 心

身 ， 認 知 機 能 に つ い て 単 独 で の 関 連 が 示 唆 さ れ て い る も の ， ま た 阻 害 因 子 が 複 雑 に 絡 み 合

っ て い る こ と が 先 行 研 究 で 明 ら か に さ れ て い る ．  

第 六 に ，高 齢 者 が 社 会 活 動 に 参 加 す る 効 果 に つ い て ，QOL と の 関 連 ，認 知 症 発 生 リ ス ク

軽 減 に 関 与 し て い る こ と ， 自 発 的 な 社 会 参 加 は 健 康 維 持 効 果 が 高 く ， 頻 度 が 多 い ほ ど 要 支

援・要 介 護 認 定 ，認 知 症 リ ス ク を 軽 減 で き る こ と ，社 会 的 な 有 用 感（ usefulness）を も た ら

す こ と ， 直 接 的 に 生 活 満 足 感 を 高 め る が 報 告 さ れ て お り ， 多 面 的 で あ る こ と が 明 ら か に さ

れ て い る ．  

第 七 に ， 要 支 援 ・ 要 介 護 高 齢 者 を 含 め 高 齢 者 の 社 会 参 加 の 要 因 に つ い て ， 環 境 因 子 や 心

身 ， 認 知 機 能 に つ い て 単 独 で の 関 連 が 示 唆 さ れ て い る も の ， ま た 阻 害 因 子 が 複 雑 に 絡 み 合

っ て い る こ と が 先 行 研 究 で 明 ら か に さ れ て い る ．  

第 八 に ，高 齢 者 の SOC と 社 会 参 加 の 関 係 に つ い て  SOC が 高 得 点 で あ る ほ ど QOL は 高

い こ と ， SOC が 経 済 状 態 や 健 康 自 己 評 価 に 関 連 し ， 反 対 に 慢 性 疾 患 や 要 介 護 家 族 の 有 無 ，

子 ど も や 配 偶 者 と の 同 居 の 有 無 ， 年 齢 に つ い て は 関 連 が 認 め ら れ な か っ た こ と ， 高 齢 者 が

い き い き と し た 人 生 ・ 生 活 を 営 む た め に は ， 慢 性 の 疾 病 や 障 害 ， 要 支 援 ・ 要 介 護 な ど の ス

ト レ ス フ ル な 状 況 が あ っ た と し て も ， 自 ら の 健 康 意 識 を 高 く も ち ， 経 済 的 問 題 が 生 じ な い

よ う に 留 意 し 「 精 神 的 成 長 」 「 対 人 関 係 」 「 身 体 的 活 動 」 を 日 常 生 活 に 取 り 入 れ て い く こ

と が 重 要 で あ る こ と が 明 ら か に さ れ て い る ． ま た ， 社 会 に 参 加 す る た め に は SOC の 形 成

や 高 ま り が 影 響 す る こ と の み な ら ず ，社 会 に 参 加 す る こ と で 対 処 資 源 が 得 ら れ さ ら に SOC

が 向 上 す る と い う 相 互 作 用 の 関 係 が あ る こ と に つ い て も 示 唆 さ れ て い る ．  
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２．先行研究で明らかにされていないこと  

先 行 研 究 で 明 ら か に さ れ て い な い こ と と し て ， 以 下 の 3 点 が 挙 げ ら れ る ．  

第 一 に ，社 会 参 加 を 含 め た ICF の「 活 動 」「参 加 」に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 在り

方 を 幾 度 と な く 検 討 し ，加 算 の 新 設 に ま で 至 っ た 高 齢 期 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン は ，2003 年

に 指 摘 さ れ て い る 課 題 を 解 決 で き ず ， 今 な お 課 題 と し て 残 っ て い る ． 解 決 に 向 け て は ， 抜

本 的 に 見 直 し を 行 う 必 要 が あ る ． ま た ， 高 齢 期 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 考 え 方 は 示 さ れ て

い る も の の ， そ の 方 法 に つ い て は 十 分 に 示 さ れ て お ら ず ， 質 的 ， 量 的 に 解 明 し 支 援 モ デ ル

を 提 示 す る 必 要 が あ る ．  

第 二 に ， 要 支 援 ・ 要 介 護 高 齢 者 を 含 め 高 齢 者 の 社 会 参 加 の 要 因 に つ い て ， 環 境 因 子 や 心

身 ， 認 知 機 能 に つ い て 単 独 で の 関 連 が 示 唆 さ れ て い る も の ， ま た 阻 害 因 子 が 複 雑 に 絡 み 合

っ て い る こ と が わ か っ て い る が ， 多 く の 調 査 は ， 調 査 時 現 在 の 社 会 参 加 状 況 を 横 断 的 に 調

査 し た も の で あ る ． 老 化 や 病 気 ， 怪 我 な ど に 伴 い 心 身 状 況 の 変 化 に 対 応 し つ つ 介 護 認 定 を

受 け な が ら 生 活 を 営 ん で い る 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 を 把 握 す る た め に は ，

認 定 前 か ら 認 定 後 に 至 る 社 会 参 加 の 推 移 と そ の 要 因 を 把 握 す る 必 要 が あ る が 先 行 研 究 で は

見 あ た ら な い ．  

第 三 に ，要 支 援・軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進 に 向 け ，健 康 生 成 力 概 念 SOC の 視 点

に 基 づ い た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 介 入 研 究 が 行 わ れ て い な い こ と で あ る ．  
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第２章  要支援・軽度要介護高齢者の社会参加促進・抑制に関わる心理・社会的要因     

-SOC 高群・低群の特徴 - 

 

本 章 で は ， 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ

ル を 検 討 す る に あ た り ， ま ず 社 会 参 加 促 進 ・ 抑 制 に 関 わ る 心 理 ・ 社 会 的 要 因 を 明 ら か に し

た う え で ， SOC 高 群 ・ 低 群 と の 関 連 に つ い て 質 的 に 分 析 を 行 い ， そ の 特 徴 を 示 す ．  

 

第１節  調査目的  

本 研 究 で は ， 通 所 ・ 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 利 用 者 の 社 会 参 加 に 焦 点 を あ て ， 第 一 に ，

調 査 時 現 在 の 社 会 参 加（ 社 会 活 動・社 会 生 活 ）の 有 無 と SOC 高 群・低 群 と の 関 係 を 分 析 す

る こ と ，第 二 に ，要 介 護 認 定 前 か ら 調 査 時 現 在 に 至 る 本 人 の 社 会 参 加 状 況 の 推 移 に お い て ，

「 社 会 参 加 の 開 始 ， 継 続 に 至 る 行 動 ・ 心 境 」 ， 及 び 「 社 会 参 加 に 結 び つ か な か っ た 行 動 ・

心 境 」の 特 徴 を 明 ら か に す る こ と ，第 三 に ，第 二 の 特 徴 の う ち ，SOC の 高 群 の み ，あ るい

は 低 群 の み に 出 現 す る 行 動 ・ 特 徴 を 浮 き 彫 り に す る こ と を 目 的 と し ， そ れ ら を 通 し て 社 会

参 加 促 進 に 向 け た 支 援 の 在 り 方 を 考 察 す る ．  

 

第２節  調査対象と方法  

１．対象  

調 査 対 象 は ， 某 県 農 村 部 Ａ 町 （ 人 口 10,523 人 ， 高 齢 化 率 約 30.5％） に あ る A 事 業 所 の

通 所 ま た は 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 利 用 者 138 名 の う ち 認 知 症 の診 断 の な い 在 宅 軽 度 要 介

護 者 （ 要 支 援 1・ 2，要 介 護 1） に 該 当 す る利 用 者 26 名 に 対 面 で研 究 協 力 を 依 頼 し 同 意 を

得 ら れ た も の 20 名 とし た ． 同 意 を 得 ら れ な か っ た 利 用 者 6 名 の 理由 は ， 「 他 の 活 動 を し

た い 」 が 4 名 ， 「 疲 れ て い る 」 が 2 名 で あ っ た ．   

 

２．調査方法  

調 査 方 法 は ， 対 象 者 宅 ま た は 研 究 協 力 事 業 所 に お い て ， 対 象 者 1 人 あ た り 30 分 か ら 40

分 の 半 構 造 化 面 接 と 日 本 語 版 13 項 目版 5 件法 SOC ス ケ ー ル（ Antonovsky＝ 2001：19-21）

を 1 回 実 施 し た ． 全 て の 調 査 を 研 究 協 力 事 業 所 に 所 属 し て い る 筆 者 1 人 が 担 当 し た ．   

Antonovsky が 提 唱 し た SOC は ，測 定 可 能 と さ れ て お り ，29 項 目版 ，13 項 目 版 ，3 項 目

版 の SOC ス ケ ー ル が あ る ．そ の う ち ，29 項 目 ，13 項 目 版 の 内的 一 貫 性 ，信 頼 性 ，妥 当 性

は す で に 検 証 さ れ て い る（ Antonovsky＝ 2001：19-21）．本 研 究 で は，要 支 援・要 介 護 高 齢

者 を 対 象 と し て お り ， 質 問 へ の 回 答 に 対 す る 負 担 を 軽 減 で き る よ う 13 項 目 版 5 件 法 を援

用 し た ．13 項 目 版 5 件 法 SOC ス ケ ー ル は ，13 項 目 の 質 問 か ら構 成 さ れ ，「 ま っ た く な い

（ 1 点 ）」～「 と て もよ く あ る（ ５ 点 ）」など の ５ 件 法 で 自 己 評 価 を 行 い ，す べ て の 項 目 を
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加 算 し て 得 点 化 す る も の で あ り ，得 点 が 高 い ほ ど SOC が 高 い こ と を 意 味 す る（ Antonovsky

＝ 2001：19-21） ．   

面 接 で は ， 要 介 護 認 定 前 か ら 調 査 時 現 在 に 至 る 「 社 会 参 加 の 開 始 ， 継 続 に 至 っ た 行 動 ・

心 境 」 ， あ る い は 「 社 会 参 加 に 結 び つ か な か っ た 行 動 ・ 心 境 」 を 聞 き と る 為 に ， ① 社 会 参

加 の 頻 度 ， 目 的 ， 理 由 ， ② 社 会 参 加 を 開 始 （ 再 開 ） し た 理 由 と そ の 際 の 行 動 や 心 境 ， ③ 社

会 参 加 を 継 続 し て い る 理 由 と そ の 際 の 行 動 や 心 境 ， ④ 社 会 参 加 を 行 わ な い ， ま た ， 結 び つ

か な か っ た 行 動 や 心 境 を 聞 き と っ た ． な お ， 面 接 に お け る 質 問 と 回 答 内 容 は 対 象 者 の 了 解

を 得 て IC レ コ ー ダ ー で 録 音 し た ．  

 

３．分析方法  

SOC と 社 会 参 加 状 況の 傾 向 を 示 す た め に ， ① SOC ス ケ ー ル の 結果 か ら ， SOC 高 群 と低

群 の 2 群 に 分 け る ． 群分 け の 境 界 値 を ， 本 江 ら （ 2003：123-136）が 報 告 し て い る 高 齢 者

の SOC 平 均 ス コ ア の 100 に 対 す る 率 71.7％を 本 研 究 で 使 用 し て い る 13 項 目 版 5 件 法 に

換 算 し た ス コ ア 46.6 と し ， そ れ 以 上 を 高 群 ， 未 満 を 低 群 と 設 定 し た ． ② SOC 高 群 ・ 低 群

と 調 査 時 現 在 の 社 会 参 加（ 社 会 活 動・社 会 生 活 ）の 有 無 と の 関 係 を pearson の χ 2 検 定 に て

分 析 し た ． ③ 要 支 援 ・ 要 介 護 認 定 前 か ら 調 査 時 の 社 会 参 加 状 況 の 推 移 に お け る 「 社 会 参 加

の 開 始 ， 継 続 に 至 っ た 行 動 ・ 心 境 」 と ④ 「 社 会 参 加 に 結 び つ か な か っ た 行 動 ・ 心 境 」 を 明

ら か に す る 為 に 質 的 分 析 を 行 っ た ． イ ン タ ビ ュ ー の 際 に 録 音 し た 記 録 の デ ー タ 起 こ し は ，

非 調 査 者 で あ る 専 門 業 者 に 依 頼 し た ． そ の 後 ， 筆 者 と 共 著 者 と で イ ン タ ビ ュ ー 対 象 者 の 順

番 と 発 言 内 容 に つ い て テ ー プ 起 こ し デ ー タ と 不 一 致 が な い か 精 度 を 確 認 し た ．  

デ ー タ の 分 析 は ， 質 的 研 究 法 の 一 つ で あ る 修 正 版 グ ラ ン テ デ ッ ド ・ セ オ リ ー ・ ア プ ロ ー

チ （ 以 下 M-GTA） を用 い （ 木 下 康 仁  2003） ， 質 的 記 述 的 研 究 を 採 用 し た ． グ ラ ン デ ッ

ド セ オ リ ー は ， デ ー タ に 密 着 し た 分 析 か ら 独 自 の 説 明 概 念 を 作 り 出 し ， そ れ ら に よ っ て 統

合 的 に 構 成 さ れ た 説 明 力 に 秀 で た 理 論 で あ る ． ま た ， M-GTA は ， 社 会 的 相 互 作 用 に 関 係

し ， 人 間 行 動 の 説 明 と 予 測 に 有 効 で あ り ， 同 時 に 研 究 者 に よ っ て ， そ の 意 義 が 明 確 に 確 認

さ れ て い る 研 究 テ ー マ に 有 効 と さ れ て い る ． 本 研 究 は ， 地 域 在 住 高 齢 者 の 社 会 参 加 に 向 け

た 行 動・心 境 を 明 ら か に す る こ と か ら ，M-GTA は 適 し た 分 析 方 法 で あ る と 考 え 採 用 し た ．

分 析 手 順 と し て は ， テ ー プ 起 こ し し た デ ー タ を 理 解 し ， 同 じ 意 味 の ま と ま り ご と に 概 念 化

す る 過 程 で あ る コ ー ド 化 を 行 っ た ． そ の 後 ， 類 似 の 性 質 を も つ コ ー ド を ま と め て カ テ ゴ リ

化 を 行 っ た ． こ の 過 程 を 共 著 者 と と も に ， 解 釈 が 一 致 す る ま で 繰 り 返 し 行 っ た ． 共 著 者 と

の 間 で 一 致 し た コ ー ド ， カ テ ゴ リ に つ い て ， も う 一 人 の 質 的 研 究 者 に 確 認 を 仰 ぎ 妥 当 性 を

担 保 し た ． ⑤  ③ ④ で 抽 出 さ れ た カ テ ゴ リ の う ち ， SOC 高 群 ， あ る い は 低 群 の み に 抽 出 さ

れ た 行 動・心 境 の 特 徴 を 浮 き 彫 り に す る ．そ の 為 に は ，SOC 高 群 ，低 群 に コ ン ト ラ ス ト を

つ け て 分 析 す る 必 要 が あ る ．そ こ で ，境 界 値 46.6 と の 差 が 1 点 未 満の 対 象 者（ 46，47 点 ）
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を 分 析 対 象 か ら 除 外 す る こ と と し た ．  

 

４．倫理的配慮  

対 象 者 に は ，研 究 の 趣 旨 を 説 明 し ，得 ら れ た デ ー タ は 研 究 目 的 以 外 で は 使 用 し な い こ と ，

個 人 情 報 漏 洩 に 注 意 す る こ と を 説 明 し た ． ま た ， 研 究 参 加 は 自 由 で あ り ， 測 定 ， イ ン タ ビ

ュ ー 後 も 同 意 を 撤 回 で き る こ と ， 同 意 を 撤 回 し て も 対 象 者 に 不 利 益 が 生 じ な い こ と を 説 明

し ， 書 面 に て 同 意 を 得 た ． な お ， 本 研 究 を 行 う に あ た り ， 日 本 福 祉 大 学 大 学 院 「 人 を 対 象

と す る 研 究 」 に 関 す る 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 （ 承 認 番 号 17-002）を 得 て 実 施 し た ．  

 

第３節  分析結果  

１．性別，年齢，介護度，家族構成，調査時現在の社会参加の有無と SOC スコア  

対 象 者 20 名 の 性 別 ，年 齢 ， 介 護 度 ， 同 居 家 族 数 ， 社 会 参 加 状 況 と ， SOC ス コ ア を 表 ２

－ １ に 示 す ．  

対 象 者 の 平 均 年 齢 は 82.1 ± 5.9 歳 ，本 人 を 含め た 平 均 家 族 数 は 高 群 で 2.6±1.7 人，低 群

で 2.8±1.5 人 で あ っ た．全 体（ n=20）の SOC の 平 均 点 は 47.0±8.5 点 ，SOC ス ケ ー ルス

コ ア を 100 に 対 す る 率 で 表 す と 72.3 ％ で あ っ た ． 男 女 比 に 偏 り に あ る も の の ， 男 性

(n=3)48.3±5.5 点（ 100 に 対 す る 率 74.3％ ），女 性 (n=17)46.8±9.1（100 に 対 す る 率 72％ ）

で ，男 性 は 女 性 に 比 べ 高 ス コ ア で あ っ た ．ま た ，SOC 高 群 で は「 社会 活 動 」に 参 加 し て い

る 人 が 7 名 ， 「 社 会 生活 」 に 参 加 し て い る 人 が 10 名 （ 全 員 ） で あり ， 低 群 で は 「 社 会 活

動 」 に 参 加 し て い る 人 が 3 名 ， 「 社 会 生 活 」 に 参 加 し て い る 人 が 8 名 で あ っ た ．  

表 ２ － １  SOC 高 ・ 低 群 間 に お け る 性 別 ， 年 齢 ， 介 護 度 ， 家 族 構 成 ， 調 査 時 現 在 の 社 会 参 加 の 有 無  
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２．SOC 高・低群と調査時現在の社会参加（社会活動・社会生活）の有無との関係  

SOC 高 群 ，低 群 を 説 明変 数 ，調 査 時 現 在 の 社 会 活 動 ，社 会 生 活 の 有 無 を 被 説 明 変 数 と し

た ク ロ ス 表 を 表 ２ － ２ に 示 す ．  

社 会 活 動 ， 社 会 生 活 と も SOC 高 群 の 参 加 率が 高 く ， Pearson の χ ²検 定 に て 分 析 し た と

こ ろ ， p 値 は 0.0736＜0.10（ 社 会 活 動 ） ， 0.1360（ 社 会 生 活 ） で あっ た ．  

 

表２－２  SOC 高・低群と社会参加（参加有無）との関係  

 
 

３．認定前から調査時現在における「社会参加の開始，継続に至った行動・心境」  

認 定 前 か ら 調 査 時 現 在 に お け る 社 会 参 加 の 開 始 ，継 続 に 至 っ た 行 動・心 境 と し て ，89 最

終 コ ー ド ， 5 カ テ ゴ リ を 抽 出 し た ． な お ， カ テ ゴ リ は 【 】 を 用 い て 記 述 す る ．  

抽 出 し た カ テ ゴ リ は 【 心 身 ・ 周 囲 の 状 況 を 把 握 す る 】 【 状 況 に 応 じ た 行 動 を 予 測 す る 】

【 家 族 ・ 友 人 の 助 け や 誘 い に 身 を 委 ね る 】 【 参 加 す る こ と に 意 味 を 見 出 す 】 【 実 体 験 後 の

リ フ レ ク シ ョ ン に て 解 決 を 見 出 す 】 の ５ つ で あ っ た （ 表 ２ － ３ ） ．  

 

4．認定前から調査時現在における「社会参加に結びつかなかった行動・心境」  

認 定 前 か ら 調 査 時 現 在 に お け る 社 会 参 加 に 結 び つ か な か っ た 行 動・心 境 と し て ，68 最 終

コ ー ド ， 6 カ テ ゴ リ を 抽 出 し た ．   

抽 出 し た カ テ ゴ リ は【 行 き 場 所 が な く な り ど う し よ う も な い 】【 家族 に 止 め ら れ て お り ，

仕 方 が な い と 感 じ る 】 【 体 の 衰 え を 感 じ る 】 【 家 族 ・ 友 人 に 助 け を 求 め な い 】 【 参 加 す る

こ と に 意 味 を 感 じ な い 】【 馴 染 め ず 楽 し さ を 感 じ ら れ な い 】の 6 つ で あ っ た（ 表 ２ － ４ ）．  
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5．SOC 高群・低群のみに抽出された「社会参加の開始，継続に至った行動・心境」「社会

参加に結びつかなかった行動・心境」  

SOC 高 群 ， 低 群 の 境 界 値 46.6 と の 差 が 1 点 未 満 で あ る 4 名 （ 高 群 2 名 ， 低 群 2 名 ） を

分 析 対 象 か ら 除 外 し ， t 検 定 に て 高 低 の 2 群に 有 意 差 が あ る こ と を 確 認 し た ． （ p＜ 0.01） 

SOC 高 群 の み に 抽 出 さ れ た「 社 会 参 加 の 開 始 ，継 続 に 至 っ た 行 動・心 境 」と し て ，【 心身・

周 囲 の 状 況 を 把 握 す る 】 【 状 況 に 応 じ た 行 動 を 予 測 す る 】 【 実 体 験 後 の リ フ レ ク シ ョ ン に

て 解 決 を 見 出 す 】の 3 つ の カ テ ゴ リ が 出 現 し た ．ま た ，SOC 低 群 の み に 抽 出 さ れ た「 社 会

参 加 に 結 び つ か な か っ た 行 動 ・ 心 境 」 と し て ， 【 家 族 ・ 友 人 に 助 け を 求 め な い 】 【 参 加 す

る こ と に 意 味 を 感 じ な い 】 の 2 つ の カ テ ゴ リ が 浮 か び 上 が っ た ．  
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表２－３  要介護認定前から調査時における社会参加の開始，継続  に至った行動・心境  
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表 ２ － ４  要 介 護 認 定 前 か ら 調 査 時 に お け る 社 会 参 加 に 結 び つ か な か っ た 行 動 ・ 心 境  
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第４節  考  察  

本 研 究 は ， 在 宅 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 者 の 社 会 参 加 の 促 進 に 向 け た 支 援 方 法 を 提 言 す る こ

と を 目 的 に 実 施 し た 主 に は 質 的 研 究 で あ る ． 分 析 結 果 を 考 察 し ， 社 会 参 加 促 進 に 向 け た 支

援 の あ り 方 に つ い て 考 察 し た も の を 以 下 に 示 す ．  

 

１．SOC スコアの様相  

対 象 者 の 平 均 年 齢 は 82.1 ± 5.9 歳 で あ り ，全 体 （ n=20） の SOC の 平 均 点 は 47. 0±8. 

5 点 ， SOC ス ケ ー ル スコ ア を 100 に 対 す る 率で 表 す と 72. 3％ で あ っ た ． 本 江 ら （ 2003：

123-136） は ， 通 常 の社 会 活 動 を 営 ん で い る 日 本 人 高 齢 者 の 率 は 71. 7％ ， 年 代 別 に み ると

65～ 69 歳 で は 72. 8％，70～ 74 歳 で は 75. 5％ ，75～ 79 歳 で は 72. 0％ ，80 歳 以 上 で は 70. 

3％ で あ る と 報 告 さ れ て い る ．こ れ は ，本 研 究 で の SOC ス コ ア と 大 き な 差 は な く ，要 支 援・

軽 度 要 介 護 状 態 に 至 っ て も 著 し く SOC が 衰 え る と い う 様 相 は 認 め ら れ な い と 解 釈 で き る ．

し か し な が ら サ ン プ ル 数 が 少 な く 一 般 化 す る こ と は で き な い ．  

ま た ，表 ２ － ２ か ら ，社 会 活 動 ，社 会 生 活 とも SOC 高 群 の 参 加 率 が 高 く ，pearson の x²

検 定 に て 分 析 し た と こ ろ ， p 値 は 0.0736＜ 0.10（ 社 会 活 動 ） ， 0.1360（ 社 会 生 活 ） で あ っ

た ．こ の こ と は ，統 計学 的 に 有 意 な 相 関 と ま で は い え な い も の の ，特 に 社 会 活 動 で は SOC

低 群 と 比 較 し 高 群 で は ， 参 加 し て い る 傾 向 が あ る こ と が 示 さ れ た ．  

 

２．「社会参加の開始，継続に至った行動・心境」「社会参加に結びつかなかった行動・心

境」と SOC 下位項目との関係  

結 果 に て ，「 社 会 参 加 の 開 始 ，継 続 に 至 っ た 行 動・心 境 」と し て SOC 高 群 の み に 出 現 し

た カ テ ゴ リ ，ま た ，「 社 会 参 加 に 結 び つ か な か っ た 行 動・心 境 」と し て SOC 低 群 の み に出
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現 し た カ テ ゴ リ を 明 ら か に し た ．  

こ れ ら の こ と を ，SOC の 構 成 要 素 で あ る「 把 握 可 能 感 」「 処 理 可能 感 」「 有 意 味 感 」と

擦 り 合 わ せ て 考 察 す る と ， SOC 高 群 の み に 出 現 し た 【 心 身 ， 周 囲 の 状 況 を 把 握 す る 】 は ，

自 身 の 状 態 を 客 観 的 に 見 つ め ， お か れ て い る 環 境 や 起 こ り う る 課 題 等 を 合 理 的 に 理 解 す る

感 覚 と 言 い 換 え る こ と が で き ，SOC の「 把 握可 能 感 」に 相 当 す る と い え る ．ま た ，同 じ く

SOC 高 群 の み に 出 現 し た【 環 境 ，状 況 に 応 じ た 行 動 を 予 測 す る こ と 】，【 実 体 験 後 の リフ

レ ク シ ョ ン に て 解 決 を 見 出 す こ と 】 は ， あ ら ゆ る 手 段 を 使 い ， こ の 環 境 で 行 為 を 遂 行 で き

る と 予 想 し て い る と 捉 え ら れ ，SOC の「 処 理 可 能 感 」が 関 連 す る も の と 考 え ら れ る ．反 対

に ，SOC 低 群 の み に 出現 し た【 家 族・友 人 に 助 け を 求 め な い 】は ，あ ら ゆ る 資 源 を 活 用 し ，

社 会 参 加 が 遂 行 で き る と 感 じ る ま で に 至 っ て い な い こ と か ら ， 「 処 理 可 能 感 」 が 機 能 し て

い な い 状 態 と 考 え る こ と が で き る ． 同 じ く SOC 低 群 の み に 出 現 し た 【 参 加 す る こ と に 対

し て 意 味 を 感 じ な い 】 は ， 社 会 参 加 す る こ と の 意 味 や 価 値 を 見 出 す ま で に 至 っ て い な い こ

と か ら ， SOC の 「 有 意 味 感 」 と の 関 連 が 可 能 性 と し て 考 え ら れ る ．  

 

３．健康生成論を取り込んだ社会参加促進に向けた支援の流れと SOC との関連について  

こ こ ま で の 考 察 を も と に ， 社 会 参 加 に 向 け た 支 援 の 流 れ を 検 討 す る （ 図 ２ － １ ） ． 表 ２

－ ３ の 社 会 参 加 の 開 始 ， 継 続 に 向 け た 行 動 ・ 心 境 の 特 徴 と し て ， 【 家 族 ・ 友 人 の 助 け や 誘

い に 身 を 委 ね る 】 が ， 一 方 ， 表 ２ － ４ か ら ， 【 家 族 ・ 友 人 の 助 け を 求 め な い 】 が 社 会 参 加

に 結 び つ か な か っ た 行 動 と し て 出 現 し て い る ． こ の こ と か ら ， 社 会 参 加 に 向 け て 必 要 に 応

じ ，「 家 族 や 友 人 に 助 け を 求 め ら れ る 支 援 」が 必 要 で あ る と い え る ．森 ら（ 2003：17-24）

は ， 高 齢 者 の 豊 か な 生 活 に つ な が る 重 要 な 心 理 的 因 子 と し て 「 な じ み 」 が あ る こ と ， 齋 藤

ら（ 2000：125-132）は ，高 齢 期 に 転 居 し た高 齢 者 の 環 境 イ メ ー ジ は 希 薄 で ，行 動 領 域 が小

さ く か つ 単 純 な 構 成 に な る 傾 向 が あ る こ と を 示 し て い る ． 本 研 究 で は ， 支 援 方 法 の 妥 当 性

ま で は 明 ら か に で き な か っ た が ， 本 人 を 取 り 巻 く 協 力 者 と の 話 合 い や 参 加 に 向 け た 相 談 ・

ア ド バ イ ス の 機 会 を も つ 支 援 が 必 要 と な り 得 る ．  

支 援 の 方 法 に つ い て ， Fisher（ 2014： 1-44）が 示 し た ， 作 業 療 法 の 実 践 モ デ ル で あ る 作

業 療 法 介 入 プ ロ セ ス モ デ ル OTIPM で は ， 回復 ， 習 得 ， 代 償 ， 教 育 の 4 つ モ デ ル が 提 唱 さ

れ て い る ． 本 研 究 で 得 た SOC 高 群 の み に 出 現 し た 【 家 族 ・ 友 人 の 助 け や 誘 い に 身 を 委 ね

る 】 ， 低 群 の み に 出 現 し た 【 家 族 ・ 友 人 の 助 け を 求 め な い 】 ， さ ら に そ の 支 援 と し て 考 察

し た ， 「 家 族 や 友 人 に 助 け を 求 め ら れ る 支 援 」 は ， 人 的 環 境 調 整 ， つ ま り OTIPM の 代 償

モ デ ル に 関 連 す る も の で あ り ， 作 業 療 法 を 実 施 す る う え で SOC の 視 点 を も つ こ と は 適 当

で あ る と い え る ．  

さ ら に ， 【 家 族 ・ 友 人 の 助 け や 誘 い に 身 を 委 ね る 】 と い う 行 動 ・ 心 境 は ， 自 身 の 状 態 や お

か れ て い る 環 境 を 把 握 し ， 遂 行 可 能 な 社 会 参 加 を 予 測 し た う え で 生 じ る も の で あ る と 考 え
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ら れ ， 【 心 身 ・ 周 囲 の 状 況 を 把 握 す る 】 ， 【 環 境 ， 状 況 に 応 じ た 行 動 を 予 測 す る こ と 】 か

ら 導 か れ る も の で あ る と 解 釈 で き る ．  

一 方 ， 【 心 身 ・ 周 囲 の 状 況 を 把 握 す る 】 【 環 境 ， 状 況 に 応 じ た 行 動 を 予 測 す る 】 に 至 っ

た 最 終 コ ー ド （ 表 ２ － ３ ） を 読 み 解 く と ， 「 調 子 の い い 時 間 帯 を 自 分 で 考 え て ， 自 分 で で

き る こ と は や っ て い る ． 」 な ど ， 社 会 参 加 の 実 体 験 に 基 づ い た 行 動 ・ 心 境 で あ る こ と が わ

か る ． ま た ， 【 実 体 験 後 の リ フ レ ク シ ョ ン に て 解 決 を 見 出 す 】 の 最 終 コ ー ド （ 表 ２ － ３ ）

に お い て も ， 「 自 分 な り に 人 が 5 分 で 歩 い たら ， 自 分 は 10 分 で 歩く ． そ れ ぐ ら い 遅 れ ま

す ．何 を し て も 遅 い で す ，で も 2 本 杖 を 使 う と 楽 で す ．」な ど ，社 会 参 加 の 実 体 験 を 振 り

返 っ た う え で 課 題 を 整 理 し て い る ． 課 題 が あ る 場 合 に は ， 自 身 で 解 決 方 法 を 考 え ， そ の 方

法 と 【 心 身 ・ 周 囲 の 状 況 を 把 握 す る 】 ， 【 状 況 に 応 じ た 行 動 を 予 測 す る 】 と を 擦 り 合 わ せ

て ， 再 度 ， 社 会 参 加 の 実 体 験 に 挑 ん で い る と 解 釈 で き る ．  

こ れ ら か ら 浮 か び 上 が る 支 援 方 法 と し て ， 社 会 参 加 の 実 体 験 を 通 し て リ フ レ ク シ ョ ン を

行 い ，「 対 象 者 自 身 が課 題 を 見 つ け 出 せ る よ う 支 援 す る 」こ と が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る ．

ま た ， 社 会 参 加 を 遂 行 す る う え で 生 じ る 課 題 に 対 し て ， 「 自 身 で 解 決 方 法 を 見 出 す こ と が

で き る よ う 支 援 す る 」こ と も 併 せ て 必 要 で あ る 可 能 性 が 示 唆 で き る ．塩 津（ 2017：81-88）

は ， ク ラ イ エ ン ト が 選 ん だ 活 動 の 遂 行 を 通 し て 技 能 を 獲 得 し て い く ア プ ロ ー チ で あ る

Cognitive Oriented to daily  Occupational Performance（ Polatajko HJ： 2004） 用 い た 訪

問 作 業 療 法 実 践 か ら ， 在 宅 に お け る 自 立 支 援 で は ， 自 ら 問 題 に 気 づ き 対 処 す る 方 策 を 獲 得

す る こ と の 重 要 性 を 示 唆 し て い る ．SOC の 視点 か ら み る と ，自 ら の 問 題 に 気 づ く と い う 視

点 は ， 「 把 握 可 能 感 」 ， 問 題 を 対 処 す る と い う 視 点 は ， 「 処 理 可 能 感 」 が 関 連 し て い る と

い え ，SOC の 視 点 を 用 い る こ と が 作 業 療 法 を 実 践 す る う え で 有 用 で あ る 可 能 性 が 示 唆 で き

る ．  

さ ら に ， 【 参 加 す る こ と に 意 味 を 見 出 す 】 の 最 終 コ ー ド か ら は ， 「 参 加 し て い る と や っ

ぱ り 気 持 ち に ハ リ が 出 る ． 」 な ど ， 【 参 加 す る こ と に 意 味 を 見 出 す 】 こ と が ， 継 続 に 向 け

て 重 要 に な る こ と が 読 み 取 れ る ． そ の 支 援 方 法 と し て も ， 社 会 参 加 場 面 を 経 験 す る だ け で

な く ， そ の 経 験 が 「 本 人 に と っ て 意 味 が あ る と 実 感 で き る よ う 関 わ り を も つ 」 こ と が ， 参

加 継 続 に は 有 効 で あ る 可 能 性 が 考 え ら れ た ． こ れ は ， 作 業 療 法 の 基 盤 で あ る Meaningful 

occupation と も 関 連 が あ る と 考 え ら れ る ． Hammell K W（ 2004：296-305） は ， 「 意 味 の

あ る 作 業 に お け る 意 味 と は ク ラ イ エ ン ト 独 自 の も の で あ り ， そ の 作 業 に 従 事 す る こ と は 人

生 の 質 に 貢 献 す る ． 」 と し て お り ， 考 察 し た 【 参 加 す る こ と に 意 味 を 見 出 す 】 こ と が 社 会

参 加 の 継 続 に 向 け て 重 要 で あ る こ と と 共 通 す る も の と い る ． ま た ， そ の 為 に は ， 本 人 が 社

会 と の 繋 が り を ど の よ う に 捉 え て い る か を 支 援 者 が 理 解 す べ き こ と は 言 う ま で も な い ．  

本 研 究 で は ， 「 社 会 参 加 の 開 始 ， 継 続 に 至 っ た 行 動 ・ 心 境 」 「 社 会 参 加 に 結 び つ か な か

っ た 行 動 ・ 心 境 」 と SOC と の 関 係 に つ い て明 ら か に し た ． 分 析 結 果 か ら ， SOC を 高 める
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こ と は ， 社 会 参 加 に 向 け た 有 効 な 介 入 と な る 可 能 性 を 含 ん で い る と 考 え ら れ る ．  

 

 

図２－１  社会参加に向けた支援の流れ（考察）  

 

第５節  小  括  

本 研 究 で は ， 社 会 参 加 に 向 け た 支 援 の 流 れ を 示 し た が ， ど こ の 地 域 で も 活 用 で き る 一 般

化 し た も の と は い え な い ．高 橋 ら（ 2001：50-57）は ，都 市 部 と 農 村部 で の 地 域 ケ ア シ ス テ

ム に お け る 要 望 の 違 い を 明 ら か に し て お り ， 都 市 部 は 社 会 活 動 な ど を 通 し た 住 民 同 士 の 協

力 体 制 の 強 化 を ， 農 村 部 で は 気 兼 ね な く 利 用 で き る 公 的 サ ー ビ ス の 充 足 ・ 充 実 を 図 っ て い

く こ と が 必 要 と し て い る ．本 調 査 は 農 村 部（ 町 内 の 人 口 10,523 人，高 齢 化 率 は 約 30.5％）

で の 調 査 で あ る ． 都 市 部 に お け る 社 会 参 加 の 要 因 や SOC 高 群 の 特 徴 に つ い て は 調 査 し て

お ら ず ，異 な る 結 果 を 示 す 可 能 性 が 大 い に 考 え ら れ る ．ま た ，本 研 究 の 対 象 は 20 名 と 少人

数 で あ る こ と か ら 一 般 化 に は 限 界 が あ る ． さ ら に ， 半 構 造 化 面 接 で 得 た デ ー タ で あ る た め

に ， 対 象 者 の 表 現 に 依 存 し ， 分 析 に 限 界 が あ る こ と も 否 め な い ． 今 後 は 対 象 者 を 増 や し 結

果 の 信 頼 性 ・ 妥 当 性 を 拡 大 し ， 支 援 方 法 の 一 つ を 示 す た め に は 介 入 研 究 も 必 要 と な る と 考

え て い る ．  
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第３章  要支援・軽度要介護高齢者の社会参加推移と SOC との関連  

 

本 章 で は ， 第 ２ 章 に て 質 的 に 分 析 し 示 唆 し た 社 会 参 加 促 進 ・ 抑 制 に 関 わ る 心 理 ・ 社 会 的

要 因 を 担 保 す る た め に ， 参 加 パ タ ー ン と SOC 並 び に 下 位 因 子 ス コ ア と の 関 連 を 量 的 に 分

析 し 確 認 す る ．そ の 為 に ，要 介 護 認 定 前 ，認 定 時 ，認 定 後 の 3 時 点 で の 社 会 参 加 状 況 か ら

類 型 化 し た 参 加 パ タ ー ン と ， 健 康 生 成 論 の 中 核 を な す SOC 並 び に 下 位 因 子 と の 関 連 を 量

的 に 調 査 し 明 ら か に す る ．  

 

第１節  調査目的  

本 研 究 で は ， 地 域 在 住 の 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 状 況 の 推 移 と SOC と の

関 係 を 明 ら か に す る こ と に 焦 点 を あ て ， 第 一 に ， 要 介 護 認 定 前 ， 認 定 時 ， 認 定 後 に お け る

社 会 活 動 へ の 参 加 有 無 か ら 参 加 パ タ ー ン を 類 型 化 し ， 第 二 に SOC 並 び に 下 位 因 子 ス コ ア

に つ い て 参 加 パ タ ー ン 間 で 比 較 分 析 し ， そ の 特 徴 を 示 す こ と を 目 的 と し た ．  

 

第２節  調査対象と方法  

１．対  象  

調 査 対 象 は ， 某 県 農 村 部 Ａ 町 （ 人 口 10,523 人 ， 高 齢 化 率 30.5％ ）に あ る A 事 業 所 と B

事 業 所 の 通 所 ま た は 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 利 用 者 （ 287 名 ） の うち 認 知 症 の 診 断 の な い

在 宅 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 （ 要 支 援 1・ 2， 要 介 護 1） に 該 当す る も の （ 119 名 ） で研

究 協 力 の 同 意 を 得 ら れ た も の（ 110 名 ）と した ．同 意 を 得 ら れ な か っ た ９ 名 の 理 由 は ，「他

の 活 動 を 優 先 し た い 」が 4 名 ，「 体 調 が 優 れな い 」が 5 名 で あ っ た．調 査 の 同 意 は ，書 面

を 用 い て 研 究 目 的 お よ び デ ー タ 処 理 方 法 ， 不 参 加 に よ り 不 利 益 が 生 じ な い こ と な ど を 説 明

し 同 意 を 得 た ． 対 象 と し た 理 由 は ， 調 査 時 に 筆 者 が 勤 務 し て い た ， ま た 関 連 の あ る 事 業 所

で あ り ， ラ ポ ー ル 形 成 が で き て お り 研 究 協 力 が 得 ら れ や す い 為 で あ る ．  

 

２．方  法  

a．質問紙調査票  

対 象 者 110 名 に 対 し， 質 問 紙 調 査 票 を 用 い て ， ① 基 本 的 特 性 （ 性 別 ， 年 齢 ， 要 介 護 度 ，

世 帯 構 成 ， 主 な 移 動 手 段 ） と ， ② 要 介 護 認 定 を 受 け る 2～ 3 年 前 ， 要 介 護 認 定 を 受 け た 時

点 ，調 査 時 現 在 の 3 時 点 に お け る 社 会 活 動 へ の 参 加 有 無 を 遡 及 的 に 聞 き と っ た ．全 て の 調

査 を 筆 者 1 人 が 担 当 し た ． ま た ， 対 象 者 に 負 担 が か か ら な い よ う 配 慮 し 実 施 し た ．  

 

b．  13 項目版 5 件法 SOC スケール  

対 象 者 110 名 に 対 し て， 13 項 目 版 5 件 法 SOC ス ケ ー ル を 1 回 実 施 し た ．  
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Antonovsky（ =2001：19）が 提 唱 し た SOC は ，測 定 可 能 と さ れ て お り ，29 項 目 版 ，13 項

目 版 ， 5 項 目 版 の SOC ス ケ ー ル が あ る ． そ の う ち ， 29 項 目 ， 13 項 目 版 の 内 的 一 貫 性 ， 信

頼 性 ， 妥 当 性 は す で に 検 証 さ れ て い る ． 本 研 究 で は ， 通 所 ， 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 利

用 し て い る 要 支 援 ・ 要 介 護 高 齢 者 を 対 象 と し て お り ， 質 問 へ の 回 答 に 対 す る 負 担 を 軽 減 で

き る よ う 13 項 目版 5 件 法 （ レ ン ジ 13-65）を 援 用 し た ． 13 項 目版 5 件 法 SOC ス ケ ール

は ，13 項 目 の 質 問 か ら構 成 さ れ ，「 ま っ た くな い（ 1 点 ）」～「 とて も よ く あ る（ ５ 点 ）」

な ど の ５ 件 法 で 自 己 評 価 を 行 い ， す べ て の 項 目 を 加 算 し て 得 点 化 す る も の で あ り ， 得 点 が

高 い ほ ど SOC が 高 い こ と を 意 味 す る （ Antonovsky=2001： 76） ．  

 

３．分析方法  

a．対象者の基本属性と社会活動への参加パターンおよび群間比較  

対 象 者 の 集 団 的 特 性 を 確 認 す る た め に ， 度 数 （ ％ ） お よ び 平 均 年 齢 を 算 出 し た ． ま た ， 遡

及 的 に 聞 き 取 っ た 要 介 護 認 定 前 ，認 定 時 ，調 査 時 現 在 の 3 時 点 に お け る 社 会 活 動 の 参 加 有

無 か ら ， 3 時 点 に お い て 参 加 を 継 続 し て い る 「 継 続 群 」 ， 認 定 時 に は 不 参 加 に な っ た も の

の ， そ の 後 に 再 開 し た 「 再 開 群 」 ， 要 介 護 認 定 前 は 参 加 し て い た も の の 認 定 時 あ る い は 認

定 後 に 参 加 し な く な っ た 「 不 参 加 移 行 群 」 ， 認 定 前 か ら 継 続 し て 参 加 を し て い な い 「 不 参

加 継 続 群 」の 基 準 で そ れ ぞ れ 分 類 す る ．な お ，月 に 1 回 以 上 参 加 して い る 状 態 を 参 加 有 と

し た ．加 え て ，対 象 者 の 基 本 属 性 と 群 間 の 等 価 性 の 程 度 を 検 討 す る た め に ，年 齢 は Kruskal-

Wallis 検 定 ， そ の 他 はχ ²検 定 を 行 っ た ．   

 

b．SOC 並びに下位因子スコア の参加パターン間での比較  

各 参 加 パ タ ー ン の SOC 並 び に 下 位 因 子 に つ い て ， そ れ ぞ れ 正 規 性 を 確 認 す る 為 に

Kolmogolov-Smirnov 検 定 を 行 っ た ．正 規 性 に 従 わ な い 項 目 を 含 ん で い る こ と を 確 認 し ，参

加 パ タ ー ン 間 に お い て SOC 並 び に 下 位 因 子 に 差 が あ る か ど う か を Kruskal-Wallis 検 定 を

用 い て 分 析 し た ． ま た ， 年 齢 及 び 性 別 ， 要 介 護 度 ， 要 介 護 度 ， 世 帯 構 成 ， 主 な 移 動 手 段 を

調 整 し た 共 分 散 分 析 を 用 い て 比 較 し た ． さ ら に ， 参 加 パ タ ー ン 間 の ど こ に 差 が あ る か を 分

析 す る 為 に ， Bonferroni の 方 法 に て 多 重 比 較 を 行 い ， 効 果 量 を 求 め た ． 効 果 量 r は ， そ れ

ぞ れ の ス コ ア を Z 変 数 化 し た も の を 対 象 数 の 平 方 根 で 除 し て 算 出 し た ．効 果 量 r の 判 定 は ，

0.1 未 満 で ほ と ん ど 効果 な し ，0.1－ 0.3 で 小さ い ，0.3－ 0.5 で 中 等度 ，0.5 以 上 で 大 き い効

果 と さ れ る （ 水 本 2008： 31） ．  

な お ， す べ て の 解 析 は IBM SPSS Statistics 25 を 用 い 有 意 水 準 は 5％ と し た ．  

 

c．倫理的配慮  

本 研 究 を 行 う に あ た り ， 日 本 福 祉 大 学 大 学 院 「 人 を 対 象 と す る 研 究 」 に 関 す る 倫 理 審 査



 

50 

 

を 受 け ，対 象 者 の プ ラ イ バ シ ー 保 護 と 負 担 の 軽 減 に は 細 心 の 注 意 を 払 い ，研 究 を 実 施 し た ．

ま た ， 調 査 の 同 意 は ， 書 面 を 用 い て 研 究 目 的 お よ び デ ー タ 処 理 方 法 ， 不 参 加 に よ り 不 利 益

が 生 じ な い こ と な ど を 説 明 し 同 意 を 得 た （ 承 認 番 号 17-002） ．  

 

第３節  分析結果  

１．対象者の基本属性および参加パターンの群間比較  

調 査 時 に お け る 対 象 者 の 基 本 属 性 お よ び 参 加 パ タ ー ン を 類 型 化 し た も の を 表 ３ － １ に 示

し た ．対 象 者 全 体 の 平均 年 齢（ SD）は 79.1（ 4.9）で，男 性（ 25.5％ ），女 性（ 74.5％）で

あ っ た ．要 介 護 度 は ，要 支 援 １（ 15.5％），要 支 援 ２（ 44.5％），要 介 護 １（ 40.0％）であ

り ，世 帯 構 成 は 独 り 暮 ら し（ 20.9％ ），2 人（夫 婦 世 帯 ）（ 43.6%），そ の 他 世 帯（ 35.5％ ）

で あ っ た ． 主 な 移 動 手 段 は ， 独 歩 （ 39.1％ ） ， 杖 ・ 装 具 ・ シ ル バ ー カ ー の い ず れ か を 使 用

（ 60.9％ ） で あ っ た ．  

要 介 護 認 定 前 か ら 調 査 時 現 在 に お け る 参 加 パ タ ー ン の 特 徴 と し て ， 「 継 続 群 」 30 名

（ 27.3%） ， 「 再 開 群」 38 名 （ 34.5%） ， 「不 参 加 移 行 群 」 23 名（ 20.9%） ， 「 不 参 加継

続 群 」19 名（17.3%）の 4 つ に 類 型 化 さ れ た ．基 本 属 性 に お い て 類 型 化 し た 参 加 パ タ ーン

間 に 差 が 認 め ら れ た も の は な か っ た ．  

 

 

２．SOC 並びに下位因子スコアの参加パターン間での比較  

表 ３ － １  調 査 時 の 基 本 属 性 と 参 加 パ タ ー ン 間 の 比 較  
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各 参 加 パ タ ー ン に お け る ， 調 査 時 現 在 の SOC 並 び に 下 位 因 子 ス コ ア の 中 央 値 （ 各 ス コ

ア の 総 点 を 100 点 と し た 率 ） と ， 参 加 パ タ ー ン 間 で の SOC 並 び に 下 位 因 子 ス コ ア の 比 較

結 果 を 表 ３ － ２ に 示 す ．SOC 総 ス コ ア 及 び 把握 可 能 感 ，処 理 可 能 感 ，有 意 味 感 の 総 点 は そ

れ ぞ れ 65 点 ，25 点 ，20 点 ，20 点 と 同 じ では な い た め ，（  ）内 に 各 ス コ ア の 総 点 を 100

と し た 率 を 表 し て い る ．  

 対 象 者 全 体 で は ，総 ス コ ア で 45.0（ 69.2％），把 握 可 能 感 15.0（60.0％ ），処 理 可 能 感

16.0（ 80.0％ ），有 意 味 感 14.0（ 70.0％ ）であ っ た ．SOC 並 び に 下 位 因 子 ご と に ，類 型 化

し た 社 会 活 動 へ の 参 加 パ タ ー ン の 中 央 値 と 群 間 で 比 較 し た 多 重 比 較 の 結 果 を 以 下 に 示 す ．  

SOC 総 ス コ ア で は ，「 継 続 群 」 46.5（ 71.5％ ） ， 「 再 開 群 」 47.0（ 72.3％ ） ， 「 不 参 加

移 行 群 」45.0（69.2％），「 不 参 加 継 続 群 」41.0（ 63.1％ ）で あ った ．類 型 化 し た ４ つ の 群

間 で 中 央 値 を 比 較 す る と ，「 不 参 加 継 続 群 」よ り も「 継 続 群 」（ p=0.04， r=0.25），「 再

開 群 」 （ p=0.02， r=0.32） に お い て 有 意 に 高値 を 示 し た ．  

把 握 可 能 感 で は ，「 継続 群 」15.0（60.0%），「 再 開 群 」15.0（ 60.0％ ），「 不 参 加 移 行

群 」13.0（ 52.0％ ），「 不 参 加 継 続 群 」15.0（ 60.0％ ）で あ り ，「 不 参 加 移 行 群 」の み 中 央

値 が 低 値 を 示 す 結 果 と な っ た が ， 統 計 学 的 に 有 意 な 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ．   

処 理 可 能 感 で は ，「 継続 群 」16.5（ 82.5％ ），「 再 開 群 」17.0（85.0％ ），「 不 参 加 移 行

群 」 17.0（ 85.0％ ） ，「 不 参 加 継 続 群 」 14.0（ 70.0％ ） で あ っ た ．SOC 総 ス コ ア と 同 様，

「 不 参 加 継 続 群 」よ り も「 継 続 群 」（ p=0.019，r=0.27），「 再 開 群」（ P=0.001，r=0.35）

が 有 意 に 高 値 を 示 し た ．   

有 意 味 感 で は ， 「 継 続 群 」 で 16.0（ 80.0%）， 「 再 開 群 」 で 15.0（75.0％ ） ， 「 不 参 加

移 行 群 」で 13.0（65.0％ ），「 不 参 加 継 続 群」で 13.0（65.0％ ）であ っ た ．SOC 総 ス コ ア，

処 理 可 能 感 と 同 様 ， 「 不 参 加 継 続 群 」 よ り も 「 継 続 群 」 （ P=0.00， r=0.40） ， 「 再 開 群 」

（ P=0.00，r=0.35）が 有 意 に 高 値 を 示 し た ．ま た ，加 え て 有 意 味 感 で は ，「 不 参 加 移 行 群 」

よ り も「 継 続 群 」（ p=0.002，r=0.32），「再 開 群 」（ P=0.023，r=0.27）が 有 意 に 高 値を

示 し た ．ま た ，全 体 の SOC 下 位 因 子 ス コ ア は ，把 握 可 能 感 が 15.0（ 60.0%），処 理 可 能感

が 16.0（80.0%） ， 有意 味 感 が 14.0（70.0%） で あ り 他 の 因 子 に 比 べ 処 理 可 能 感 で 高 値 を

示 し た ． さ ら に ， 年 齢 及 び 性 別 ， 要 介 護 度 ， 世 帯 構 成 ， 主 な 移 動 手 段 を 調 整 し た 共 分 散 分

析 の 結 果 か ら も 総 SOC（ p=0.004），処 理 可 能 感（ p=0.001），有 意 味 感（ p=0.00）に お い

て 群 間 差 が 認 め ら れ た ．  
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表 ３ － ２  SOC（ SOC 総 ス コ ア ， 把 握 可 能 感 ， 処 理 可 能 感 ， 有 意 味 感 ） に お け る 参 加 パ タ ー ン お よ び 群 間 比 較  

 

 

第４節  考察  

 本 研 究 は ，宅 要 支 援・軽 度 要 介 護 高 齢 者 110 名 を 対 象 に 要 介 護認 定 前 ，認 定 時 ，調 査 時

現 在 の 3 時 点 で の 社 会 活 動 へ の 参 加 有 無 を 遡 及 的 に 聞 き 取 り ， 参 加 パ タ ー ン を 類 型 化 し ，

参 加 パ タ ー ン 間 に お い て ，SOC 並 び に 下 位 因子 ス コ ア に 差 が あ る か ど う か を 比 較 し た ．類

型 化 し た 参 加 パ タ ー ン ， SOC ス コ ア の 様 相と SOC 並 び に 下 位 因子 ス コ ア を 参 加 パ タ ー ン

間 で 比 較 ， 分 析 し た 結 果 を 考 察 し 以 下 に 示 す ．  

 

１．類型化した参加パターンの様相  

社 会 活 動 へ の 参 加 パ タ ー ン と し て「 継 続 群 」27.3%，「 再 開 群 」34.5%，「 不 参 加 移 行 群

」 20.9%「 不 参 加 継 続群 」 17.3%の 4 群 に 類型 化 し た ．  

「 不 参 加 移 行 群 」 ， 「 不 参 加 継 続 群 」 に 比 べ ， 「 継 続 群 」 ， 「 再 開 群 」 の 対 象 者 の 割 合

が 高 い 結 果 と な っ た こ と に つ い て ，李 ら（ 2013：1-8）は ，社 会 活動 へ の 参 加 に つ い て ，地

域 差 が 生 じ る こ と ，福 田（ 2014：８ ）は ，都市 部 に 比 べ 農 村 部 に お い て 社 会 活 動 へ の 参 加

が 多 か っ た こ と を 明 ら か に し て い る ． 本 調 査 は 農 村 部 で 実 施 し た も の で あ り ， 社 会 活 動 へ

の 参 加 率 が 高 い 地 域 性 が あ っ た 可 能 性 が あ る ．ま た ，宇 都 宮 ら（ 2019：40）は ，要 支 援 者

の 社 会 活 動 に つ い て ， 同 居 者 の 有 無 に 関 連 が な い こ と ， 促 進 要 因 の 一 つ と し て ， 地 域 で の

友 人 ・ 知 人 と の 繋 が り が あ る こ と を 示 唆 し て い る ． 本 研 究 で は 本 人 を サ ポ ー ト す る 因 子 と

し て 同 居 家 族 に つ い て 調 査 を 行 い 各 群 間 で 有 意 な 差 は な い こ と を 明 ら か に し ， 宇 都 宮 ら の

先 行 研 究 と 同 様 の 見 解 を 示 し た が ， 友 人 ・ 知 人 の サ ポ ー ト が 「 継 続 群 」 「 再 開 群 」 に 影 響

し て い る 可 能 性 も 考 え ら れ る ．  

社 会 活 動 へ の 参 加 パ タ ー ン 間 に お い て 介 護 度 ， 移 動 手 段 に つ い て 差 が 認 め ら れ な か っ た

こ と に つ い て ， 結 城 （ 2015：26） は ， 要 介護 3 以 上 は 歩 行 な ど に 制 約 が あ る と し て お り ，
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本 研 究 の 対 象 で あ る 要 支 援 ， 軽 度 要 介 護 者 （ 要 介 護 Ⅰ ） で は ， 歩 行 能 力 が 影 響 し 社 会 活 動

へ の 参 加 が 抑 制 さ れ る ケ ー ス は 少 な か っ た も の と 考 え ら れ る ．   

 

２．SOC スコアの様相  

対 象 者 の 平 均 年 齢 は 79.1±4.9 歳 ，全 体（ n=110）に お け る SOC 総ス コ ア の 中 央 値 は 45.0

で あ り ， 100 に 対 す る率 で 表 す と 69.2％ で あっ た ． 本 江 ら （ 2003：26） は ， 通 常 の 社 会 活

動 を 営 ん で い る 日 本 人 高 齢 者 の 率 は 71.7％ ，年 代 別 に み る と 65～ 69 歳 で は 72. 8％， 70～

74 歳 で は 75. 5％ ，75～ 79 歳 で は 72.0％ ， 80 歳 以 上 で は 70. 3％で あ る と 報 告 し て い る ．

こ れ は ，本 研 究 の SOC 総 ス コ ア の 結 果 と 大 き な 差 は な く ，要 支 援・軽 度 要 介 護 状 態 に 至っ

て も 著 し く SOC が 衰 え る ， も し く は 高 ま る と い う 様 相 は 認 め ら れ な い と 解 釈 で き る ．  

    ま た ， 対 象 者 全 体 の SOC 下 位 因 子 スコ ア は ， 他 の 因 子 に 比 べ 処 理 可 能 感 が 高 い ス コ ア

を 示 し た ．SOC の 処 理 可 能 感 に 関 連 す る 先 行 研 究 を 調 べ る と ，竹 内（ 2017：105-124）は

， 女 性 を 対 象 と し た 調 査 か ら 処 理 可 能 感 に は 既 婚 で あ る こ と が 大 き く 関 与 す る こ と を 報 告

し て い る ． 本 研 究 で は 対 象 者 の 婚 姻 状 況 に つ い て 詳 し く は 把 握 し て お ら ず 一 概 に は 言 え な

い が ，女 性 が 74.5%であ る こ と ，二 人 以 上 の世 帯 が 79.1%を 占 め るこ と か ら ，既 婚 女 性 が

多 い こ と が 予 測 さ れ る ． こ の サ ン プ ル の 偏 り が ， 他 因 子 に 比 べ 処 理 可 能 感 が 高 い と い う 結

果 に 影 響 し て い る 可 能 性 も あ る ．  

 

３．SOC 並びに下位因子スコアにおける参加パターンの群間比較  

 a．SOC 総スコア，処理可能感における参加パターンの群間比較  

SOC 総 ス コ ア ， 処 理 可 能 感 ， 有 意 味 感 に お い て ， 「 不 参 加 継 続 群 」 よ り も 「 継 続 群 」 ，

「 再 開 群 」 が 有 意 に 高 い 値 を 示 し た ．  

「 不 参 加 継 続 群 」 は ， 認 定 前 か ら 不 参 加 が 続 い て い る 群 で あ る ． 本 研 究 で は ， 不 参 加 の

理 由 ま で は 調 査 し て い な い こ と か ら 一 概 に は 言 え な い が ， 認 定 前 は ， 意 思 が あ れ ば 社 会 活

動 へ の 参 加 は 可 能 で あ る と 予 測 で き る ． し か し ， 「 不 参 加 継 続 群 」 で は ， 参 加 の 場 や 機 会

が な い こ と や ， 参 加 す る こ と の 意 味 が 得 ら れ ず ， 参 加 に 至 ら な い こ と が 予 測 で き る ． 処 理

可 能 感 に つ い て Antonovsky（ ＝2001：21）は，物 事 は う ま く い く であ ろ う と の 高 い 見 込 み

が あ る と 説 明 し て お り ， 処 理 可 能 感 を つ く り 出 す 経 験 を 総 じ て 過 小 負 荷 と 過 大 負 荷 の バ ラ

ン ス が と れ た 経 験 と し て い る ．不 参 加 の 状 況 が 続 く こ と で ，社 会 と の 繋 が り が 希 薄 と な り ，

処 理 可 能 感 を 育 む 経 験 が 少 な く な る 可 能 性 が 考 え ら れ る ．  

さ ら に ，山 崎 ら（ 2008：40）は，過 大 負 荷 とは ス ト レ ッ サ ー に 押 し つ ぶ さ れ う ま く 対 処

で き な い 状 況 ， 過 小 負 荷 と は ス ト レ ッ サ ー を 感 じ な い 状 況 と し ， 資 源 を う ま く 使 い こ な し

て ス ト レ ッ サ ー に 対 処 し ， 負 荷 を 減 ら し て い る 状 況 が バ ラ ン ス の と れ た 経 験 で あ り 処 理 可

能 感 を 育 む と し て い る ． こ れ ら の こ と か ら ， 「 継 続 群 」 ， 「 再 開 群 」 で は ， 要 支 援 ・ 軽 度
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要 介 護 状 態 に 至 り な が ら も あ ら ゆ る 資 源 を 活 用 し ， 社 会 活 動 を 遂 行 で き る 見 込 み を 備 え て

い る ， あ る い は ， 処 理 可 能 感 が 高 い 人 ほ ど 自 身 の 状 態 に 合 わ せ て 頻 度 や 内 容 を 継 続 ， 再 開

す る 適 応 力 を 身 に 付 け て い る と 解 釈 で き る ．  

ま た ， 健 康 生 成 モ デ ル で 取 り 扱 う 「 資 源 」 に は ， ユ ー モ ア 感 覚 ， 楽 観 的 感 覚 な ど そ の 人

の 内 面 に あ る 特 性 も 含 ま れ て い る ．宮 戸（ 2015：15）は ，抑 う つ に 耐 え う る 力 ，な か で も

孤 独 に 耐 え る 力 と 処 理 可 能 感 と に 正 の 関 連 が あ る こ と を 報 告 し て お り ， 処 理 可 能 感 の 高 い

人 は 一 人 で い る こ と を ネ ガ テ ィ ブ に 捉 え ず ， 抑 う つ を 回 避 で き ， 社 会 活 動 の 継 続 や 再 開 に

も 好 影 響 を も た ら し て い る と も 言 え な く は な い ．  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン と の 関 連 を 検 討 す る と ， 臨 床 に お け る 概 念 的 実 践 モ デ ル と し て 作 業

療 法 の 領 域 で 用 い ら れ る 人 間 作 業 モ デ ル （ Model of Human Occupation： MOHO） の 概 念

の 一 つ に「 遂 行 」が あ る（ 山 田  2015：28）．参 加 制 約 を 対 処 で き る 感 覚 で あ る 処 理 可 能

感 は ， 人 間 作 業 遂 行 モ デ ル の 「 遂 行 」 に 影 響 を 与 え る も の と 考 え る こ と が で き 作 業 療 法 と

の 親 和 性 が 伺 え る ．  

 

ｂ．有意味感における参加パターンの群間比較  

有 意 味 感 に お い て も ， 処 理 可 能 感 と 同 様 「 不 参 加 継 続 群 」 よ り も 「 継 続 群 」 ， 「 再 開 群

」 が 高 く ， 加 え て 「 不 参 加 移 行 群 」 よ り も 「 継 続 群 」 「 再 開 群 」 が 有 意 に 高 い 値 を 示 し た

．  

3－ a で ，「 不 参 加 継 続群 」に つ い て ，認 定 前の 参 加 に 至 ら な い 要 因 を 考 察 し た が ，参 加

す る 価 値 ， 意 味 を 感 じ な い ， あ る い は 見 失 っ て い る 状 況 と も 捉 え ら れ ， 有 意 味 感 と の 関 連

が 考 え ら れ る ． ま た ， 「 不 参 加 移 行 群 」 は ， 認 定 前 に は 参 加 し て い た が ， 認 定 時 も し く は

調 査 時 に 不 参 加 に 至 っ た 群 で あ り ， 要 支 援 ， 軽 度 要 介 護 状 態 と な り ， こ れ ま で 参 加 し て い

た 社 会 活 動 を 継 続 ，再 開 す る こ と が 途 絶 え た 状 況 で あ る ．Antonovsky（ ＝ 2001：26）は 有

意 味 感 を 動 機 付 け の 要 素 と み な し SOC の なか で も 最 も 重 要 な 概 念 で あ る と し て い る ． 継

続 群 ， 再 開 群 で は ， 参 加 制 約 を 抱 え ， 社 会 活 動 か ら 遠 ざ か り な が ら も ， 暮 ら し を 営 む な か

で 参 加 す る こ と に 何 ら か の 価 値 を 見 出 し て い る と 考 察 で き ， 有 意 味 感 が 社 会 活 動 の 参 加 促

進 に 影 響 し て い る 可 能 性 が あ る ．  

有 意 味 感 に 関 連 す る 支 援 に つ い て 考 察 す る と ，齋 藤（ 2019：90－93）は ，本 人 が 語 っ た

作 業 の 意 味 は 断 片 的 で あ り ， 意 味 を 俯 瞰 す る 姿 勢 が 必 要 で あ る こ と を 指 摘 し て い る ． 社 会

活 動 へ の 参 加 促 進 に 向 け た 支 援 と し て ， 有 意 味 感 を 高 め る こ と は 有 効 で あ り ， 支 援 者 が ，

本 人 が 社 会 と の 繋 が り を ど の よ う に 捉 え 価 値 や 意 味 を 有 し て い る か を 理 解 す る こ と は 重 要

で あ る ．   

作 業 療 法 の 分 野 に お い て も ，工 藤（ 2015：34）ら は ，生 活 環 境 が 変化 し た 脳 出 血 後 遺 症

を も つ 高 齢 女 性 に 対 し 意 味 の あ る 作 業 へ の 支 援 が 有 効 で あ っ た こ と を 報 告 し て お り ， 有 意
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味 感 は 作 業 療 法 の 基 盤 で あ る 「 意 味 の あ る 作 業 ５ ） 」 と も 共 通 点 が あ る と 考 え ら れ る ．  

 

ｃ．把握可能感における参加パターンの群間比較  

把 握 可 能 感 で は ， 参 加 パ タ ー ン 間 に 差 は 認 め ら れ な か っ た ．  

Antonovsky（ 2001）は把 握 可 能 感 に つ い て ，「 人 が 内 的 環 境 及 び 外的 環 境 か ら の 刺 激 に

直 面 し た と き ， そ の 刺 激 を ど の 程 度 認 知 的 に 理 解 で き る も の と し て 捉 え て い る か と い う こ

と で あ る ． 」 と 説 明 し て い る ． こ の こ と か ら 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 者 が 社 会 活 動 を 実 現 す る

為 に は ， 自 身 の 状 態 を 客 観 的 に 見 つ め ， お か れ て い る 環 境 や 起 こ り う る 課 題 等 を 合 理 的 に

理 解 す る こ と が 考 え ら れ ， 把 握 可 能 感 は 参 加 促 進 に 影 響 を も た ら す も の と 考 え ら れ る ． し

か し な が ら ， 本 研 究 で は 群 間 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 断 言 は で き な い が ， 状 況 や 状 態 を 合

理 的 に 理 解 す る こ と で 思 い 浮 か ぶ 以 前 と の ギ ャ ッ プ か ら ， 心 理 的 負 担 が 増 し ， 参 加 意 欲 が

減 弱 す る と も 考 え ら れ な く は な い ． 対 象 者 全 体 の 年 齢 や 要 介 護 度 に お い て も 群 間 差 が 認 め

ら れ な か っ た こ と を 考 慮 し て も ， 状 況 や 状 態 を 合 理 的 に 理 解 し て い る か ら こ そ ， 社 会 活 動

へ の 参 加 に 向 け て 消 極 的 に な り う る 可 能 性 が あ る ． 把 握 可 能 感 の 高 低 が 参 加 パ タ ー ン に ど

の よ う に 影 響 を 及 ぼ す か ど う か に つ い て は ， 本 研 究 で は 結 論 付 け る こ と は で き な い ．  

 

第 5 節  小括  

本 研 究 で は ， 在 宅 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 活 動 へ の 参 加 パ タ ー ン の 特 徴 を 示 し

た う え で ，SOC と の関 連 を 分 析 し た ．結 果 ，考 察 か ら ，要 支 援・軽 度 要 介 護 者 の 社 会 活 動

促 進 に 向 け て SOC な か で も「 処 理 可 能 感 」「 有 意 味 感 」を 高 め る 支 援 が 有 効 で あ る こ と ，

ま た ， 状 況 や 状 態 を 合 理 的 に 理 解 し て い る か ら こ そ ， 社 会 活 動 へ の 参 加 に 向 け て 消 極 的 に

な り う る 可 能 性 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た ．   

し か し な が ら ， 対 象 者 は 無 作 為 に 抽 出 し た も の で は な い 為 ， 選 択 の バ イ ア ス を 完 全 に 排

除 す る こ と は で き な い ． ま た ， 社 会 活 動 へ の 参 加 有 無 を 遡 及 的 に 把 握 し た デ ー タ を 用 い て

い る こ と か ら ， そ の 正 確 性 を 脅 か す 可 能 性 が あ る こ と は 否 め な い ． さ ら に ， 調 査 時 現 在 の

SOC と の 関 連 を 示 した 横 断 研 究 で あ る た め ， 社 会 活 動 を 継 続 し て い る か ら SOC が 高 まっ

た の で は な く ， も と も と SOC が 高 い た め 社 会 活 動 も 継 続 し て い る と も 捉 え ら れ ， 因 果 関

係 で な く 相 互 関 係 に 止 め る べ き で あ る ．  

本 研 究 で は ， 参 加 パ タ ー ン 間 に お い て SOC 並 び に 下 位 因 子 に 差 が あ る か ど う か を

Kruskal-Wallis 検 定 を 用 い て 分 析 し ， 参 加 パ タ ー ン 間 の ど こ に 差 が あ る か を 分 析 す る 為 に

，Bonferroni の 方 法 に て 多 重 比 較 を 行 っ た ．し か し な が ら ，SOC 並 び に 下 位 因 子 ス コ ア を

そ れ ぞ れ 単 独 で 解 析 し て お り ， 下 位 因 子 間 の 影 響 の 程 度 に つ い て は 十 分 な 分 析 を 行 っ た と

は い え な い ．Antonovsky（ ＝ 2001：100）は，SOC の ３ つ の 下 位因 子 間 の 関 連 は 強 い こ と

を 説 明 し て お り ， 他 因 子 の 影 響 を 受 け て い る 可 能 性 は 大 い に 考 え ら れ る ． 今 後 ， 多 変 量 解
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析 を 用 い て SOC 下 位 因 子 間 の 関 連 に つ い て も 検 討 す る 必 要 が あ る ． ま た ， 参 加 頻 度 の 増

減 や 参 加 内 容 の 変 更 な ど の 細 か な 様 相 を 分 析 す る ま で に は 至 ら ず ， 今 後 の 課 題 と な る ． さ

ら に ， 本 調 査 は 農 村 部 で の 調 査 で あ り ， 一 般 化 の 可 能 性 の 限 界 が あ る た め ， 都 市 部 な ど 様

々 な 背 景 を も つ 対 象 に 調 査 を 重 ね 一 般 化 の 範 囲 を 拡 大 し て い く こ と が 望 ま れ る ．  
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第４章  アクション・リサーチ を用いた支援の有効性に関する検討  

 

第 ４ 章 と ５ 章 で は 1～ ３ 章 で の 示 唆 を 参 考 に ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 方 法 を 援 用 し 介

入 研 究 を 進 め た ． そ の う ち ， 本 章 で は ， 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進 に 有 効

な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル の 構 築 に 向 け て 臨 床 で 携 わ る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ と

と も に 実 践 し た 介 入 研 究 か ら 質 的 に 分 析 し た 内 容 を 説 明 す る ．  

 

第１節  調査目的  

本 研 究 で は ，い ま だ 発 展 途 上 で あ る 社 会 参 加 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支 援 に つ い て ，

介 入 者 が 主 体 的 に 支 援 方 法 を 再 考 し ， 健 康 生 成 論 に 着 目 し た 有 効 な 社 会 参 加 支 援 方 法 を 構

築 す る こ と を 目 的 と し ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 方 法 を 用 い て 研 究 を 実 施 し た ． ア ク シ ョ

ン ・ リ サ ー チ は ， 現 在 の 実 践 を 理 解 し た り ， ど ん な 実 践 に 取 り 組 む べ き か を 検 討 し た り ，

実 際 に 実 践 し た り ， 実 践 か ら 得 ら れ る 変 化 を 見 つ け た り す る こ と が 特 徴 で あ り （ 江 本  

2010：10-51） ， 本 研究 の 目 的 に 沿 っ て い る と 考 え 選 択 し た ．  

本 研 究 に て 高 齢 者 の 参 加 支 援 を 提 示 す る こ と は ， 未 だ 発 展 途 上 に あ る 高 齢 者 の リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン の 新 た な 考 え 方 の 一 つ を 示 す こ と に な る ． ま た ， 活 動 ・ 参 加 に 向 け た リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン に 取 り 組 み な が ら も ， 目 標 に 至 ら な い 課 題 解 決 へ の 糸 口 ， 悩 み や ジ レ ン マ を 抱

え る 支 援 の 一 助 に な る 可 能 性 を 含 ん で い る ．  

 

第２節  調査対象と方法  

１．研究実施者  

ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 研 究 実 施 者 は ， 研 究 の 趣 旨 に 賛 同 し 協 力 の 得 ら れ た 作 業 療 法 士

10 名 と 研 究 者 で あ る筆 者 １ 名 で あ る ．選 出 方 法 は ，A 県 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 情 報 セ ン タ ー

の ホ ー ム ペ ー ジ で 公 表 さ れ て い る A・B・Ｃ 市 で 通 所・訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 実 施 し て

い る 14 施 設 に 対 し メー ル に て 研 究 の 目 的 と 詳 細 を 説 明 し 依 頼 し た ．  

 

２．アクション・リサーチの分類  

ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ は ， ま だ 曖 昧 な ま ま 用 い ら れ て い る こ と が 多 い が ， 共 通 し て 用 い

ら れ て い る 点 と し て ， ① 研 究 者 が 現 場 に 入 り ， そ の 現 場 の 人 た ち も 研 究 に 参 加 す る 参 加 型

の 研 究 で あ る こ と ， ② 現 場 の 人 た ち と と も に 研 究 作 業 を 進 め て い く 民 主 的 な 活 動 で あ る こ

と ， ③ 学 問 （ 社 会 科 学 ） 的 な 成 果 だ け で な く 社 会 そ の も の に 影 響 を 与 え て 変 化 を も た ら す

こ と を 目 指 す 研 究 活 動 で あ る こ と と さ れ て い る （ Pope＆ Mays=2001） ．  

ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ は ， 研 究 者 の 拠 っ て 立 つ 哲 学 的 基 盤 や ， 研 究 者 の 立 ち 位 置 ， 参 加

の 仕 方 な ど の 面 か ら ，① テ ク ニ カ ル ア プ ロ ー チ（ techinical collaborative approach），② ミ
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ュ ー チ ュ ア ル ア プ ロ ー チ (mutual collaborative approach)，③ エ ン ハン ス メ ン ト ア プ ロ ー チ

(enhancement collaborative approach) の 3 種 に 分 類 し て い る （ 表 ４ - １  Holster & 

Schwartz-Barcott， 1993: 298-304） ．  

テ ク ニ カ ル ア プ ロ ー チ は ，実 証 主 義 の 立 場 に た ち ，理 論 の 検 証 や 精 錬 化 を 目 指 し て お り ，

現 場 が 抱 え る 問 題 を 明 ら か に し た う え で ， 仮 設 を た て ， 現 場 の 研 究 実 施 者 が 実 践 し ， そ の

効 果 を 明 ら か に す る と い う ，い わ ば 研 究 者 が 主 導 権 を も っ た タ イ プ で あ る（ 遠 藤 ら 2001：

23-32） ．  

ミ ュ ー チ ュ ア ル ア プ ロ ー チ は ， 解 釈 学 的 ， 全 体 性 を 重 視 し た も の で あ り ， 帰 納 的 な 考 え

に た っ て お り ， 現 場 の 研 究 実 施 者 も 研 究 者 も ど ち ら も 同 等 の 立 場 に あ る タ イ プ で あ る （ 江

本  2010：10-51）．互い の 了 解 に よ る 意 思 決 定 を し な が ら 研 究 を 遂 行 し ，全 体 性 を 重 視 し

て い る こ と か ら ， 現 場 の 変 化 は ， 全 体 の 変 化 を 作 り 出 す 個 々 の 変 化 が 織 り な す こ と を 考 え

る 必 要 が あ る （ 遠 藤 ら 2001：23-32） ， とさ れ て い る ．  

エ ン ハ ン ス メ ン ト ア プ ロ ー チ は ， 批 判 理 論 が 哲 学 的 基 盤 に な っ て お り ， 研 究 者 は ， 現 場

の 研 究 実 施 者 が 根 底 に あ る が 気 づ い て い な い 価 値 観 ， 規 範 ， 葛 藤 と い っ た も の を 表 舞 台 に

出 し ， 自 ら を 啓 発 す る こ と に 重 点 が お か れ て い る タ イ プ で あ る ． こ の よ う な 特 徴 か ら 研 究

者 が 主 導 権 を も つ こ と に な り か ね な い が ， 研 究 者 も 現 場 の 研 究 実 施 者 も 共 同 関 係 を 確 立 す

る 必 要 が あ る （ 稲 吉 2001： 53-61） ， と さ れて い る ．  

 

表４－１  Holster & Schwartz-Barcott によるアクション・リサーチの分類  

 

３．本研究にてアクション・リサーチ のミューチュアルアプローチを選択した理由  
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本 研 究 で は ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の ミ ュ ー チ ュ ア ル ア プ ロ ー チ を 選 択 し た ．  

そ の 理 由 は ， 現 場 の 雰 囲 気 や 環 境 ， 事 業 所 の 方 針 な ど 様 々 な 要 因 を 抱 え な が ら 実 践 し て

い る 研 究 実 施 者 の 意 見 や 視 点 を 取 り 入 れ ， 研 究 者 と 研 究 実 施 者 が 同 等 の 立 場 で 互 い に よ る

意 思 決 定 を し な が ら 研 究 を 遂 行 す る 方 法 が ， 継 続 可 能 な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル の 提 示

に は 必 要 で あ る と 考 え た か ら で あ る ．  

第 1 章 で も 述 べ た と お り ，地 域 に お け る 高 齢 者 へ の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン で は ，身 体 機 能

に 偏 っ た ア プ ロ ー チ が 漫 然 と 施 さ れ て い る こ と が 問 題 と し て 指 摘 さ れ て い る ． し か も そ の

問 題 は ， は る か 以 前 か ら 指 摘 さ れ て お り ， 現 場 で 働 く リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ も ICF

の 「 活 動 ・ 参 加 」 に 焦 点 を あ て た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に シ フ ト し て く べ き こ と を 多 少 な り

と も 認 識 し て い る ． し か し な が ら ， 今 な お 解 決 に 至 っ て い な い 要 因 と し て ， リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン モ デ ル が 未 確 立 で あ る こ と が 考 え ら れ る が ， 加 え て ， 現 場 の 雰 囲 気 や こ れ ま で の 経

緯 ， 取 り 巻 く 環 境 ， 事 業 所 の 方 針 な ど 様 々 な 要 因 が 絡 み 合 っ た う え で の 実 践 で あ る が ゆ え

の 難 し さ も 推 測 で き る ．  

し た が っ て ， あ る べ き リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 構 築 す る だ け で は な く ， 継 続 し て 活

用 で き る モ デ ル を 提 示 し な け れ ば 意 味 は な い ． そ の 為 に は ， 現 場 の 雰 囲 気 や 環 境 ， 事 業 所

の 方 針 な ど 様 々 な 要 因 を 抱 え な が ら 現 場 で 実 践 し て い る 研 究 実 施 者 の 意 見 や 視 点 を 取 り 入

れ ， 研 究 者 と 研 究 実 施 者 が 同 等 の 立 場 で 互 い に よ る 意 思 決 定 を し な が ら 研 究 を 遂 行 す る 方

法 が 必 要 で あ る と 考 え た ．  

 

４．アクション・リサーチの具体的な手順  

ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 全 体 的 な 手 順 を 表 ４ － ２ に 示 す ． ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 種 類

は ， ミ ュ ー チ ュ ア ル タ イ プ と し ， 課 題 の 明 確 化 ， 計 画 ， 実 践 ， 内 省 ， 評 価 ・ 計 画 の 修 正 を

実 施 し た ．  

研 究 フ ィ ー ル ド は ， 研 究 実 施 者 が 所 属 す る 施 設 で ， 研 究 者 が 月 に 一 度 ， 事 業 所 に 出 向 い

て 対 象 者 が 抱 え る 問 題 や 性 質 が ， 援 助 過 程 で ど の よ う に 変 化 し た か を 把 握 し ， そ の 要 因 や

着 眼 点 に つ い て SOC を 構 成 し て い る 3 要 素 の ど こ に 該 当 す る か を 交 え て 研 究 実 施 者 と 研

究 者 と で 議 論 を 交 わ し 洞 察 を 深 め た ．ま た ，そ の 内 容 を「 利 用 者 の 活 動・参 加 状 況 」，「利

用 者 の コ メ ン ト 」 ， 「 研 究 実 施 者 の 介 入 と 視 点 」 ， 「 研 究 者 の 介 入 」 に 分 け て 経 過 記 録 表

に 記 録 し た ． さ ら に ， 月 に 一 度 ， 研 究 実 施 者 全 員 が 集 ま る 機 会 （ リ フ レ ク シ ョ ン カ ン フ ァ

レ ン ス ） を 設 け 共 有 し 議 論 し た ． リ フ レ ク シ ョ ン カ ン フ ァ レ ン ス に 参 加 で き な い 時 に は ，

議 論 し た 内 容 を 研 究 者 が 研 究 実 施 者 に 伝 達 を 行 っ た ．  
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ａ．課題の明確化   

研 究 実 施 者 が 集 ま り ， 高 齢 者 へ の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 現 状 や 悩 み を 共 有 し ， 高 齢 者 の

健 康 と 支 援 に つ い て 検 討 を 行 っ た ． 具 体 的 に は ， 健 康 生 成 論 の 紹 介 や 先 行 研 究 の 紹 介 と ，

高 齢 者 の 地 域 に お け る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 新 た な 在 り 方 検 討 会 報 告 書 に 記 載 さ れ て い る

「 高 齢 者 の 地 域 に お け る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 課 題 」を 共 有 し ，現 場 で の 課 題 を 検 討 し た ．

主 に ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 対 象 者 へ の 介 入 方 法 の 発 展 を 目 的 と し た 課 題 に つ い て ， デ ィ ス

カ ッ シ ョ ン に て 出 た 意 見 を テ キ ス ト 化 し ，KJ 法 に 類 似 し た 手 法 を 用 い て ，参 加 者 全 員 に よ

っ て カ テ ゴ リ 化 し た ．  

 

ｂ．計画，実践  

議 論 し た 内 容 を も と に ， 介 入 可 能 な 課 題 に つ い て 研 究 者 よ り 実 践 者 に 対 し 提 案 を 行 い ，

実 践 者 の 現 状 の 実 現 可 能 性 や 要 望 に 耳 を 傾 け ， 支 持 的 な 対 応 を 取 り な が ら 具 体 的 な 介 入 の

仕 方 を 検 討 し 共 有 し た ． ま た ， そ の 内 容 を 利 用 者 の 社 会 参 加 状 況 ， 利 用 者 の コ メ ン ト ， 研

究 実 施 者 の 介 入 と 視 点 ， 研 究 者 の 介 入 に 分 け て 経 過 記 録 表 に 記 録 し た （ 表 ４ － ３ ： 経 過 記

録 表 原 紙 ） ． さ ら に ， リ フ レ ク シ ョ ン カ ン フ ァ レ ン ス で 実 践 事 例 を 報 告 し 健 康 生 成 論 の 視

点 を 交 え て 参 加 者 全 員 で 介 入 の 見 直 し ， 修 正 を 行 っ た ．  

 

表４－３  経過記録表原紙  
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ｃ．内省，評価・計画の修正  

検 討 し た 介 入 課 題 と 発 展 策 に つ い て ， 研 究 者 と リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ で あ る 実 践

者 （ 研 究 実 施 者 ） が 協 働 し て 課 題 解 決 に 向 け て 介 入 し ， 実 践 し た こ と を 評 価 ・ 内 省 し た ．

ま た ， 介 入 し た 結 果 に つ い て ， リ フ レ ク シ ョ ン カ ン フ ァ レ ン ス で 共 有 し ， 介 入 の 修 正 ・ 変

更 を 行 っ た ．  

 

５．研究方法  

研 究 実 施 者 10 名 に 対し ， 実 施 し て 6 カ 月 後に 半 構 造 化 面 接 を 実 施 し た ． 面 接 は ， 経 過

記 録 表 （ 表 ４ － ３ ） を 振 り 返 り な が ら ， ① 参 加 を 阻 ん で い た 要 因 は SOC の 3 要 素 の ど れ

に 相 当 す る か ， ② ど の よ う な 介 入 支 援 が 有 効 で あ っ た か ， ③ ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ に よ る

研 究 参 加 者 へ の 効 果 と 影 響 は ど の よ う な も の で あ っ た か を 聞 き 取 っ た ． イ ン タ ビ ュ ー は ，

研 究 実 施 者 が 所 属 し て い る 事 業 所 の 個 室 で 20 分 程 度 ， 筆 者 が 実 施 し た ． 研 究 実 施 者 が 負

担 な く 想 い や 考 え を 自 由 に 語 る こ と が で き る よ う 配 慮 し ， 経 過 記 録 表 に 記 録 し た 実 践 を 振

り 返 り な が ら 面 接 を 展 開 し た ． な お ， 面 接 に お け る 質 問 と 回 答 内 容 は 対 象 者 の 了 解 を 得 て

IC レ コ ー ダ ー で 録 音 し た ．得 ら れ た イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ を テ キ ス ト 化 し ，意 味 の あ る まと

ま り を 分 析 単 位 と し た ． ま た ， 分 析 単 位 の 意 味 内 容 を 損 な わ な い よ う に 留 意 し な が ら ， ①

ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 介 入 経 過 か ら 導 き 出 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 視 点 ・ 介 入 の 仕

方 （ プ ロ セ ス 評 価 ） ， ② ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 研 究 実 施 者 へ の 介 入 の 効 果 と 影 響

（ ア ウ ト カ ム 評 価 ） を 抽 出 し 要 約 を 行 っ た ． さ ら に ， 要 約 し た 内 容 か ら 類 似 性 に 着 目 し ，

サ ブ カ テ ゴ リ ， カ テ ゴ リ を 生 成 し た ． ま た ， 分 析 の 内 的 妥 当 性 を 得 る た め ， 質 的 研 究 の 経

験 が あ る 研 究 者 と の 間 で 要 約 ， サ ブ カ テ ゴ リ ・ カ テ ゴ リ の 分 類 の 検 討 を 意 見 の 一 致 み る ま

で 繰 り 返 し 行 っ た ．  

 

６．倫理的配慮  

本 研 究 を 行 う に あ た り ， 日 本 福 祉 大 学 大 学 院 「 人 を 対 象 と す る 研 究 」 に 関 す る 倫 理 審 査

を 受 け ， 対 象 者 の プ ラ イ バ シ ー 保 護 と 負 担 の 軽 減 に は 細 心 の 注 意 を 払 い ， 研 究 を 実 施 し た

（ 承 認 番 号 19-028）．  

 

第３節  分析結果  

１．アクション・リサーチによる介入内容とその経過（表４－４）  

ａ．課題の明確化  

初 回 の リ フ レ ク シ ョ ン カ ン フ ァ レ ン ス に て ， 研 究 者 と 研 究 実 施 者 全 員 が 集 ま り ， 社 会 参

加 を 目 指 し た 通 所 ・ 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 対 象 者 へ の 支 援 方 法 の 発 展 を 目 的 と し た 介 入

課 題 を KJ 法 に て 整 理 し た ．結 果 ，「 社 会 参加 に 向 け た 介 入 手 段 が 乏 し い 」「 分 析 の 仕 方が



 

65 

 

わ か ら な い 」 「 社 会 全 体 に お い て リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ＝ 身 体 機 能 訓 練 の 印 象 が 強 い 」 「 参

加 で き る 施 設 や コ ミ ュ テ ィ の 詳 細 を 把 握 で き て い な い 」 「 対 象 者 自 身 が （ 参 加 し た い が ）

あ き ら め て い る 」 の ５ つ の カ テ ゴ リ が 抽 出 さ れ た ．  

ｂ．計画・実践  

5 つ の 介 入 課 題 に 対 し て 研 究 者 か ら の 提 案 を 交 え ， 研 究 実 施 者 に よ る 具 体 的 な 計 画 ・ 実

践 内 容 を 提 示 し た ． 課 題 ① 「 社 会 参 加 に 向 け た 介 入 手 段 が 乏 し い 」 に 対 し て は ， 「 研 究 者

に よ る 健 康 生 成 論 ，SOC に つ い て 紹 介 」「研 究 者 に よ る 先 行 研 究 の 紹 介 」「 研 究 者 に よ る

具 体 的 介 入 方 法 の 紹 介 」「 研 究 者 と の 事 例 介 入 と 解 釈 の 共 有 」「 経 過 記 録 表 を 作 成 す る 」，

課 題 ②「 分 析 の 仕 方 が わ か ら な い 」に 対 し て は ，「 研 究 者 に よ る SOC の 視 点 を 用 い た 分析

方 法 の 紹 介 」「 研 究 者 に よ る 分 析 事 例 の 紹 介・解 説 」「 研 究 者 と の 事 例 介 入 と 解 釈 の 共 有 」

「 経 過 記 録 表 を 作 成 す る 」 ， 課 題 ③ 「 社 会 全 体 に お い て リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ＝ 身 体 機 能 訓

練 の 印 象 が 強 い 」に 対 し て は ，「 新 た な 支 援 方 法 を 用 い た 成 功 事 例 の 便 り を 作 成 す る 」「 多

職 種 勉 強 会 を 開 催 す る 」 ， 課 題 ④ 「 参 加 で き る 施 設 や コ ミ ュ テ ィ の 詳 細 を 把 握 で き て い な

い 」 に 対 し て は 「 他 職 種 ， 家 族 な ど か ら の 情 報 収 集 を 行 う 」 ， 課 題 ⑤ 「 対 象 者 自 身 が （ 参

加 し た い が ）あ き ら め て い る 」に 対 し て は ，「 活 動・参 加 の 聞 き 取 り シ ー ト ツ ー ル の 共 有 」

「 事 例 検 討 会 を 行 う 」 を 計 画 ・ 実 践 し た ．  

 

ｃ．内省評価  

実 践 を 内 省 し ， 評 価 し た 結 果 ， 課 題 ① に 対 す る 実 践 か ら 「 新 た な 視 点 を 取 り 入 れ た が ，

自 分 の ス キ ル が 限 ら れ て い る 」 「 研 究 者 が い な い と ， 新 し い 発 想 に 至 ら な い 」 ， 課 題 ② に

対 す る 実 践 か ら 「 研 究 実 施 者 自 身 で 行 っ た 新 た な 視 点 を 用 い た 分 析 方 法 が 正 し い か ど う か

自 信 が も て な い 」 「 研 究 者 が い な い と ， 新 し い 発 想 に 至 ら な い 」 ， 課 題 ③ に 対 す る 実 践 か

ら 「 便 り な ど を 作 成 す る も ， 目 標 の 視 点 に 変 化 が 及 ば な い 」 「 研 究 者 が い な い と ， 多 職 種

に う ま く 説 明 で き な い 」 ， 課 題 ④ に 対 す る 実 践 か ら 「 リ ハ ビ リ 対 象 者 の ニ ー ズ と マ ッ チ ン

グ す る コ ミ ュ ニ テ ィ ー な ど は あ る が 実 際 に 参 加 す る ま で に 至 ら な い 」 「 実 際 の 参 加 場 面 で

ど の よ う に 感 じ る か ， 新 た な 問 題 が 浮 き 彫 り に な る か な ど が わ か ら な い 」 ， 課 題 ⑤ に 対 す

る 実 践 か ら 「 対 象 者 自 身 が あ き ら め て い る 背 景 に ， 家 族 の 方 に 止 め ら れ て い る ケ ー ス も あ

っ た 」 「 真 の ニ ー ズ を 探 る も ， な か な か ニ ー ズ が 引 き 出 せ な い 」 「 聞 き 取 り シ ー ト を 使 用

す る も ， ニ ー ズ を 聞 く こ と が で き な い 」 を そ れ ぞ れ 内 省 ・ 評 価 に て 抽 出 し た ．  

 

ｄ．計画の修正  

実 践 を 内 省 し 評 価 し た こ と を 再 度 検 討 し ， 計 画 の 修 正 を 行 っ た 結 果 ， 課 題 ① ② に 対 し て

「 リ フ レ ク シ ョ ン カ ン フ ァ レ ン ス に て 事 例 の 報 告 と 全 体 で の 解 釈 の 共 有 ，議 論 を 行 う 」「 事

例 介 入 に よ る 結 果 の 解 釈 を 研 究 者 が フ ィ ー ド バ ッ ク す る 」 ， 課 題 ③ に 対 し て 「 サ ー ビ ス 担
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当 者 会 議 で の 新 た な 視 点 の 提 案 を 行 う 」 「 簡 潔 に 伝 え ら れ る ， 健 康 生 成 的 な 視 点 の あ る ，

パ ン フ レ ッ ト を 作 成 す る 」，課 題 ④ に 対 し て ，「 実 際 の 参 加 場 面 へ の 同 行 し 評 価 を 行 う 」，

課 題 ⑤ に 対 し て ， 「 家 族 な ど 支 援 協 力 者 の 不 安 ・ 負 担 軽 減 ， ま た 実 現 可 能 な 行 動 の 共 有 」

「 発 言 や 状 態 ， 状 況 を 俯 瞰 し て 捉 え る 」 を そ れ ぞ れ 新 た な 計 画 と し て 設 定 し た ．  
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２．アクション・リサーチの介入評価 および分析結果  

ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 介 入 評 価 と し て ， 研 究 実 施 者 10 名 の 作 業 療 法 士 に イ ン タ ビ ュ

ー を 実 施 し た ．10 名 の所 属 は ，病 院 に 併 設 し て い る 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 担 当 が 3 名 ，

介 護 老 人 保 健 施 設 の 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 担 当 が 3 名 ，訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン で の 訪

問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 担 当 者 が 2 名 ，介 護 老 人 保 健 施 設 の 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 担 当

が 2 名 で あ っ た（ 表 ４ － ５ ）．リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ の 職 種 は 全 員 が 作 業 療 法 士 で ，

臨 床 経 験 年 数 は 平 均 11.8（ SD4.7） で あ っ た．  

 

表４－５  研究実施者の詳細  

 

 

ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 介 入 経 過 か ら 導 き 出 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 視 点 ・ 介 入 の

仕 方 に つ い て ， ま た ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 介 入 効 果 と 影 響 に つ い て 質 的 に 分 析

し た し ， 抽 出 さ れ た サ ブ カ テ ゴ リ を 【  】 ， カ テ ゴ リ を < >で 以 下 に 示 す ．  

 

ａ．介入経過から導き出した参加促進に有効な視点・介入の方について  

経 過 記 録 表 （ 表 ４ － ６ ） を 振 り 返 り な が ら ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 介 入 経 過 か ら

導 き 出 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 視 点 ・ 介 入 の 仕 方 を 聞 き 取 り 分 析 し た 結 果 を 以 下 に 示 す ．  

参 加 促 進 に 有 効 な 視 点・介 入 の 仕 方 と し て 54 の 要 約 か ら ，【 発 言の 背 景 に あ る 要 因 を 考

え る 】 【 目 標 を 一 方 的 に 押 し 付 け な い 】 【 参 加 に 向 け て 消 極 的 な 理 由 を 丁 寧 に 読 み と る 】

【 参 加 場 面 を 想 像 し な が ら 準 備 を 行 う 】 【 過 去 の 参 加 体 験 の 目 的 を 思 い 浮 か べ る 】 【 不 安

な 点 を 事 前 に 想 像 す る 】 【 馴 染 み の あ る 友 人 と の 参 加 場 面 の 共 有 】 【 家 族 と の 参 加 場 面 の

共 有 】 【 参 加 を 通 し て 楽 し さ ， 喜 び を 感 じ る 体 験 】 【 価 値 を 感 じ ら れ る 参 加 体 験 】 【 自 身

で 解 決 で き る よ う 尋 ね る 】【 解 決 策 を 共 に 考え る 】の 12 の サ ブ カテ ゴ リ ，<対 象 者 の 発 言 ，

行 動 を 俯 瞰 し 参 加 へ の 意 味 や 価 値 を 捉 え る ><参 加 場 面 を 対 象 者 と 支 援 者 が 共 に 想 像 す る
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><馴 染 み の あ る 友 人 や 家 族 と の 参 加 場 面 の 共 有 ><喜 び や 価 値 を も た ら す 参 加 体 験 ><対

象 者 自 身 が 課 題 解 決 で き る よ う 尋 ね る >の 5 つ の カ テ ゴ リ が 抽 出 さ れ た （ 表 ４ － ７ ） ． ま

た ，<対 象 者 の 発 言 ，行 動 を 俯 瞰 し 参 加 へ の 意 味 や 価 値 を 捉 え る ><参 加 場 面 を 対 象 者 と 支

援 者 が 共 に 想 像 す る ><馴 染 み の あ る 友 人 や 家 族 と の 参 加 場 面 の 共 有 ><喜 び や 価 値 を も た

ら す 参 加 体 験 ><対 象 者 自 身 が 課 題 解 決 で き る よ う 尋 ね る >の 5 つ の カ テ ゴ リ が 抽 出 さ れ

た ．ま た ，<参 加 場 面 を 対 象 者 と 支 援 者 が 共 に 想 像 す る >は SOC の 把 握 可 能 感 ，<馴 染 み の

あ る 友 人 や 家 族 と の 参 加 場 面 の 共 有 ><対 象 者 自 身 が 課 題 解 決 で き る よ う 尋 ね る >は 処 理

可 能 感 ，<対 象 者 の 発 言 ，行 動 を 俯 瞰 し 参 加へ の 意 味 や 価 値 を 捉 え る ><参 加 場 面 を 対 象 者

と 支 援 者 が 共 に 想 像 す る ><喜 び や 価 値 を も た ら す 参 加 体 験 >は SOC の 有 意 味 感 を 高 める

介 入 支 援 方 法 に 相 当 す る こ と を 研 究 者 と 研 究 実 施 者 と で 確 認 し た （ 表 ４ － ７ ） ．  
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ｂ．アクション・リサーチを通した研究実施者への効果と影響について  

ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 研 究 実 施 者 へ の 介 入 効 果 と 影 響 と し て ， 45 の 要 約 か ら ，

【 業 務 の 習 慣 を 見 直 す こ と が で き た 】 【 多 職 種 に 介 入 の 視 点 を 伝 え る こ と が で き た 】 【 パ

タ ー ン 化 し た 介 入 を 見 直 す こ と が で き た 】 【 新 た な 評 価 の 視 点 が 身 に つ い た 】 【 介 入 の 幅

が 広 が っ た 】【 自 身 の 介 入 の 特 徴 に 気 づ け た 】【 発 言 や 行 動 の 意 味 を 考 え る よ う に な っ た 】

【 参 加 場 面 で の 評 価 の 重 要 性 を 感 じ た 】 【 家 族 ・ 友 人 と 同 行 し 現 実 的 な 介 入 方 法 を 伝 え る

こ と が で き た 】 【 家 族 ・ 友 人 か ら 支 援 計 画 の 共 感 を 得 た 】 【 自 信 を も っ て 他 者 に 介 入 に つ

い て 説 明 で き る よ う に な っ た 】【 貢 献 で き て い る こ と を 実 感 す る 】の 12 の サ ブ カ テ ゴ リ，

<働 き 方 を 部 署 で 見 直 す こ と が で き た ><評 価・介 入 方 法 の 幅 が 広が っ た ><家 族・友 人 の 協

力 を 得 や す く な っ た ><介 入 に 自 信 を も て る よ う に な っ た >の 4 つの カ テ ゴ リ が 抽 出 さ れ た

（表４－８）．  
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第４節  考  察  

ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ に よ る 介 入 の 効 果 と し て ， 参 加 促 進 に 有 効 な 視 点 ・ 介 入 の 仕 方 が

浮 か び 上 が っ た ． こ れ は ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 手 法 を 用 い ， 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り

込 み な が ら ， 研 究 者 と 研 究 実 施 者 が 共 同 で 取 り 組 む こ と に よ る 結 果 で あ り ， 従 来 の リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン の 視 点 と は 異 な る ，新 規 性 の あ る 視 点 と 介 入 の 仕 方 で あ る と 考 え る ．以 下 に ，

ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 介 入 経 過 か ら 導 き 出 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 視 点 ・ 介 入 の 仕

方 ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 研 究 実 施 者 へ の 介 入 効 果 と 影 響 に つ い て 考 察 す る ．  

 

１．介入経過から導き出した参加促進に有効な視点・介入の仕方について  

ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 介 入 経 過 か ら 導 き 出 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 視 点 ・ 介 入 の

仕 方 と し て 54 の 要 約か ら ，12 の サ ブ カ テ ゴリ ，<対 象 者 の 発 言 ，行 動 を 俯 瞰 し 参 加 へ の 意

味 や 価 値 を 捉 え る ><参 加 場 面 を 対 象 者 と 支 援 者 が 共 に 想 像 す る ><馴 染 み の あ る 友 人 や 家

族 と の 参 加 場 面 の 共 有 ><喜 び や 価 値 を も た ら す 参 加 体 験 ><対 象 者 自 身 が 課 題 解 決 で き る

よ う 尋 ね る >の 5 つ の カ テ ゴ リ が 抽 出 さ れ た ． こ の 5 つ の カ テ ゴ リ に つ い て ， 健 康 生 成 の

中 核 概 念 で あ る Ｓ Ｏ Ｃ お よ び 下 位 因 子 に 照 ら し て 考 察 す る ．  

 

ａ．<対象者の発言，行動を俯瞰し参加への意味や価値を捉える >について  

ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 介 入 経 過 か ら 導 き 出 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 視 点 ・ 介 入 の

仕 方 の 12 の サ ブ カ テゴ リ の う ち ，【 発 言 の背 景 に あ る 要 因 を 考 え る 】【 参 加 に 向 け て 消極

的 な 理 由 を 丁 寧 に 読 み と る 】か ら ，<対 象 者 の 発 言 ，行 動 を 俯 瞰 し 参 加 へ の 意 味 や 価 値 を 捉

え る >の カ テ ゴ リ を 導 き 出 し た ．こ れ は ，ア ク シ ョ ン・リ サ ー チ の 課 題 抽 出 で 挙 が っ た「 対

象 者 自 身 が （ 参 加 し た い が ） あ き ら め て い る 」 に 対 応 す る 介 入 方 法 で あ る と い え る ． 本 研

究 で 明 ら か に し た <対 象 者 の 発 言 ，行 動 を 俯 瞰 し 参 加 へ の 意 味 や 価 値 を 捉 え る >と い う 介 入

方 法 は ， 社 会 参 加 に 向 け た 本 人 の 想 い を 丁 寧 に ， き め 細 か く と ら え る こ と が で き ， 参 加 の

き っ か け と な る 出 来 事 や タ イ ミ ン グ を 逃 さ ず 介 入 支 援 が 施 さ れ る 可 能 性 を 含 ん で い る と 考

え る こ と が で き る ． リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ は ， 対 象 者 の 言 語 化 し た 価 値 や 意 味 を 聞

き 取 る こ と は 言 う ま で も な く 重 要 で あ る ． し か し ， 意 味 に は 階 層 的 な 構 造 が あ り ， 対 象 者

の 内 省 の 程 度 に よ っ て 可 変 的 で あ る （ 齋 藤 2019： 90-93） こ と を 念頭 に お い て 発 言 や 行 動

を 俯 瞰 し て 捉 え る 必 要 が あ る と い え る ． 表 面 化 さ れ た 発 言 を 把 握 し つ つ ， そ の 意 味 を 俯 瞰

す る こ と は ， 対 象 者 が 生 活 を 営 む 意 味 や 価 値 を と ら え よ う と す る プ ロ セ ス で あ り ， リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン を 実 施 す る う え で 重 要 で あ る ．ま た ，そ の プ ロ セ ス は，SOC の 3 要 素 の 一 つ

で あ る 有 意 味 感 を 把 握 す る こ と に 相 当 す る も の と 考 え ら え る ．  

 

ｂ．<参加場面を対象者と支援者が共に想像する>について  
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【 参 加 場 面 を 想 像 し な が ら 準 備 を 行 う 】 【 過 去 の 参 加 体 験 の 目 的 を 思 い 浮 か べ る 】 【 不

安 な 点 を 事 前 に 予 測 す る 】か ら ，<参 加 場 面 を 対 象 者 と 支 援 者 が 共 に 想 像 す る >の カ テ ゴ リ

を 抽 出 し た ． こ れ は ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 課 題 抽 出 で 挙 が っ た 「 社 会 参 加 に 向 け た 介

入 手 段 が 乏 し い 」 「 参 加 で き る 施 設 や コ ミ ュ テ ィ の 詳 細 を 把 握 で き て い な い 」 に 対 応 す る

視 点 ， 介 入 の 仕 方 で あ る と い え る ． 参 加 場 面 を 対 象 者 と 支 援 者 が 共 に 想 像 す る こ と は ， 対

象 者 本 人 が 参 加 環 境 と 自 身 の 状 態 を 照 ら し 合 わ せ て 想 像 あ る い は 予 測 す る プ ロ セ ス で あ り ，

SOC の 下 位 因 子 で あ る 把 握 可 能 感 を 高 め る 可 能 性 が 考 え ら れ る ．ま た ，サ ブ カ テ ゴ リ であ

る 【 過 去 の 参 加 体 験 の 目 的 を 思 い 浮 か べ る 】 の 最 終 コ ー ド に は ， 「 参 加 場 面 を 想 像 し て い

る と ， 遠 ざ か っ て い た 楽 し み を 思 い 出 さ れ た 」 「 過 去 の 参 加 場 面 の 背 景 を 聞 き な が ら 再 開

す る こ と を 考 え て い る と ， 嬉 し そ う で 主 体 性 が 高 ま っ た 」 が あ る ． 要 介 護 認 定 前 に は 参 加

し て い た と し て も ， 要 介 護 状 態 と な っ た 利 用 者 に と っ て は ， 日 々 の 生 活 を 営 む こ と が 優 先

さ れ ， 参 加 か ら 遠 ざ か り ， 参 加 す る こ と の 意 味 を 見 失 う 状 況 に 陥 る こ と も 大 い に 考 え ら え

る ． 遠 ざ か っ て い た 参 加 場 面 を 想 像 し ， 参 加 す る こ と の 意 味 や 価 値 を 思 い 起 こ す プ ロ セ ス

は ， 有 意 味 感 を 高 め る き っ か け と な る 可 能 性 を 含 ん で い る と い え る ．  

 

ｃ．<馴染みのある友人や家族との参加場面の共有 >について  

【 馴 染 み の あ る 友 人 と の 参 加 場 面 の 共 有 】【 家 族 と の 参 加 場 面 の 共 有 】か ら ，<馴 染 み の

あ る 友 人 や 家 族 と の 参 加 場 面 の 共 有 >の カ テ ゴ リ を 抽 出 し た ．こ れ は ，ア ク シ ョ ン・リ サー

チ の 課 題 抽 出 で 挙 が っ た 「 社 会 参 加 に 向 け た 介 入 手 段 が 乏 し い 」 「 分 析 の 仕 方 が わ か ら な

い 」に つ な が る 視 点・介 入 の 仕 方 で あ る と い え る ．宇 都 宮（ 2019：40）ら は ，要 支 援 者 の

社 会 活 動 に つ い て ， 促 進 要 因 の 一 つ と し て ， 地 域 で の 友 人 ・ 知 人 と の 繋 が り が あ る こ と を

示 唆 し て い る が ， 本 研 究 で は さ ら に ， 馴 染 み の あ る 友 人 や 家 族 に も 参 加 場 面 に 同 行 し て も

ら い ，状 況 を 伝 え 共 有 す る こ と が 参 加 促 進 に 有 効 で あ る 可 能 性 を 導 き 出 し た ．SOC は ，生

じ た 様 々 な ス ト レ ッ サ ー に 対 処 す る た め に 必 要 な ， そ の 人 の 内 外 に あ る 様 々 な 対 処 資 源 を

必 要 に 応 じ て 導 入 で き る 機 能 で あ り ， 助 け を 求 め ら れ る 存 在 で あ る 馴 染 み の あ る 友 人 や ，

家 族 も 要 支 援・軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 に 向 け て は 重 要 な 対 処 資 源 に な り う る ．ま た ，

馴 染 み あ る 友 人 や 家 族 が 参 加 場 面 に 同 行 す る プ ロ セ ス は ， 対 象 者 が 援 助 を 求 め る き っ か け

を 与 え る こ と に も な り ， 社 会 参 加 に 向 け て 対 処 資 源 を 動 員 す る ， つ ま り は 処 理 可 能 感 を 高

め る 可 能 性 を 含 ん で い る と 考 え ら れ る ．  

 

ｄ．<喜びや価値をもたらす参加体験>について  

【 参 加 を 通 し て 楽 し さ ，喜 び を 感 じ る 体 験 】【 価 値 を 感 じ ら れ る 参 加 体 験 】か ら ，<喜 び

や 価 値 を も た ら す 参 加 体 験 >の カ テ ゴ リ を 抽 出 し た ．こ れ は ，ア ク シ ョ ン・リ サ ー チ の 課題

抽 出 で 挙 が っ た 「 社 会 参 加 に 向 け た 介 入 手 段 が 乏 し い 」 「 分 析 の 仕 方 が わ か ら な い 」 と 関
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連 す る 視 点・介 入 の 仕 方 で あ る と い え る ．ま た ，SOC の 下 位 因 子 であ る 有 意 味 感 と 親 和 性

が 高 い も の と 思 わ れ る ．  

本 研 究 で 導 き 出 し た ，<喜 び や 価 値 を も た ら す 参 加 体 験 >は ，参 加 し ，そ の 価 値 を 見 出 す

こ と が で き る よ う 介 入 す る こ と が 重 要 で あ る こ と を 示 唆 し ， そ の 為 に は ， 参 加 に よ る 対 象

者 本 人 の 心 境 を 把 握 し な が ら ， ま た ， 参 加 場 面 で の 他 者 と の 関 係 性 を 築 く こ と が で き る よ

う 介 入 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る ．  

 

ｅ．<対象者自身が課題解決できるよう尋ねる >について  

【 自 身 で 解 決 で き る よ う 尋 ね る 】【 解 決 策 を 共 に 考 え る 】か ら  <対 象 者 自 身 が 課 題 解 決

で き る よ う 尋 ね る >の カ テ ゴ リ を 抽 出 し た ．こ れ は ，ア ク シ ョ ン・リ サ ー チ の 課 題 抽 出 で 挙

が っ た 「 社 会 参 加 に 向 け た 介 入 手 段 が 乏 し い 」 「 分 析 の 仕 方 が わ か ら な い 」 に 対 応 す る 視

点 ・ 介 入 の 仕 方 で あ る と い え る ． <対 象 者 自 身 が 課 題 解 決 で き る よ う 尋 ね る > は ， 健 康 生

成 論 に 着 目 し た 介 入 を 通 じ て ， 試 行 錯 誤 し な が ら 導 き 出 し た も の で ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

ス タ ッ フ が 課 題 解 決 に 向 け た ア ド バ イ ス を 与 え る よ り も ， 本 人 自 ら が 解 決 で き る よ う 介 入

す る 方 が ， 社 会 参 加 促 進 に つ な が る と い っ た も の で あ る ． こ れ は ， 対 処 資 源 の 導 入 を 対 象

者 自 身 が 検 討 す る プ ロ セ ス で あ り ，SOC，な か で も 処 理 可 能 感 を 高 め る 介 入 方 法 で あ る と

考 え ら え る ．  

 

２．研究実施者への介入効果と影響  

ア ク シ ョ ン・リ サ ー チ を 通 し た 研 究 実 施 者 へ の 効 果 と 影 響 と し て 抽 出 さ れ た ， <働 き 方

を 部 署 で 見 直 す こ と が で き た ><評 価 ・ 介 入 方 法 の 幅 が 広 が っ た ><家 族 ・ 友 人 の 協 力 を 得

や す く な っ た ><介 入 に 自 信 を も て る よ う に な っ た >の 4 つ の カ テゴ リ に つ い て 考 察 す る ． 

ａ．<働き方を部署で見直すことができた> について  

<働 き 方 を 部 署 で 見 直 す こ と が で き た >は ，【 業 務 の 習 慣 を 見 直 す こ と が で き た 】【 多 職

種 に 介 入 の 視 点 を 伝 え る こ と が で き た 】 の ２ つ の サ ブ カ テ ゴ リ か ら 導 か れ た カ テ ゴ リ で あ

る ． リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン は ， 対 象 者 各 々 の 目 標 に 応 じ て 実 施 さ れ る も の で あ り ， 必 要 な タ

イ ミ ン グ で 自 宅 で の 生 活 遂 行 を 確 認 す る こ と や ， 時 に は 外 出 に 同 行 し て 評 価 を 行 う な ど 弾

力 的 な 対 応 が 必 要 と な る ．し か し な が ら ，個 別 で 20 分 対 応 し た 場合 や ，敷 地 外 で の リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン は 介 護 報 酬 が 算 定 で き な い な ど の 制 度 的 な 制 約 ， ま た ， 効 率 性 を 追 求 す る こ

と に よ り 生 じ る パ タ ー ン 化 や ， そ の パ タ ー ン 化 さ れ た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン が 継 続 さ れ る こ

と に よ り 強 化 さ れ る 心 身 機 能 改 善 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン イ メ ー ジ な ど 様 々 な 要 因 に

よ り 現 在 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 問 題 が 生 じ て い る ． 高 齢 者 の 地 域 に お け る リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン の 新 た な 在 り 方 検 討 会（ 厚 生 労 働 省 第 ３ 回 資 料 ２ -１ ）で は ，何 分 何 単 位 ，個 別 で は

な く ， 弾 力 的 な 報 酬 体 系 の 必 要 性 が 指 摘 さ れ ， 適 宜 適 切 で よ り 効 果 の 高 い リ ハ ビ リ テ ー シ
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ョ ン を 実 現 す る た め の マ ネ ジ メ ン ト の 再 構 築 が 提 案 さ れ て い る ．さ ら に ，そ の 議 論 の 結 果 ，

2015 年 の 介 護 報 酬 改定 で は ，居 宅 な ど 実 際 の 生 活 場 面 で の 具 体 的 な 指 導 な ど 訪 問 と 通 所 を

組 み 合 わ せ ，目 標 を ど う 組 み 合 わ せ ，目 標 を 達 成 す る た め に 最 も 効 果 的 な 方 法 と 介 入 頻 度・

時 間 を 選 択 し な が ら ， 重 点 的 に 計 画 的 に 取 り 組 む こ と に よ り ， 活 動 と 社 会 に お け る 役 割 や

生 き が い の 獲 得 を 目 指 し た 生 活 行 為 向 上 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 実 施 加 算 が 新 設 さ れ た ． こ の

よ う に 制 度 的 に は み な お し が 行 わ れ て い る も の の ， こ れ ま で の 長 い 年 月 に わ た っ て 染 み 付

い た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 慣 習 か ら 脱 却 す る こ と は 簡 単 で は な く ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の

運 営 自 体 を 見 直 す こ と も 場 合 に よ っ て は 必 要 で あ る ．  

今 回 の ミ ュ ー チ ュ ア ル ア プ ロ ー チ で 介 入 し た ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ で は ， 健 康 生 成 論 と

い う 新 た な 視 点 を 取 り 込 ん だ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 構 築 に 向 け ， 課 題 を 明 確 に し ， 課 題 解

決 に 向 け 研 究 者 と 研 究 実 施 者 が 相 互 依 存 的 な 理 解 の も と 実 践 を 遂 行 し た ． ま た ， そ の 実 践

を リ フ レ ク シ ョ ン カ ン フ ァ レ ン ス に て 複 数 名 で 共 有 し た ． 自 分 自 身 の 新 た な 視 点 を 用 い た

実 践 を 他 者 と も 共 有 す る こ と は 自 信 に も つ な が り ，研 究 実 施 者 を 取 り 巻 く 部 署 や 事 業 所 に ，

こ れ ま で 伝 え る ま で に 至 ら な か っ た 思 考 プ ロ セ ス を 伝 え る き っ か け の 一 助 と な っ た 可 能 性

が あ る ． ま た ， そ の 思 考 に 自 信 を も つ こ と が で き ， 個 々 の 介 入 支 援 の 見 直 し か ら 【 業 務 の

習 慣 を 見 直 す こ と が で き た 】 と い う リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 運 営 を 見 直 す ま で に 発 展 し た も

の と 思 わ れ る ．<働 き 方 を 部 署 で 見 直 す こ と が で き た >と い う カ テ ゴ リ が 抽 出 さ れ た こ と は ，

今 回 実 施 し た 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 新 た な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン は ， 部 署 全 体 に も

多 少 な り と も 認 め ら れ ， 継 続 し て 実 践 で き る 可 能 性 が 高 ま っ た も の と い え る ．  

 

ｂ．<評価・介入方法の幅が広がった> について  

<評 価・介 入 方 法 の 幅 が 広 が っ た >は ，【 パ タ ー ン 化 し た 介 入 を 見 直 す こ と が で き た 】【 新

た な 評 価 の 視 点 が 身 に つ い た 】 【 介 入 の 幅 が 広 が っ た 】 【 自 身 の 介 入 の 特 徴 に 気 づ け た 】

【 発 言 や 行 動 の 意 味 を 考 え る よ う に な っ た 】 【 参 加 場 面 で の 評 価 の 重 要 性 を 感 じ た 】 の ４

つ の サ ブ カ テ ゴ リ か ら 導 か れ た カ テ ゴ リ で あ る ．  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン で は ， １ 章 で も 述 べ た と お り 疾 病 生 成 論 の 考 え 方 が 主 流 で あ り ， 一

般 的 に は ， 事 前 に 他 職 種 や ご 家 族 な ど か ら 情 報 を 収 集 し ， 対 象 者 に 面 会 す る 初 日 に 関 節 可

動 域 や 筋 力 ， 認 知 機 能 と い う 心 身 機 能 を 中 心 と し た 評 価 ・ 検 査 を 行 う ． そ の う え で ， 日 常

生 活 動 作 を 評 価 し ， 問 題 と な る 心 身 機 能 を 強 化 す る 流 れ で 進 め ら れ る こ と が 多 い ．  

そ こ で ， 視 点 の 幅 を 広 げ る た め に ， 今 回 実 施 し た ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ で は ， 疾 病 生 成

論 と は 一 線 を 画 し た 健 康 生 成 論 の 概 念 や 先 行 研 究 を 研 究 実 施 者 が 集 合 す る リ フ レ ク シ ョ ン

カ ン フ ァ レ ン ス に て 紹 介 し た ． そ の う え で 現 状 に お け る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 課 題 を 明 確

化 し ， 課 題 解 決 に 向 け て 研 究 実 施 者 の 承 認 の も と 健 康 生 成 論 の 視 点 を 参 考 に 取 り 組 ん だ た

め ， こ れ ま で の 一 般 的 な 流 れ に 当 て は め る と 多 少 な り と も 違 和 感 が 生 じ て も お か し く は な
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い ．【 パ タ ー ン 化 し た 介 入 を 見 直 す こ と が で き た 】【 新 た な 評 価 の 視 点 が 身 に つ い た 】【 介

入 の 幅 が 広 が っ た 】 【 自 身 の 介 入 の 特 徴 に 気 づ け た 】 【 発 言 や 行 動 の 意 味 を 考 え る よ う に

な っ た 】 【 参 加 場 面 で の 評 価 の 重 要 性 を 感 じ た 】 の カ テ ゴ リ は ， こ れ ま で の 疾 病 生 成 論 の

考 え の も と 進 め ら れ て い た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に お い て ， 健 康 生 成 論 的 視 点 を 研 究 者 と 研

究 実 施 者 が 共 有 し 取 り 込 ん だ こ と に よ る 違 和 感 と も い え る ． こ の 違 和 感 こ そ が ， 新 た な リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 構 築 す る 視 点 や 方 法 と な り 得 る 重 要 な 視 点 で あ る と 考 え る こ と が で き

る ．  

１ で 示 し た ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 介 入 経 過 か ら 導 き 出 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 視

点 ・ 介 入 の 仕 方 と 照 ら し 合 わ せ て 考 察 す る と ， 【 新 た な 評 価 の 視 点 が 身 に つ い た 】 【 発 言

や 行 動 の 意 味 を 考 え る よ う に な っ た 】 は ， 対 象 者 の 発 言 ， 行 動 の 意 味 を 俯 瞰 し て 捉 え な が

ら 評 価 や 面 接 を 行 い ， 社 会 参 加 に 向 け て 対 象 者 が ど の よ う な 心 境 に あ る の か ， 社 会 と 触 れ

る こ と を ど の よ う に 思 っ て い る か を 捉 え る た め の 面 談 評 価 の 視 点 が 取 り 入 れ ら れ た も の と

思 わ れ る ． ま た ， 【 参 加 場 面 で の 評 価 の 重 要 性 を 感 じ た 】 【 介 入 の 幅 が 広 が っ た 】 【 自 身

の 介 入 の 特 徴 に 気 づ け た 】 は ， 外 出 し て 行 う 実 際 の 参 加 場 面 で 支 援 者 が 解 決 手 段 を 教 示 す

る の で は な く ， 対 象 者 自 身 が 課 題 解 決 で き る よ う 尋 ね る こ と の 重 要 性 を 実 感 し ， ま た そ れ

が こ れ ま で 気 づ か な か っ た 自 身 の 介 入 を 気 づ く き っ か け と な っ た と 捉 え る こ と が で き る ．

研 究 実 施 者 は ， こ れ ま で 持 ち 備 え て い な か っ た 健 康 生 成 論 の 視 点 を リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に

取 り 入 れ ら れ 介 入 の 幅 が 広 が っ た も の と い え る ．  

 

ｃ．<家族・友人の協力を得やすくなった> について  

<家 族・友 人 の 協 力 を得 や す く な っ た >は ，【 家 族・友 人 か ら 支 援 計画 の 共 感 を 得 た 】【 家

族・友 人 と 同 行 し 現 実 的 な 介 入 方 法 を 伝 え る こ と が で き た 】の 2 つ の サ ブ カ テ ゴ リ か ら 導

か れ た カ テ ゴ リ で あ る ．  

健 康 生 成 論 の 中 核 概 念 を な す SOC は ， 環 境 や 周 囲 の 人 々 と の 関 係 性 を 不 可 分 に も っ た

自 己 概 念 が 前 提 に な っ て い る こ と が 特 徴 の 一 つ で あ る （ Antonovsky 1979)． つ ま り ， そ の

人 の 内 外 に あ る 様 々 な 対 処 資 源 の 活 用 を 可 能 と し た 概 念 で あ る と い え る ． 今 回 実 施 し た ア

ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ で は ， ご 自 宅 で の サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 の 際 に ， 家 族 参 加 は も ち ろ ん 馴

染 み の あ る 友 人 の 方 に 連 絡 し ， 会 議 に お 呼 び し 本 人 が 望 む 社 会 参 加 に 向 け て 何 が で き る か

を 検 討 す る 場 面 が あ っ た ． ま た ， 対 象 者 が 外 出 し 実 際 に 行 う 参 加 場 面 の 評 価 の 際 に ， 家 族

や 友 人 の 方 も 一 緒 に 同 行 す る な ど ， 本 人 の 内 外 に あ る 対 処 資 源 を 社 会 参 加 に 向 け て 効 率 よ

く 活 用 し た ． 友 人 の 方 か ら も 「 （ 対 象 者 の ） 状 態 が わ か ら な い の で ， 周 り か ら は 声 を か け

て い い も の か わ か ら な か っ た ． 話 し 合 い の 場 に 呼 ん で も ら え て こ ち ら も あ り が た い ． 」 と

の 感 想 が あ っ た ． 対 象 者 が 老 化 や 病 気 な ど に よ り 入 院 や サ ー ビ ス を 利 用 す る と ， も と も と

繋 が り の あ っ た 近 隣 の 友 人 と 会 う 機 会 が 減 少 す る ． も ち ろ ん 途 絶 え る こ と な く つ な が り を
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継 続 し て い る 友 人 が い て も お か し く は な い が ， 友 人 が 気 遣 っ て 対 象 者 の 自 宅 へ の 訪 問 を 控

え る こ と や ， こ れ ま で よ り も 接 点 が 少 な く な る こ と も 大 い に あ り 得 る ．  

こ れ ま で の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン は ど ち ら か と い う と 自 助 努 力 に 頼 る こ と を 前 提 と し た 支

援 に 偏 っ て い た 側 面 も あ る が ， 我 々 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ は ， 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護

状 態 と な り 変 化 が 生 じ た 生 活 状 況 の も と 一 旦 は 距 離 を お く こ と と な っ た 人 た ち と の つ な が

り を 再 構 築 す る こ と も 考 慮 す る 必 要 が あ る ． つ ま り ， も と も と 持 ち 備 え て い た 本 人 の 外 側

に あ る 対 処 資 源 を 再 構 築 す る こ と が 重 要 な 一 つ の 視 点 で あ る と 考 え る ．  

 

ｄ．<介入に自信をもてるようになった> について  

<介 入 に 自 信 を も て る よ う に な っ た >は ，【 自 信 を も っ て 他 者 に 介 入 に つ い て 説 明 で き る

よ う に な っ た 】【 貢 献で き て い る こ と を 実 感 す る 】の 2 つ の サ ブ カテ ゴ リ か ら 導 か れ た カ

テ ゴ リ で あ る ． 最 終 カ テ ゴ リ に は ， 「 専 門 的 な 高 齢 期 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 特 徴 が み え

た 」 「 家 族 へ の 介 入 の 説 明 に 自 信 が も て る よ う に な っ た 」 「 目 標 に 向 け て 現 実 的 な 介 入 が

で き た 」 「 研 究 者 と 内 省 し な が ら 行 い ， 自 分 の 考 え と 新 た な 考 え を す り 合 わ せ た 現 実 的 な

介 入 が で き た 」 な ど が あ る ．  

初 回 の リ フ レ ク シ ョ ン カ ン フ ァ レ ン ス で 意 見 が 挙 が っ た 「 介 入 課 題 で あ る 社 会 参 加 に 向

け た 介 入 手 段 が 乏 し い 」 や 「 分 析 の 仕 方 が わ か ら な い 」 （ 表 ４ － ４ ） は ， 介 入 に 自 信 が も

て な い こ と の 表 れ と も い え る ． こ れ ら の 解 決 に 向 け て 取 り 組 ん だ ， 健 康 生 成 論 と い う 新 た

な 視 点 の 紹 介 や ， リ フ レ ク シ ョ ン カ ン フ ァ レ ン ス と い う チ ー ム の 場 で 課 題 を 共 有 し ， そ の

解 決 策 を 検 討 し た こ と は ， 課 題 を 抱 え て い る の は 自 分 だ け で は な く ， チ ー ム と し て あ る べ

き リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 考 え よ う と す る き っ か け に な っ た も の と 考 え ら れ る ．そ の う え で ，

課 題 解 決 に 向 け て 実 践 し 対 象 者 が 抱 え る 問 題 や 性 質 が 援 助 過 程 で ， ど の よ う に 変 化 し た か

を 研 究 実 施 者 と と も に 確 認 し な が ら 健 康 生 成 的 視 点 と 現 場 の 実 践 を 結 び つ け る こ と に も な

り ， チ ー ム の 場 で 共 有 し た こ と が 研 究 実 施 者 の 自 信 を 強 化 し た も の と 考 え ら れ る ． 実 践 の

科 学 と も い え る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に お い て ， 理 論 と 実 践 を 結 び つ け る こ と は 欠 か せ な い

も の で あ る ． 理 論 的 に 根 拠 の あ る 実 践 を 現 場 で 行 っ て み る こ と で 理 論 と 実 践 を 結 び つ け る

こ と が で き る 研 究 で あ る（ 筒 井 2015）と さ れる ア ク シ ョ ン・リ サ ー チ を 用 い た 取 り 組 み の

成 果 と も い え る ．  

第 1 章 で も 述 べ た が ，高 齢 期 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ は ，「社 会 全 体 が リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン イ コ ー ル 運 動 と い う 誤 解 が 大 き い 」，「 ADL を 含 め た 自 立 と い う 視 点 が ，い わ

ゆ る 機 能 回 復 に 終 始 し て い る よ う な 発 想 で あ る ． 」 「 本 人 が 体 を 動 か す こ と 自 体 を 目 的 に

据 え て し ま い ， 生 活 ・ 参 加 上 の 目 標 を 設 定 す る こ と が 難 し く な る ． 」 と い っ た 活 動 ・ 参 加

に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 励 み な が ら も 目 標 に 至 ら な い 悩 み や ジ レ ン マ を 抱 え て い る ．

今 回 実 施 し た ， 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 支 援 方 法 は ， 長 年 ，
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見 直 し を 繰 り 返 さ れ て い る 高 齢 期 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 解 決 へ の 糸 口 と な る 可 能 性 を 含

ん で い る も の と 考 え る こ と が で き る ．  

 

第５節  小  括  

本 章 で は ， 介 入 者 が 主 体 的 に 支 援 方 法 を 再 考 し ， 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 有 効 な

社 会 参 加 支 援 方 法 を 構 築 す る こ と を 目 的 と し ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 方 法 を 用 い て 研 究

を 実 施 し た ． 結 果 ， 介 入 経 過 か ら 導 き 出 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 視 点 ・ 介 入 の 仕 方 と し て ，  

<対 象 者 の 発 言 ，行 動 を 俯 瞰 し 参 加 へ の 意 味 や 価 値 を 捉 え る ><参 加 場 面 を 対 象 者 と 支 援 者

が 共 に 想 像 す る ><馴 染 み の あ る 友 人 や 家 族 と の 参 加 場 面 の 共 有 ><喜 び や 価 値 を も た ら す

参 加 体 験 ><対 象 者 自 身 が 課 題 解 決 で き る よ う 尋 ね る >の ５ つ の カ テ ゴ リ を 抽 出 し た ．そ れ

ぞ れ が ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 課 題 抽 出 で 挙 げ た 項 目 に 対 応 す る 対 応 の 仕 方 ， 方 法 と い

え ， SOC お よ び 下 位 因 子 を 高 め る 可 能 性 を 含 ん で い る こ と を 明 ら か に し た ．  

ま た ，ア ク シ ョ ン・リサ ー チ を 用 い た 研 究 実 施 者 へ の 介 入 効 果 と 影 響 と し て ，<働 き 方 を

部 署 で 見 直 す こ と が で き た ><評 価 ・ 介 入 方 法 の 幅 が 広 が っ た ><家 族 ・ 友 人 の 協 力 を 得 や

す く な っ た ><介 入 に 自 信 を も て る よ う に な っ た >の 4 つ の カ テ ゴ リ が 抽 出 さ れ た ．ア ク シ

ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 介 入 は ， 活 動 ・ 参 加 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 励 み な が ら も

目 標 に 至 ら な い 悩 み や ジ レ ン マ を 抱 え る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ に む け ， 理 論 と 実 践

を つ な ぐ 介 入 で あ っ た と い え る ． ま た ， 今 回 実 施 し た ， 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 支 援 方 法 は ， 長 年 ， 見 直 し を 繰 り 返 さ れ て い る 高 齢 期 の リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン の 解 決 へ の 糸 口 と な る 可 能 性 を 含 ん で い る も の と 考 え る こ と が で き る ．  
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第５章  健康生成論的発想及びその中核概念を取り込んだリハビリテーション の介入効果  

 

本 章 で は ， 第 ４ 章 に て 質 的 に 分 析 し 示 唆 し た 社 会 参 加 促 進 に 有 効 な 視 点 ・ 介 入 方 法 の 妥

当 性 と 信 頼 性 を 担 保 す る た め に ， 実 践 し た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 利 用 者 へ の 介 入 効 果 を 明 ら

か に す る ． な お ， 第 ４ 章 で の 主 た る 質 的 研 究 と 同 時 的 に 介 入 を 進 め た ．  

 

第１節  調査目的  

本 研 究 で は ， 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 を 対 象 に ， 第 一 に ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ に て

介 入 し た 健 康 生 成 論 に 着 目 し た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支 援 の 効 果 を 検 証 す る こ と ， 第 二 に ，

健 康 生 成 力 SOC の 働 き が 社 会 参 加 度 ，健 康関 連 QOL に ど の 程 度 影 響 を 及 ぼ し て い る か を

検 証 す る こ と を 目 的 と し た ．  

 

第２節  調査対象と方法  

１．研究対象，倫理的配慮  

ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 研 究 実 施 者 が 担 当 し て い る 通 所 ・ 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 利

用 中 の 要 支 援 Ⅰ・Ⅱ ，要 介 護 Ⅰ の 利 用 者 40 名 に ，研 究 の 目 的 と 詳 細 を 説 明 し 承 諾 を 得 た ．

調 査 の 同 意 は ， 調 査 時 に 書 面 に て ， 研 究 目 的 お よ び デ ー タ 処 理 方 法 ， 不 参 加 に よ り 不 利 益

が 生 じ な い こ と な ど を 説 明 し ， 調 査 票 へ の 記 載 を も っ て そ の 意 思 表 示 と し た ． な お ， 本 研

究 は ， 日 本 福 祉 大 学 大 学 院 「 人 を 対 象 と す る 研 究 」 に 関 す る 倫 理 審 査 を 受 け ， 対 象 者 の プ

ラ イ バ シ ー 保 護 と 負 担 の 軽 減 に は 細 心 の 注 意 を 払 い ， 研 究 を 実 施 し た （ 承 認 番 号 19-028） 

 

２．研究デザインおよび分析枠組み  

本 研 究 で は ，介 入 効 果 を 検 証 す る た め に ，ベ ー ス ラ イ ン ， 6 ヵ 月 後の SOC，社 会 参 加 度

と 健 康 関 連 QOL を 測 定 し た ． さ ら に ， ベ ー ス ラ イ ン ， 6 カ 月 後 に 得 ら れ た デ ー タ に つ い

て ， 群 ご と の 変 化 量 を 検 討 す る た め に ， 事 後 的 に 純 実 験 デ ザ イ ン の 枠 組 み で 分 析 し た ． 群

分 け は ，SOC の 変 化（ 変 化 量 ）に よ り ，「 向 上 群 」（ 変 化 量 ＞ ０ ）と「 維 持・低 下 群 」（変

化 量 ≦ ０ ）に 割 付 け ，そ の 2 群 を 対 照 条 件 に ベ ー ス ラ イ ン と 6 カ 月 後 に お け る 社 会 参 加度

と 健 康 関 連 QOL を 比 較 し た ．  

な お ， 群 分 け の 基 準 の SOC ス コ ア は ， ベー ス ラ イ ン で は 平 均 46.7±5.9，6 カ 月 後 では

平 均 47.7±5.2，変 化量 は 平 均 1.0±2.9 で あっ た ．6 カ 月 後 の 変 化と し て は ，向 上（ 変 化 量

>０ ）は 16 名（ 42.1%），維 持（ 変 化 量 ＝ 0）は 12 名（ 31.6%），低 下（ 変 化 量 >0）は 10

名（ 26.3%）で あ っ た ．高 齢 期 に 入 っ て SOC が 弱 ま る と は 考 え に く い と さ れ て お り ，SOC

の 働 き に よ る 影 響 を 分 析 す る こ と か ら ， 「 向 上 群 」 と 「 維 持 ・ 低 下 群 」 の 2 群 と し た ．  

 ま た ，SOC 変 化 量 にか か わ る 要 因 を 多 変 量 解 析 に よ り 検 討 す る た め ，SOC「 向 上 群 」と
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「 維 持 ・ 低 下 群 」 の 2 値 を 従 属 変 数 と し ， 年齢 ， 性 別 ， 要 支 援 ・ 要介 護 度 ， 同 居 者 数 ， ベ

ー ス ラ イ ン で の SOC，CIQ，SF36 を 独 立 変 数 と し た ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 実 施 し た ．  

 

３．主要変数の定義および測定方法  

a．健康生成力 Sense of coherence（SOC）  

SOC は ，測 定 可 能 と され て お り ，29 項 目 版，13 項 目 版 ，5 項目 版の SOC ス ケ ー ル が あ

る ． そ の う ち ， 29 項目 ， 13 項 目 版 の 内 的一 貫 性 ， 信 頼 性 ， 妥 当 性 は す で に 検 証 さ れ て い

る ．  

本 研 究 で は ， 通 所 ， 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 利 用 し て い る 要 支 援 ・ 要 介 護 高 齢 者 を 対

象 と し て お り ，質 問 へ の 回 答 に 対 す る 負 担 を 軽 減 で き る よ う 13 項目 版 5 件 法（ レ ン ジ 13-

65）を 援 用 し た ．13 項 目 版 5 件 法 SOC スケ ー ル は ，13 項 目 の質 問 か ら 構 成 さ れ ，「ま っ

た く な い（ 1 点 ）」～「 と て も よ く あ る（ ５ 点 ）」な ど の ５ 件 法 で 自 己 評 価 を 行 い ，す べ て

の 項 目 を 加 算 し て 得 点 化 す る も の で あ り ， 得 点 が 高 い ほ ど SOC が 高 い こ と を 意 味 す る

（ Antonovsky＝ 2001： 19-21） ．  

 

ｂ．社会参加度  

社 会 参 加 度 の 定 義 と 測 定 は ，帰 結 評 価 法 で あ る Community Integration Questionnaire 日

本 語 版（ 以 下 ，CIQ）を 使 用 し た ．CIQ は ，社 会 参 加 状 況 を 家 事 ，買 い 物 ，日 常 の 用 向 き，

レ ジ ャ ー 活 動 ， 友 人 訪 問 ， 社 会 活 動 お よ び 生 産 活 動 の 15 項 目 で 評 価 す る も の で あ る

（ WillerB, RosenthalM,et al 1993:75-87, Dijkers M 1997:74-91, WillerB,et al1994： 103－

111，佐 伯ら 2002：1195-1201）．本 調 査 では ，増 田 ら に よ る CIQ 日 本 語 版 を 用 い た（ 表

5-1） ． CIQ の 合 計 得点 は ， 0-28 点 で ， 得点 が 高 い ほ ど 社 会 参 加 度 が 高 い と 判 断 で き ， 評

価 は ， 自 己 評 価 ， 個 人 面 談 や 電 話 イ ン タ ビ ュ ー で も 可 能 で あ る ． 因 子 分 析 の 結 果 に よ り ，

15 項 目 が ， 家 庭 内 活動 （ CIQ－ H） ・ 社 会 活 動 （ CIQ－ S） ・ 生 産 活 動 （ CIQ－ P） の 3 つ

の サ ブ ス ケ ー ル に 区 分 さ れ る ． 評 価 基 準 は ， 自 分 で 出 来 て い る か ， 実 施 頻 度 は ど う か な ど

に つ い て ， 評 価 点 を 与 え る ． 信 頼 性 お よ び 妥 当 性 は 確 認 さ れ て い る （ 増 田 ら 2006） ．  

表 5-1 CIQ 評価法  
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ｃ．健康関連 QOL 

健 康 関 連 QOL の 定 義 と 測 定 に は ，代 表 的 な 健 康 関 連 QOL 評 価 法 の 一 つ で あ る ．MOS36-

Item Short-Form Health Survey version2（ 以 下 ， SF36-v2） を 使用 し た （ 福 原 ら 2019） ．

SF36-v2 は ，こ れ は 36 項 目 か ら な る 自 記 式 質 問 紙 法 で ，身 体 機 能 ，日常 役 割 機 能（ 身 体 ） ，

体 の 痛 み ，全 体 的 健 康 感 ，活 力 ，社 会 生 活 機 能 ，日 常 役 割 機 能（ 精 神 ），心 の 健 康 の 8 つ

の 概 念 を 下 位 尺 度 と し て 測 定 す る ． そ れ ぞ れ 0-100 の 範 囲 の 得 点 で 表 さ れ ， 高 得 点 ほ ど

QOL が 高 い 状 態 で あ る こ と が 表 さ れ ，信 頼 性 お よ び 妥 当 性 は 確 認 さ れ て い る（ McHorney 

CA 1993： 247-263， 1994： 40-66） ．  

SF-36v2 は あ る 疾 患 に限 定 し た 内 容 で は な く ， 健 康 に つ い て の 万 人 に 共 通 し た 概 念 の も

と に 構 成 さ れ て い る ．身 体 機 能（ 3 件 法 ），日 常 生 活 役 割 機 能（ 身 体 ，5 件 法 ），体 の 痛み

（ 6 件 法 お よ び 5 件 法 ） ， 全 体 的 健 康 観 （ 5 件 法 ） ， 活 力 （ 5 件 法 ） ， 社 会 的 生 活 機 能 （ 5

件 法 ），日 常 役 割 機 能（ 精 神 ，5 件 法 ），心 の 健 康（ 5 件 法 ）の 8 つ の 下 位 尺 度 で 構 成 さ れ

る ． SF-36v2 の 結 果 から ， 身 体 的 健 康 度 ， 精 神 的 健 康 度 ， 役 割 ／ 社 会 的 健 康 度 の 3 つ の 健

康 度 が 算 出 で き ，そ れ ら の 健 康 度 ご と に ，日 本 の 国 民 標 準 値 を 50 点 と し て 0～ 100 点 の範

囲 で 点 数 を 算 出 し ， 得 点 が 高 い ほ ど 健 康 度 が 高 い と 判 断 さ れ る ．  

 

d．対象者の基本属性  

対 象 者 の 集 団 的 特 性 お よ び ベ ー ス ラ イ ン で の 群 間 の 差 異 を 確 認 す る た め に ， 初 回 調 査 に

て ， 性 別 ， 年 齢 ， 要 介 護 度 ， 世 帯 構 成 ， 主 な 歩 行 手 段 を 質 問 し た ．  

 

4．データ分析  

デ ー タ の 分 析 対 象 は ， 研 究 途 中 で 介 入 が 不 可 能 と な っ た 2 名 を 除く 38 名 と し た ． 介 入

が 不 可 能 と な っ た 理 由 は ， 体 調 不 良 （ 入 院 ） に よ る ， 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 利 用 中 止

で あ る ．  

 

a．対象者の基本属性およびその群間比較  

対 象 者 の 集 団 的 特 性 を 確 認 す る た め に ，度 数（ %）お よ び 平 均 年 齢 を 算 出 し た ．加 え て ，

ベ ー ス ラ イ ン に お け る 2 群 の 等 価 性 の 程 度 と 潜 在 的 な 交 絡 因 子 を 検 討 す る た め に ，平 均 年

齢 は 対 応 の な い t 検 定 を ， 他 の カ テ ゴ リ 変 数 は χ ２ 検 定 を 行 っ た ．  

 

ｂ．ベースライン，6 カ月後における SOC，CIQ，健康関連 QOL の変化  

SOC13 項 目 版 5 件 法，CIQ，SF36-v2 の ベー ス ラ イ ン と ６ カ 月 後 の 記 述 統 計 を 確 認 す る

為 に ，尺 度 ご と の 正 規 性 が 確 認 さ れ な か っ た 為 ，Wilcoxon 符 号 付 き順 位 和 検 定 を 用 い 変 化

を 検 討 し た ．  
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ｃ．ベースライン，6 カ月後における CIQ，健康関連 QOL の平均値および群間比較  

CIQ， SF36ｖ ２ の ベ ース ラ イ ン ， 6 カ 月 後 にお け る 記 述 統 計 を 確 認 す る た め に ， 群 ご と

の 中 央 値 と 四 分 位 範 囲 を 算 出 し た ． そ し て ， 尺 度 ご と の 正 規 性 が 確 認 さ れ な か っ た 為 ，

Mann–Whitney U test で 群 間 差 を 検 討 し た ．  

 

ｄ．SOC 変化量とベースラインでの年齢，性別，要支援・要介護度，同居者数， SOC，CIQ，

SF36 との関連  

SOC 変 化 量 に か か わ る 要 因 を 多 変 量 解 析 に よ り 検 討 す る た め ，SOC「 向 上 群 」と「 維 持・

低 下 群 」の 2 値 を 従 属 変 数 と し ，ベ ー ス ラ イ ン で の 年 齢 ，性 別 ，要 支 援 ・ 要 介 護 度 ，同 居

者 数 ，  SOC， CIQ， SF36 を 独 立 変 数 と し たロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 （ 強 制 投 入 法 ） を 実

施 し た ．  

 

第３節  分析結果  

１．対象者の基本属性およびその群間比較  

ベ ー ス ラ イ ン に お け る 対 象 者 の 特 性 を 表 5-2 に 示 し た ． 集 団 的 特 徴 を 以 下 に 要 約 す る ．  

集 団 的 特 徴 を 以 下 に 要 約 す る ． 対 象 者 全 体 の 平 均 年 齢 は 76.8±3.8 歳 で 男 性 34.2%， 女 性

25％ ， 要 介 護 度 は ， 要支 援 Ⅰ ・ Ⅱ が 60.5％ ，要 介 護 Ⅰ が 39.5％ で あっ た ． 世 帯 構 成 で は ，

独 り 暮 ら し が 44.7％ ，2 人 以 上 が 55.3％，主な 移 動 手 段 は 独 歩 が 52.6％ ，杖 ，装 具，シ ル

バ ー カ ー の い ず れ か を 使 用 し て い る 人 が 47.4％ で あ っ た ．以 上 の 項 目 で 群 間 差 が 認 め ら れ

た も の は な か っ た ．  

表 5-2 ベースラインにおける基本属性およびその群間比較  
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２．ベースライン，6 カ月後における SOC，CIQ，健康関連 QOL の変化  

ベ ー ス ラ イ ン ，6 カ 月 後 に お け る SOC，CIQ，健 康 関 連 QOL の 変 化 を 表 5-3 に 示 し た ．  

SOC の 中 央 値 は ベ ース ラ イ ン で 47.0 点 ，6 カ 月 後 で 48.0 点 で あり 有 意 に 向 上（ ｐ ＝ .041），

CIQ の 中 央 値 は ベ ー ス ラ イ ン で 12.0 点 ， 6 カ 月 後 は 12.8 点 で 有 意 に 向 上 （ p=.012），

SF36v2 の 身 体 的 健 康度 で は 中 央 値 が ベ ー ス ラ イ ン で 38.9 点 ，6 カ月 後 で は 40.2 点 ，精神

的 健 康 度 の ベ ー ス ラ イ ン で は 53.4 点 ，6 カ 月後 で は 54.0 点 ，役 割 /社 会 的 側 面 の 中 央 値 は

ベ ー ス ラ イ ン で 35.1 点 ， 6 カ 月 後 で は 44.3 点 と 有 意 に 向 上 し た （ p=.003） ．   

 

表 5-3 ベースライン，6 カ月後における SOC，CIQ，健康関連 QOL の変化  

 

 

３．ベースライン，6 カ月後における社会参加度，健康関連 QOL の中央値及び群間比較  

ベ ー ス ラ イ ン ，6 カ 月後 に お け る CIQ，SF36v2 の 群 ご と の 中 央 値（ 四 分 位 範 囲 ）と 群 間

比 較 の 結 果 を 表 5-4 に示 し た ．  

ベ ー ス ラ イ ン に お け る 中 央 値 （ 四 分 位 範 囲 ） は ， 向 上 群 で ， CIQ 12.4 点 （ 8.5-14.0） ，

SF36v2 の 身 体 的 側 面 42.0 点（ 37.1-43.4），精 神 的 側 面 56.6 点（ 47.2-61.2），役 割 /社 会

的 側 面 32.3 点（ 26.2-44.7），維 持 ・低 下 群で は ， CIQ 12.0 点（8.5-13.0），SF36v2 の身

体 的 側 面 35.4 点 （ 29.8-42.8） ， 精 神 的 側 面 50.0 点 （45.0-56.4）， 役 割 /社 会 的 側 面 37.3

点 （ 32.9-46.7） で あ った ．  

6 ヵ 月 後 で は ，向 上 群 で ，CIQ 13.8 点（ 12.8-14.9），SF36v2 の 身 体的 側 面 42.0 点（ 37.1-

43.4），精 神 的 側 面 55.8 点（ 50.3-59.4），役割 /社 会 的 側 面 46.1 点（ 44.7-47.4），維 持・

低 下 群 で は ，CIQ 12.0（ 8.5-13.0），SF36v2 の 身 体 的 側 面 37.3（30.8-42.8），精 神 的 側 面

53.4 点 （ 48.5-58.4）， 役 割 /社 会 的 側 面 36.4 点 （ 33.2-46.1） で あっ た ．  

群 間 差 は ベ ー ス ラ イ ン で は 有 意 な 差 が あ る 尺 度 は な か っ た ．6 ヵ 月後 で は ，CIQ（ p=.005），

SF36v2 の 役 割 /社 会 的 側 面 （ p=.009） で 群 間 差 が 認 め ら れ た ． い ず れ も ， 向 上 群 の 方 が ，

維 持 低 下 群 よ り も 良 好 で あ っ た ．  
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表 5-4 ベースライン，6 カ月後における CIQ，健康関連 QOL および群間比較  

 

 

４．SOC の変化量とベースラインでの 年齢，性別，要支援・要介護度，同居者数，  SOC，

CIQ，SF36 との関連  

 SOC 変 化 量 に か か わ る 要 因 を 多 変 量 解 析 に よ り 検 討 す る た め ，SOC「 向 上 群 」と「 維 持・

低 下 群 」の 2 値 を 従 属 変 数 と し ，ベ ー ス ラ イ ン で の 年 齢 ，性 別 ，要 支 援 ・ 要 介 護 度 ，同 居

者 数 ，SOC，CIQ，SF36 を 独 立 変 数 と し たロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析（ 強 制 投 入 法 ）を 実 施

し た ．そ の 結 果 を 表 5－ 5 に 示 す ．年 齢 ，性別 ，要 支 援・要 介 護 度，同 居 者 数 ，ベ ー ス ライ

ン で の SOC， CIQ， SF36 の す べ て の 項 目 につ い て 関 連 は 認 め ら れ な か っ た ．  

表 5-5 SOC 変化量と年齢，性別，要支援・要介護度，同居者数，ベースラインでの SOC，

CIQ，SF36 との関連  
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第４節  考察  

本 研 究 は ， ① ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ に て 介 入 し た 健 康 生 成 論 に 着 目 し た リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン 支 援 が SOC， 社 会 参 加 度 ， 健 康 関 連 QOL に 及 ぼ す 効 果 ， ② 健 康 生 成 力 SOC の 働 き

が 社 会 参 加 度 ， 健 康 関 連 QOL に 及 ぼ す 影 響を 検 証 し た ． ① の 結 果 ， SOC， CIQ， SF36v2

の 役 割 /社 会 的 側 面 の ス コ ア が ベ ー ス ラ イ ン に 比 べ て 6 ヵ 月 後 に 有 意 に 向 上 し た ．ま た ，②

の 結 果 で は ， ベ ー ス ラ イ ン で は 差 は 認 め ら れ な か っ た が ， 6 ヵ 月 後 で は ， 維 持 ・ 低 下 群 に

比 べ ，CIQ，SF36ｖ ２の 役 割 /社 会 的 側 面 が 有 意 に 良 好 で あ っ た ．以 下 ，結 果 の 解 釈 を 中 心

に 考 察 す る ．  

 

1．本研究における各スコアの様相  

a．SOC スコアの様相  

 対 象 者 の 平 均 年 齢 は 76.8±3.8 歳 歳 で あり ，ベ ー ス ラ イ ン に お け る 全 体（ n=38）の SOC

の 中 央 値 は 47. 0 点 で あ っ た ． SOC ス ケ ー ル ス コ ア を 100 に 対 す る 率 で 表 す と 72. 3％ で

あ っ た ． 本 江 ら （ 2003： 123-136） は ， 通 常 の 社 会 活 動 を 営 ん で い る 日 本 人 高 齢 者 の 率 は

71. 7％ ， 年 代 別 に みる と 65～ 69 歳 で は 72. 8％ ， 70～ 74 歳 で は 75. 5％ ， 75～ 79 歳 では

72. 0％ ， 80 歳 以 上 では 70. 3％ で あ る と 報告 さ れ て い る ． こ れ は ， 本 研 究 の 対 象 者 の 年 齢

と 照 ら す と SOC ス コ ア と 大 き な 差 は な く ，要 支 援・軽 度 要 介 護 状 態 に 至 っ て も 著 し く SOC

が 衰 え る と い う 様 相 は 認 め ら れ な い と 解 釈 で き る ． し か し な が ら サ ン プ ル 数 が 少 な く 一 般

化 す る こ と は で き な い ．  

 

ｂ．社会参加度（CIQ）の様相  

 鈴 木 ら（ 2009：865-876）は，日 本 人 健 常 者を 対 象 と し た 大 規 模 調 査 か ら 平 均 点 を 示 し て

お り ，10 歳 代 で は 15.2±3.2 点，20 歳 代 では 18.7±4.3 点 ，30 歳代 で は 18.5±4.2 点 ，40

歳 代 で は 17.6±4.5 点，50 歳 代 で は 17.3±5.1 点 ，60 歳 代 で は 17.7±5.0 点 ，70 歳 代 で は

16.1±5.1 点 と し ，10 歳 代 と 70 歳 代 で 20 歳～ 60 歳 代 よ り も 有 意に 低 得 点 で あ っ た こ と を

報 告 し て い る ．本 研 究 の 対 象 者 の 平 均 年 齢 は 76.8±3.8 歳 ，ベ ース ラ イ ン で の CIQ の 中 央

値 は 12.0 点 で あ り ，健 常 者 の CIQ と 比 較 し 明 ら か に 低 値 を 示 し て い る こ と が わ か る ． 増  

田 ら（ 2004：35-45）は，障 害 が ラ イ フ ス テ ージ の 途 中 か ら 生 じ る 脊 髄 損 傷 や 脳 卒 中 な ど の

障 害 者 と 比 較 し て ， 脳 性 ま ひ や ポ リ オ な ど 先 天 的 あ る い は 乳 幼 児 期 か ら 障 害 を も っ た 生 活

を 送 っ て い る 者 ，い わ ゆ る 障 害 の な い ラ イ フ ス テ ー ジ が ほ と ん ど な い 者 の CIQ 値 は よ り 低

い こ と を 指 摘 し て い る ． 増 田 ら が 報 告 し て い る 障 害 の 特 異 性 と 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 者 の 状

態 は 同 じ と は 言 え な い も の の ， 同 様 に ， 健 常 者 に 比 べ 社 会 参 加 の 頻 度 が よ り 少 な い と い う

結 果 で あ り ， 心 身 状 態 の 低 下 に よ る 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 者 の 特 異 性 を 示 し て い る と 考 え ら

れ る ．  
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ｃ．健康関連 QOL（SF36-v2）の様相  

 福 原 ら（ 2019）は ，60 歳 代 の 平 均 値 に つい て ，身 体 的 健 康 度 48.8±9.1 点 ，精 神 的 健康

度 で は 52.1±9.5 点 ，役 割 ・ 社 会 的 健 康 度 で は 53.3±8.3 点 ， 70 歳代 で は ， 身 体 的 健 康 度

44.0±9.6 点 ， 精 神 的健 康 度 で は 55.9±8.0 点 ， 役 割 ・ 社 会 的 健 康 度 で は 50.1±9.3 点 と報

告 し て い る ．本 研 究 の 平 均 年 齢 は 76.8±3.8 歳 で あ り ，SF36v2 のベ ー ス ラ イ ン で の 身 体 的

健 康 度 で は 中 央 値 が 38.9 点 ， 精 神 的 健 康 度は 53.4 点 ， 役 割 /社 会的 側 面 で は 35.1 点 であ

っ た ．福 原 ら の 70 歳代 の 平 均 値 と 比 較 す る と ， 身 体 的 健 康 度 ，精 神 的 健 康 度 ，役 割 /社 会

的 側 面 と も 低 い 結 果 と な っ た ．と り わ け ，身 体 的 健 康 度 ，役 割 /社 会 的 側 面 が 低 い 結 果 と な

っ た ． サ ン プ ル 数 が 少 な く 一 概 に 言 え な い が ， 本 研 究 で は ， 通 所 ・ 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン を 利 用 し て い る 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 を 対 象 と し て お り ， 何 ら か の 身 体 機 能 の 低 下

を 抱 え て い る こ と は 明 ら か で あ る ． 一 般 高 齢 者 を 対 象 と し た 福 原 ら の 結 果 と 比 較 し ， 身 体

的 健 康 度 の 低 下 ， ま た そ れ に 伴 う 役 割 /社 会 的 側 面 が 低 値 で あ る こ と は 妥 当 で あ る と い え

る ．   

 

２．対象者の基本属性およびその群間比較について  

対 象 者 の 集 団 的 特 性 に つ い て は 表 5-２ に 示 し た た め ， こ こ で は ベ ー ス ラ イ ン の SOC 両

群 の 等 価 性 の 程 度 に つ い て 考 察 す る ． ベ ー ス ラ イ ン に お い て CIQ， 健 康 関 連 QOL に 群 間

差 が 認 め ら れ な か っ た ．ま た ，有 意 水 準 を 10％ に 拡 大 し て も 差 の 傾 向 は 認 め ら れ な い（ 表

５ -４ ） こ と か ら ， 基本 属 性 に 関 し て は ， 事 前 の 両 群 の 等 価 性 は 比 較 的 高 い と い え る ．  

 

３．ベースライン，6 カ月後における SOC，CIQ，健康関連 QOL の変化について  

SOC， CIQ， SF36v2 の 役 割 /社 会 的 側 面 の ス コ ア が ベ ー ス ラ イ ン に 比 べ て 6 ヵ 月 後 に 有

意 に 向 上 し た（ 表 5-3）．健 康 生 成 論 の 視 点 を 援 用 し ，ま た ア ク シ ョ ン・リ サ ー チ を 用 いた

介 入 が ， SOC， 社 会 参 加 度 ， 健 康 QOL を 高め る 効 果 が あ る と 考 え ら れ る ． SF36v2 で は ，

身 体 的 健 康 度 ，精 神 的 健 康 度 ，役 割 ／ 社 会 的 健 康 度 の 3 つ の 健 康 度 の う ち ，役 割 /社 会 的 健

康 度 の み に 差 が 認 め ら れ た ．先 述 し た が ，本 研 究 で は ，厚 生 労 働 省（ 2015）が 示 す ，「 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 専 門 職 の 7 割 以 上 が ，リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 終 了 後 の 利 用 者 の 具 体 的 な 生

活 イ メ ー ジ を 持 て ず ， 漫 然 と し た 機 能 訓 練 が 長 期 間 に わ た っ て 継 続 さ れ て い る 現 状 」 の 課

題 解 決 に 向 け て 介 入 を 試 み た ． 身 体 的 健 康 度 ， 精 神 的 健 康 度 の 有 意 な 向 上 は 認 め ら れ な か

っ た が ，役 割 /社 会 的 側 面 に 効 果 を も た ら し た こ と は ，漫 然 と し た 機 能 訓 練 か ら の 脱 却 の 一

助 と な る 可 能 性 が あ る と 考 え ら え る ．し か し な ら ，役 割 /社 会 的 側 面 の 向 上 が ，生 活 の 営 み

方 に 変 容 を も た ら し 身 体 的 ・ 精 神 的 健 康 度 に 良 好 な 影 響 を 与 え て も お か し く は な い ． 本 研

究 で は ，６ カ 月 間 の 短 期 的 な 介 入 で あ っ た た め ，役 割 /社 会 的 側 面 の 向 上 が ，身 体 的 健 康 度 ，
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精 神 的 健 康 度 の 向 上 に 影 響 を 与 え る に 至 ら な か っ た と も 考 え ら れ な く は な い ．  

 

４．ベースライン，6 カ月後における CIQ，健康関連 QOL の中央値及び群間比較について  

ベ ー ス ラ イ ン で は 差 は 認 め ら れ な か っ た が ，6 ヵ 月 後 で は ，CIQ，SF36ｖ 2 の 役 割 /社 会

的 側 面 に お い て 有 意 に 群 間 差 が 認 め ら れ た ．い ず れ も 向 上 群 の 方 が 良 好 で あ っ た（ 表 5-4）．

し た が っ て ，介 入 に よっ て 向 上 し た 健 康 生 成 力 SOC は ，社 会 参 加度 ，健 康 関 連 QOL を高

め る 働 き を な す 可 能 性 が 考 え ら れ る ．ま た ，こ こ で も ，SF36v2 では ，身 体 的 健 康 度 ，精 神

的 健 康 度 ，役 割 ／ 社 会的 健 康 度 の 3 つ の 健 康 度 の う ち ，役 割 /社 会 的 健 康 度 の み に 差 が 認 め

ら れ た ．考 察 ３ で 述 べ た こ と に 加 え て ，身 体 的 健 康 度 ，精 神 的 健 康 度 に 向 上 は 少 な く と も，

役 割 や 社 会 参 加 の 制 約 を 対 処 す る た め の サ ポ ー ト 資 源 を 効 率 よ く 活 用 で き ， 役 割 /社 会 的

健 康 度 の 向 上 に つ な が っ た 可 能 性 も あ る ． ま た ， ア ン ト ノ フ ス キ ー は ， い ざ と い う と き に

頼 れ る 人 が い た り ， 自 分 を 認 め ， 大 切 に 思 っ て く れ る 人 が い た り す る こ と で SOC は 強 ま

る と し て い る ． 本 研 究 の 結 果 １ で は ， ベ ー ス ラ イ ン で の 家 族 構 成 に SOC の 群 間 差 が 認 め

ら れ な か っ た ．家 族 の み な ら ず ，家 族 以 外 の 頼 れ る 人 や そ の 他 の 資 源 を 効 率 よ く 動 員 で き ，

ス ト レ ッ サ ー に 柔 軟 に 対 処 で き る 力 が 得 ら れ た 結 果 と も 考 え ら れ る ．  

 

５．SOC の変化量と．ベースラインでの年齢，性別，要支援・要介護度，同居者数， SOC，

CIQ，SF36 との関連について  

ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 に て SOC 変 化 量 に か か わ る 要 因 に つ い て 分 析 し た 結 果 ， ベ ー

ス ラ イ ン で の 年 齢 ，性 別 ，要 支 援・要 介 護 度 ，同 居 者 数 ，SOC，CIQ，SF36 の す べ て の 項

目 に つ い て 関 連 は 認 め ら れ な か っ た ． サ ン プ ル 数 が 少 な く 一 般 化 す る こ と は で き な い が ，

SOC の 変 化 量 は ベ ー ス ラ イ ン で の 他 要 因 の 影 響 を 受 け て い る 可 能 性 は 低 い ．４ の 結 果 と す

り 合 わ せ て 考 え る と SOC の 視 点 を 取 り 込 ん だ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 介 入 支 援 は ベ ー ス ラ イ

ン で の 年 齢 ，性 別 ，要支 援・要 介 護 度 ，同 居者 数 ，SOC，CIQ，SF36 の 状 態 に 関 わ ら ず SOC

の 向 上 を 期 待 で き る も の と い え る ．  

 

６．本研究の限界と今後の課題  

本 研 究 デ ザ イ ン は 無 作 為 割 り 付 け で は な い た め ，一 般 化 可 能 性 の 限 界（ 外 的 妥 当 性 ）と ，

選 択 の バ イ ア ス を 完 全 に 排 除 す る こ と は で き な い ． ま た ， 群 間 比 較 で は ， 群 分 け の 基 準 を

SOC の 変 化 に よ っ て行 っ て い る た め ， 要 因 で あ る SOC と 結 果 であ る 社 会 参 加 度 ， 健 康 関

連 QOL の 時 間 的 関 係を 確 認 す る こ と は で き な い ． こ の た め 本 分 析 結 果 に 基 づ く 作 用 の メ

カ ニ ズ ム の 理 解 は ， 因 果 関 係 で な く ， 相 互 関 係 に 止 め る べ き で あ る ．  

今 後 は ， 様 々 な 背 景 を 持 つ 集 団 を 対 象 に 調 査 を 重 ね ， 一 般 化 の 範 囲 を 拡 大 し て い く こ と

が 望 ま れ る ．  
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第５節  小括  

本 研 究 で は ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 方 法 を 用 い て 介 入 し た 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込

ん だ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支 援 が SOC， 社 会参 加 度 ， 健 康 関 連 QOL に 及 ぼ す 効 果 ， ま た ，

健 康 生 成 力 SOC の 働 き が 社 会 参 加 度 ，健 康関 連 QOL に 及 ぼ す 影 響 を 検 証 す る こ と を 目 的

に ， 通 所 ・ 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 利 用 中 の 40 名 を 対 象 に 6 カ月 間 の 介 入 調 査 を 実 施

し た ．介 入 効 果 を 検 証 す る た め に ，ベ ー ス ラ イ ン ， 6 ヵ 月 後 の SOC，社 会 参 加 度 と 健 康関

連 QOL の 測 定 と ，群 ご と の 変 化 量 を 検 討 す る た め に ，介 入 に よ る SOC の 6 か 月 間 の 変化

か ら ，「 向 上 群 」と「 維持・低 下 群 」の 2 群 に 分 け て ，群 間 差 を 検 討 し た ．そ の 結 果 ，SOC，

CIQ， SF36v2 の 役 割 /社 会 的 側 面 の ス コ ア が ベ ー ス ラ イ ン に 比 べ て 6 ヵ 月 後 に 有 意 に 向 上

し た ． ま た ， ベ ー ス ラ イ ン で は 差 は 認 め ら れ な か っ た が ， 6 ヵ 月 後 で は ， 維 持 ・ 低 下 群 に

比 べ ， 向 上 群 に お い て CIQ， SF36ｖ ２ の 役 割 /社 会 的 側 面 が 有 意 に 良 好 で あ っ た ． 本 研 究

は ， 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 介 入 が ， SOC， 社 会 参 加 度 ， 健 康 関 連 QOL に 効 果 を

も た ら す 一 つ の 手 法 で あ る こ と ， ま た ， SOC が CIQ， 健 康 関 連 QOL の 役 割 /社 会 的 健 康

度 の 重 要 な 説 明 要 因 で あ る こ と を 示 す 根 拠 の 一 つ と な る ．  
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終  章  健康生成力概念 SOC の視点を取り込んだリハビリテーションモデルの提示  

  

本 章 で は ， 第 ２ ～ ５ 章 で 得 ら れ た 知 見 を 踏 ま え ， 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 社 会 参

加 促 進 に 向 け た 新 た な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 示 し ， 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題 を 述 べ

る ．  

 

第１節  本研究で明らかにされたこと  

健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進 に 向 け た 新 た

な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 提 示 す る に あ た り ， ２ つ の 研 究 課 題 を 設 定 し た ． ま た ， そ

の 解 明 に む け て 先 行 研 究 レ ビ ュ ー か ら 導 か れ ，第 2～ 5 章 で 述 べ た ４ つ の 調 査 を 実 施 し た ．

本 研 究 に お い て 設 定 し た 研 究 課 題 と そ の 解 明 に 向 け た 取 り 組 ん だ 方 法 と 結 果 を 表 6－ 1 に

示 す ． 本 研 究 で 明 ら か に さ れ た こ と に つ い て ， ４ つ の 調 査 に 照 ら し て 説 明 す る ．  
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１．要支援・軽度要介護高齢者の社会参加推移における促進および抑制要因と SOC との関

連  

 第 2 章 で は ，要 介 護認 定 前 か ら 調 査 時 現 在 に お け る 「 社 会 参 加 の 開 始 ，継 続 に 至 っ た 行

動・心 境 」「 社 会 参 加 に 結 び つ か な か っ た 行 動・心 境 」を 聞 き 取 り ，M-GTA を 用 い て 質 的

に 分 析 し た ．さ ら に ，そ の う え で SOC 高・低 群 の み に 出 現 し た カ テ ゴ リ を 抽 出 し ，社 会 参

加 の 促 進 及 び 抑 制 要 因 と SOC と の 関 連 を 示 し た ． SOC 高 群 の み に 出 現 し た カ テ ゴ リ は ，

【 心 身 ， 周 囲 の 状 況 を 把 握 す る 】 【 環 境 ， 状 況 に 応 じ た 行 動 を 予 測 す る こ と 】 ， 【 実 体 験

後 の リ フ レ ク シ ョ ン に て 解 決 を 見 出 す こ と 】で あ り ，SOC の 下 位 因 子 で あ る「 把 握 可 能 感 」

「 処 理 可 能 感 」が 関 連 す る 可 能 性 が あ る こ と を 明 ら か に し た ．ま た ，SOC 低 群 の み に 出 現

し た カ テ ゴ リ は ， 【 家 族 ・ 友 人 に 助 け を 求 め な い 】 【 参 加 す る こ と に 対 し て 意 味 を 感 じ な

い 】 で あ り ， 「 処 理 可 能 感 」 「 有 意 味 感 」 が 十 分 に 働 い て い な い 状 態 で あ る 可 能 性 を 明 ら

か に し た ．  

ま た ，第 3 章 に お い て，SOC 並 び に 下 位 因 子に つ い て ，類 型 化 し た参 加 パ タ ー ン の 群 間

比 較 を 行 う た め に ，Kruskal-Wallis 検 定 を 用い て 分 析 し ，そ れ ぞ れ Bonferroni の 方 法 で 多

重 比 較 を 行 っ た ．要 介 護 認 定 前 か ら 調 査 時 現 在 に お け る 参 加 パ タ ー ン は ，「 継 続 群 」，「 再

開 群 」 ， 「 不 参 加 移 行 群 ， 「 不 参 加 継 続 群 」 の 4 つ に 類 型 化 さ れ た ． 群 間 比 較 の 結 果 は ， 

SOC 総 ス コ ア ，処 理 可 能 感 ，有 意 味 感 で は ，継 続 群 － 不 参 加 継 続 群 ，再 開 群 － 不 参 加 継 続

群 と の 間 ， 有 意 味 感 で は 加 え て ， 継 続 群 － 不 参 加 移 行 群 ， 再 開 群 － 不 参 加 移 行 群 と の 間 に

有 意 な 差 が 認 め ら れ た ． 一 方 ， 把 握 可 能 感 で は ， 参 加 パ タ ー ン 間 に お い て 有 意 な 差 は 認 め

ら れ な か っ た ．  

要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 者 の 社 会 活 動 促 進 に 向 け て SOC な か で も 「 処 理 可 能 感 」 「 有 意 味

感 」を 高 め る 支 援 が 有 効 で あ る こ と ，ま た ，状 況 や 状 態 を 合 理 的 に 理 解 し て い る か ら こ そ ，

社 会 活 動 へ の 参 加 に 向 け て 消 極 的 に な り う る 可 能 性 が あ る こ と を 示 唆 し た ． 要 支 援 ・ 軽 度

要 介 護 者 の 社 会 活 動 促 進 に 向 け て SOC な か で も「 処 理 可 能 感 」「 有 意 味 感 」を 高 め る 支 援

が 有 効 で あ る 可 能 性 が あ る こ と ， ま た ， 「 把 握 可 能 感 」 に 相 当 す る 状 況 や 状 態 を 合 理 的 に

理 解 し て い る か ら こ そ ， 社 会 活 動 へ の 参 加 に 向 け て 消 極 的 に な り う る 可 能 性 も あ る こ と を

明 ら か に し た ．こ れ は ，第 2 章 の 社 会 参 加 促 進・抑 制 要 因 と SOC 高・低 群 と の 関 係 を 質的

に 分 析 し た 結 果 を 支 持 し て お り ，SOC の 高 低 が 社 会 参 加 推 移 に 影 響 す る こ と が 明 ら か に な

っ た ．  

こ れ ま で に も ， 女 性 に お い て は 地 域 組 織 や 団 体 へ の 参 加 組 織 数 が 多 い ほ ど SOC も 高 い

傾 向 が あ る こ と（ 金 森 2013：125-134），精神 的 に 健 康 で あ る 場 合 は SOC の 高 低 は QOL

に 影 響 し な い が ，精 神的 不 健 康 で あ る 場 合 に は SOC の 高 低 が QOL の 保 持 に 関 与 す る 可 能

性 が あ る と し て い る（ 畑 山 ら 2008：29-34）こ と な ど ，少 な か ら ず 社 会 参 加 と SOC と の 関

連 は 報 告 さ れ て い る が ， 社 会 参 加 の 推 移 と SOC と の 関 係 を 明 ら か に し た も の は 殆 ど な か
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っ た ．  

以 上 の よ う な 質 的 ，量 的 に 分 析 し た 2 つ の 研 究 結 果 は ，老 化 や 病 気 ，事 故 な ど で 心 身に

変 化 を も た ら し な が ら 在 宅 生 活 を 継 続 し て い る 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進

に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 検 討 す る 際 の 参 考 に で き る と 考 え ら れ る ．よ っ て ，第 ４ 章 ，

5 章 に て ， ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い て 実 施 す る ， 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン を 探 る 介 入 研 究 の 妥 当 性 を 担 保 す る も の と い え る ．  

 

２．社会参加促進に向け取り組んだ，健康生成論の視点を取り込んだ新たなリハビリテー シ

ョンの視点と支援方法  

 第 4 章 で は ，健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 新 た な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル の 構 築 に

向 け て ， 現 場 で 働 く 研 究 実 施 者 と と も に ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 介 入 研 究 を 実 施 し

た ．  

介 入 経 過 か ら 導 き 出 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 視 点・介 入 の 仕 方 と し て，<対 象 者 の 発 言 ，行

動 を 俯 瞰 し 参 加 へ の 意 味 や 価 値 を 捉 え る ><参 加 場 面 を 対 象 者 と 支 援 者 が 共 に 想 像 す る ><

馴 染 み の あ る 友 人 や 家 族 と の 参 加 場 面 の 共 有 ><喜 び や 価 値 を も た ら す 参 加 体 験 ><対 象 者

自 身 が 課 題 解 決 で き る よ う 尋 ね る >を 抽 出 し た ．  

<対 象 者 の 発 言 ，行 動 を 俯 瞰 し 参 加 へ の 意 味 や 価 値 を 捉 え る >に つ い て ，対 象 者 の 言 語 化

し た 価 値 や 意 味 を 聞 き 取 る こ と は 言 う ま で も な く 重 要 で あ る が ， 対 象 者 の 内 省 の 程 度 に よ

っ て 可 変 的 で あ る （ 齋 藤  2019： 90－ 93） こ と を 念 頭 に お い て 発 言 や 行 動 を 俯 瞰 し て 捉 え

る 必 要 が あ る ． 表 面 化 さ れ た 発 言 を 把 握 し つ つ ， そ の 意 味 を 俯 瞰 す る こ と は ， 対 象 者 が 生

活 を 営 む 意 味 や 価 値 を と ら え よ う と す る プ ロ セ ス は リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 実 施 す る う え で

重 要 で あ り ，SOC の 下 位 因 子 で あ る 有 意 味 感 を 把 握 す る こ と に 相 当 す る も の と 考 え ら え る ． 

<参 加 場 面 を 対 象 者 と 支 援 者 が 共 に 想 像 す る >は ，遠 ざ か っ て い た 参 加 場 面 を 想 像 し ，参

加 す る こ と の 意 味 や 価 値 を 思 い 起 こ す プ ロ セ ス で あ る と い え ， 有 意 味 感 を 高 め る き っ か け

と な る 可 能 性 を 含 ん で い る ． ま た ， セ ラ ピ ス ト と 共 に 想 像 す る ． ま た ， 対 象 者 が 参 加 環 境

と 自 身 の 状 態 を 照 ら し 合 わ せ て 想 像 あ る い は 予 測 す る こ と は ， 把 握 可 能 感 に も 関 連 す る も

の と い え る ．  

<馴 染 み の あ る 友 人 や 家 族 と の 参 加 場 面 の 共 有 >は ，対 象 者 が 社 会 参 加 に 向 け て 援 助 を 求

め る ， つ ま り 対 処 資 源 を 動 員 す る き っ か け を 与 え る こ と に な る ． 対 処 資 源 を 導 入 す る こ と

で ， 社 会 参 加 の 目 標 を 手 繰 り 寄 せ る こ と が で き ， 処 理 可 能 感 を 高 め る 可 能 性 を 含 ん で い る

と 考 え ら れ る ．Williams（ 1984：1049-1054）は 加 齢 だ け に よ る 機 能 の 変 化 に 加 え て ，病 人

で は 疾 病 に よ っ て 機 能 的 状 態 の 低 下 が 助 長 さ れ る と し て お り ， 高 齢 期 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン で は ， 心 身 機 能 の 回 復 に は 限 界 が あ る と い え る ． 参 加 に 向 け た 高 齢 期 の リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン に お い て は ， 対 象 者 の 外 側 に あ る 対 処 資 源 を 再 構 築 す る 支 援 は 重 要 で あ る と い え る ．  
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<喜 び や 価 値 を も た ら す 参 加 体 験 >は ，対 象 者 が 社 会 参 加 し ，そ の 価 値 を 見 出 す こ と が で

き る よ う 介 入 す る こ と が 重 要 で あ る こ と を 示 唆 し て い る ． 参 加 場 面 に た ど り 着 け る よ う に

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支 援 を 施 す だ け で は ， 継 続 で き る 参 加 を も 中 断 し て し ま う こ と に な り

か ね な い ． 参 加 に よ る 対 象 者 本 人 の 心 境 を 把 握 し な が ら ， ま た ， 参 加 場 面 で の 他 者 と の 関

係 性 を 築 く こ と が で き る よ う 介 入 す る 必 要 が あ り ， 有 意 味 感 を 高 め る こ と に つ な が る も の

と 考 え ら れ る ．   

<対 象 者 自 身 が 課 題 解 決 で き る よ う 尋 ね る >は ，健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 介 入 支 援

を 通 じ て ， 試 行 錯 誤 し な が ら 導 き 出 し た も の で ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ が 課 題 解 決

に 向 け た ア ド バ イ ス を 与 え る よ り も ， 本 人 自 ら が 解 決 で き る よ う 介 入 す る 方 が ， 社 会 参 加

促 進 に つ な が る こ と を 示 唆 し た ． こ れ は ， 対 処 資 源 の 導 入 を 対 象 者 自 身 が 検 討 す る プ ロ セ

ス で あ り ， SOC， な か で も 処 理 可 能 感 を 高 め る 介 入 方 法 で あ る と 考 え ら え る ．  

以 上 か ら ，そ れ ぞ れ の カ テ ゴ リ が ，SOC お よび 下 位 因 子 を 高 め る 可 能 性 を 含 ん で い る こ

と を 明 ら か に し た ．  

ま た ，ア ク シ ョ ン・リサ ー チ を 用 い た 研 究 実 施 者 へ の 介 入 効 果 と 影 響 と し て ，<働 き 方 を

部 署 で 見 直 す こ と が で き た ><評 価 ・ 介 入 方 法 の 幅 が 広 が っ た ><家 族 ・ 友 人 の 協 力 を 得 や

す く な っ た ><介 入 に 自 信 を も て る よ う に な っ た >の 4 つ の カ テ ゴ リ が 抽 出 さ れ た ．ア ク シ

ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 介 入 は ， 活 動 ・ 参 加 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 励 み な が ら も

目 標 に 至 ら な い 悩 み や ジ レ ン マ を 抱 え る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ に む け ， 理 論 と 実 践

を つ な ぐ 介 入 で あ っ た と い え る ． ま た ， 今 回 実 施 し た ， 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 支 援 方 法 は ， 長 年 ， 見 直 し を 繰 り 返 さ れ て い る 高 齢 期 の リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン の 解 決 へ の 糸 口 と な る 可 能 性 を 含 ん で い る も の と 考 え る こ と が で き る ．  

第 5 章 で は ，ア ク シ ョ ン・リ サ ー チ の 方 法 を 用 い て 介 入 し た 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込

ん だ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支 援 が SOC， 社 会参 加 度 ， 健 康 関 連 QOL に 及 ぼ す 効 果 ， ま た ，

健 康 生 成 力 SOC の 働き が 社 会 参 加 度 ， 健 康 関 連 QOL に 及 ぼ す 影響 を 検 証 し た ． そ の 結

果 ， SOC， CIQ， SF36v2 の 役 割 /社 会 的 側 面 の ス コ ア が ベ ー ス ラ イ ン に 比 べ て 6 ヵ 月 後 に

有 意 に 向 上 し た ． ま た ， ベ ー ス ラ イ ン で は 差 は 認 め ら れ な か っ た が ， 6 ヵ 月 後 で は ， SOC

の 維 持 ・ 低 下 群 に 比 べ ， 向 上 群 に お い て CIQ， SF36ｖ ２ の 役 割 /社 会 的 側 面 が 有 意 に 良 好

で あ っ た ． 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 介 入 が ， SOC， 社 会 参 加 度 ， 健 康 関 連 QOL に

効 果 を も た ら す 一 つ の 手 法 で あ る こ と ， ま た ， SOC が CIQ， 健 康 関 連 QOL の 役 割 /社 会

的 健 康 度 の 重 要 な 説 明 要 因 で あ る こ と を 示 す 根 拠 の 一 つ と な る ． 対 象 者 が 少 な く 信 頼 性 に

欠 け る 点 は 否 め な い が ，第 4 章 で 示 唆 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 視 点・介 入 の 仕 方 の 妥 当 性 を

担 保 す る 結 果 と な っ た と い え る ．  
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第２節  要支援・軽度要介護高齢者のリハビリテーションのあり方に 関する示唆  

第 3 章 は 第 2 章 の 妥 当性 を ，第 5 章 は 第 4 章の 妥 当 性 を 担 保 す る も の で あ る ．ま た ，第

4 章 は ， 第 2 章 で の 知見 を 参 照 し て 実 施 し た 介 入 研 究 で あ る 為 ， 第 4 章 で 得 ら れ た 知 見を

も と に ， 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進 に 向 け

た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 図 6－ 1 に 示す ． 第 4 章 に て 介 入 した 際 の リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン の 流 れ に そ っ て ， ① 参 加 に 向 け た 情 報 収 集 ・ 目 標 設 定 の 段 階 ， ② 参 加 計 画 の 段 階 ， ③

参 加 事 項 の 段 階 ， ④ 参 加 の 振 り 返 り の 段 階 に 分 け て 説 明 す る ．  
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１．参加に向けた情報収集・目標設定の段階  

a．対象者の発言，行動を俯瞰し参加への意味や価値を捉える  

a-1．発言の背景にある要因を考える  

第 3 章 で は ，SOC 下 位因 子 で あ る 有 意 味 感 が 高 い ほ ど 参 加 推 移 が 促 進 さ れ る こ と が 明 ら

か に な っ た ．ま た ，有 意 味 感 を 高 め る 支 援 に 関 連 の あ る 視 点 ・ 方 法と し て ，第 4 章 で 抽 出

し た <対 象 者 の 発 言 ，行 動 を 俯 瞰 し 参 加 へ の 意 味 や 価 値 を 捉 え る >が 抽 出 さ れ た ．対 象 者 の

言 語 化 し た 価 値 や 意 味 を 聞 き 取 る こ と は 言 う ま で も な く 重 要 で あ る が ， 先 行 研 究 で は 対 象

者 は 内 省 の 程 度 に よ っ て 発 言 や 行 動 が 可 変 的 で あ る（ 齋 藤  2019a：90－ 93）と 報 告 さ れ て

お り ， そ の こ と を 念 頭 に お い て 発 言 や 行 動 を 俯 瞰 し て 捉 え る 必 要 が あ る ． 表 面 化 さ れ た 発

言 を 把 握 し つ つ ， そ の 意 味 を 俯 瞰 す る こ と は ， 対 象 者 が 社 会 と の 関 わ り 方 や 生 活 を 営 む 意

味 や 価 値 を 探 索 す る プ ロ セ ス で あ り ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 実 施 す る う え で 重 要 で あ る ．

対 象 者 の 発 言 ， 行 動 の 意 味 や 価 値 を 捉 え な が ら ， 対 象 者 に 応 じ た 社 会 と の 触 れ 合 い 方 や ，

参 加 の 種 類 や タ イ ミ ン グ を 検 討 す る 支 援 は ，SOC の 下 位 因 子 で あ る 有 意 味 感 を 高 め る 支 援

に 相 当 す る も の と 考 え ら え る ． ま た ， 介 入 当 初 か ら 目 標 達 成 に 至 る す べ て の 関 わ り で 必 要

と な る 視 点 で あ り ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ の コ ン ピ テ ン シ ー と も い え る ．  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 分 野 に お け る 目 標 設 定 に つ い て ， Maitra ら （ 2006： 298-310） は ，

作 業 療 法 士 の 94％ がク ラ イ エ ン ト を 巻 き 込 み 十 分 な 説 明 を 行 っ た と 回 答 し た も の の ，担 当

さ れ た ク ラ イ エ ン ト の 46%は 目 標 設 定 に 関わ っ て い な い し ，そ もそ も 目 標 が 分 か ら な い と

回 答 し た 研 究 結 果 を 報 告 し て い る ． ま た ， 我 が 国 に お い て も Saito ら （ 2019b：1-6） は ，

作 業 療 法 士 と 担 当 ク ラ イ エ ン ト の 目 標 を 分 析 し た 結 果 ， お 互 い 挙 げ て も ら っ た 目 標 が 不 一

致 で あ る 割 合 が 43％に も な る こ と ， 両 者 の 認 識 し て い る 目 標 が 完 全 に 一 致 し て い た の は ，

わ ず か 17％ で の み であ っ た こ と を 報 告 し て い る ．こ れ ら の こ と か ら ，対 象 者 の 活 動・参加

に 向 け た 目 標 設 定 は 容 易 で は な い こ と が わ か る ． こ の 対 象 者 と 目 標 を 共 有 す る こ と は 容 易

で は な い こ と ， 完 全 に 一 致 し て い る と は い え な い 可 能 性 が あ る こ と を 念 頭 に お い て ， 対 象

者 の 発 言 や 行 動 を 俯 瞰 し ， 背 景 に あ る 要 因 を 考 え な が ら 参 加 へ の 意 味 や 価 値 を 捉 え る こ と

が 重 要 で あ る と 考 え る ．  

 

a-2．参加に向けて消極的な理由を丁寧に読み取る  

2015 年 の 介 護 報 酬 改定 で は ，リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン マ ネ ジ メ ン ト 加 算 Ⅱ が 新 設 さ れ ，目 標

を 設 定 す る に あ た り ，厚 生 労 働 省（ 2015）は，興 味・関 心 チ ェ ッ クリ ス ト を 提 示 し て い る ．

興 味・関 心 チ ェ ッ ク リス ト（ 図 6-2）は ，活 動・参 加 に 向 け た 目 標を 設 定 で き る よ う 作 成 さ

れ た ツ ー ル で あ り ， 46 の 生 活 行 為 と そ の 他の 項 目 に 対 し て ， 「 し て い る 」 「 し て み た い 」

「 興 味 が あ る 」 か ど う か を 確 認 す る も の で あ る ． 他 に も ， 対 象 者 が 「 し た い 」 「 す る 必 要

が あ る 」 「 す る こ と を 期 待 さ れ て い る 」 作 業 を 決 定 す る カ ナ ダ 作 業 遂 行 測 定 Canadian 
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Occupational Performance Measure；COPM（ Law MC ら：2015）や ，「 セ ル フ ケ ア 」「 移

動 ・ 運 動 」 「 家 庭 生 活 」 「 仕 事 ・ 学 習 」 「 対 人 交 流 」 「 社 会 活 動 」 「 ス ポ ー ツ 」 「 趣 味 」

を 対 象 範 囲 と し ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 目 標 設 定 を 協 働 で 行 う た め の i pad ア プ リ ケ ー シ

ョ ン（ 紙 面 バ ー ジ ョ ン も 有 り ）と し て 作 業 選 択 意 思 決 定 支 援 ソ フ ト（ aid for decision-making 

in occupation choice： ADOC） な ど が 開 発 さ れ て い る (Tomori ら ： 2012：88－ 97)． これ

ら の ツ ー ル を 用 い て ， ま た 活 動 や 参 加 を 選 択 し た 理 由 な ど を 掘 り 下 げ て 尋 ね る こ と に よ っ

て ， 対 象 者 の 価 値 や 意 味 を 捉 え る こ と は a で 示 し た こ と と 関 連 が あ り 重 要 で あ る ．  

一 方 ， 長 期 に わ り 社 会 生 活 や 社 会 活 動 か ら 離 れ て 生 活 を 営 ん で い る 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護

者 に 対 し て ， 活 動 や 参 加 に 向 け て 「 し て み た い 」 「 や り た い こ と 」 を 尋 ね て も ， 返 答 が 得

ら れ な い こ と や ， 意 図 を 正 確 に 伝 え ら れ ず 関 係 性 を 拗 ら せ て し ま う こ と も あ り 得 る ． 第 ４

章 で 分 析 し た ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 介 入 経 過 か ら 導 き 出 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 視

点 ・ 方 法 の 最 終 コ ー ド に は ， 「 参 加 し た い 気 持 ち は あ る が ， 他 者 に 会 う こ と に 恥 ず か し さ

を も っ て い る の か も し れ な い な ど ， し た い け れ ど も 踏 み 切 れ な い 気 持 ち な ど を 読 み 取 る こ

と 」 ， 「 参 加 に 向 け た ニ ー ズ を 聞 き 取 っ た が ， 実 際 参 加 す る と な る と 行 動 が 伴 わ な い こ と

が あ る 」 な ど ， 参 加 に 向 け て 消 極 的 な 理 由 を 聞 き 取 り 承 認 す る プ ロ セ ス が 後 の 社 会 参 加 に

向 け た 行 動 変 容 に つ な が る 可 能 性 を 示 唆 し た ． 断 言 は で き な い が ， 社 会 参 加 に 向 け て 積 極

的 に な れ な い 理 由 や 困 り ご と な ど を 共 有 す る こ と は ，対 象 者 の 状 態 を 把 握 す る 段 階 で あ り ，

状 態 を 把 握 す る こ と が 信 頼 関 係 の 構 築 に も つ な が る も の と 考 え ら れ る ．  

 活 動 ・ 参 加 に 向 け た 目 標 を 対 象 者 と 合 意 し 共 有 す る た め の 手 順 に つ い て は 提 示 で き な い

が ， 参 加 に 向 け て 消 極 的 な 理 由 を 丁 寧 に 読 み 取 り 共 感 す る プ ロ セ ス は ， 信 頼 関 係 の 構 築 に

つ な が り ， a で 示 し た 対 象 者 の 参 加 の 意 味 を 捉 え る こ と に つ な が る も の で あ る と い え る ．  
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図 6-2 興味・関心チェックシート  （文献 6 より引用）  

 

ｃ．目標を一方的に押し付けない  

 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支 援 に お い て 目 標 を 一 方 的 に 押 し 付 け な い こ と は 言 う ま で も な い ．

し か し ， 臨 床 医 療 で 提 唱 さ れ て き た パ タ ー ナ リ ズ ム モ デ ル は 今 な お 引 き 継 が れ ， 介 護 保 険

分 野 に お い て も そ の 傾 向 は 多 少 な り と も 残 っ て い る ．ま た ，1997 年の 医 療 法 改 正 で 医 療 者
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の 努 力 義 務 と し て 記 載 さ れ た イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト は ， 医 療 者 が 持 ち う る 情 報 を 提 示

し て 患 者 が そ れ を 受 託 す る と い う も の で あ り ， 説 明 し 同 意 を 得 る こ と か ら ， 理 論 上 で は 対

象 者 の 意 思 決 定 へ の 参 加 が 増 し た よ う に 見 え る ．し か し な が ら ，藤 本（ 2020：25－ 30）は，

患 者 が 説 明 を 受 け た こ と に 対 し て ， た だ 同 意 を 示 す と い う 意 味 に 変 わ っ て き て お り イ ン フ

ォ ー ム ド コ ン セ ン ト が 医 療 者 に と っ て 本 来 の 役 割 で あ る 患 者 参 加 を 担 え て い な い 問 題 点 を

指 摘 し て い る ．対 象 者 の 意 思 決 定 に つ い て ， Shared decision making は ，治 療 オ プ シ ョ ン ，

利 益 と 害 ， 患 者 の 価 値 観 ， 希 望 ， 状 況 を 踏 ま え ， 臨 床 化 と 患 者 が 一 緒 に 健 康 に か か わ る 意

思 決 定 に 参 加 す る プ ロ セ ス と 定 義 さ れ て お り （ Hoffmann ら -2014： 1295-1296） ， 注 目さ

れ て き て い る が 臨 床 に は 浸 透 し て い な い ．第 4 章 の ア ク シ ョ ン・リ サ ー チ を 用 い た 介 入 経

過 か ら 導 き 出 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 視 点 ・ 方 法 と し て 挙 が っ た 目 標 を 一 方 的 に 押 し 付 け な

い 関 わ り 方 は 社 会 参 加 に 向 け た 目 標 設 定 以 前 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支 援 に 必 要 な も の で あ

る と い え る ．  

 

２．参加計画の段階  

a．参加場面を対象者と支援者が共に想像する  

a-1．参加場面を想像しながら準備を行う  

１ で 示 し た <対 象 者 の 発 言 ， 行 動 を 俯 瞰 し 参 加 へ の 意 味 や 価 値 を 捉 え る >の 段 階 で 対 象 者

が 社 会 に 参 加 す る 意 味 や 価 値 を 捉 え ， 対 象 者 の 社 会 と の 触 れ 合 い 方 や ， 参 加 の タ イ ミ ン グ

や 種 類 を 検 討 す る こ と は 自 分 に と っ て 意 味 が あ る か ど う か を 探 る プ ロ セ ス で あ り 有 意 味 感

を 高 め る き っ か け に な る 支 援 で あ る こ と を 説 明 し た ． こ れ と 併 せ て 第 4 章 で 抽 出 し た ， <

参 加 場 面 を 対 象 者 と リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ が 共 に 想 像 す る >と い う プ ロ セ ス も リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン を 進 め る う え で 重 要 な 関 わ り 方 で あ る と い え る ．こ の プ ロ セ ス は ，要 支 援・

軽 度 要 介 護 状 態 と な り 一 度 は 離 れ て い た 参 加 場 面 を 想 像 し 参 加 す る こ と の 意 味 や 価 値 を 想

起 す る プ ロ セ ス で あ る と い え ， こ れ も ま た 有 意 味 感 を 高 め る き っ か け と な る 可 能 性 を 含 ん

で い る と い え る ． さ ら に ， 自 身 の 状 況 で 参 加 行 動 を 想 像 す る こ と は ， 実 際 の 場 面 で の 確 認

で は な い も の の ， 参 加 環 境 と 自 身 の 状 態 を す り 合 わ せ て ど の よ う な 状 況 に お か れ る の か を

思 い 起 こ す 過 程 あ り ， 支 援 者 と と も に 想 像 す る こ と で よ り 現 実 的 に 把 握 す る こ と が 予 期 で

き る ． こ の プ ロ セ ス は 状 況 や 状 態 を 捉 え る こ と が で き る は 把 握 可 能 感 に 相 当 す る も の と い

え る ． 参 加 計 画 の 段 階 で あ る が ， 参 加 に 向 け た 情 報 収 集 ・ 目 標 設 定 の 段 階 に お い て も 用 い

ら れ る こ と も あ り 得 る ．  

 

a-2．過去の参加体験の目的を思い浮かべる  

 例 え ば ，１ の 情 報 収 集・目 標 設 定 の 段 階 で「 買 い 物 に 行 く 」と い う 目 標 が 設 定 で き れ ば ，

ど こ の お 店 に 何 を 買 い に 行 く か ， ま た ど う や っ て お 店 ま で 行 く か ， 支 払 い は ど う す る か な
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ど 計 画 を 立 て る 必 要 が あ る ． こ れ は 筆 者 の 所 感 で あ る が ， こ の よ う な 計 画 の 段 階 に お い て

こ れ ま で の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン で は ， 安 全 や 効 率 を 重 視 し て 主 に 支 援 者 が 計 画 を 立 案 す る

こ と が 多 く ， 対 象 者 本 人 の 参 加 の 意 味 や 価 値 が 薄 れ て し ま う こ と も 少 な く な い よ う に 感 じ

る ． 計 画 を 立 て る 際 に は ， 参 加 場 面 を 対 象 者 と 支 援 者 が 共 に 想 像 し ， 対 象 者 の 参 加 の 意 味

を 探 り な が ら 具 体 的 に 計 画 を 立 案 す る 必 要 が あ る ．第 4 章 で 浮 き 彫 り に し た【 過 去 の 参 加

体 験 の 目 的 を 思 い 浮 か べ る 】 こ と は ， 参 加 の 意 味 や 価 値 を 回 想 で き ， 計 画 し て い る 参 加 の

意 味 を 対 象 者 自 身 が 確 認 で き る こ と に な る と い え ， SOC の 有 意 味 感 の 高 揚 が 期 待 で き る ． 

 

a-3．不安な点を事前に想像する  

 a-1，a-2 で 論 述 し たよ う に ，参 加 場 面 を 想 像 し 意 味 や 価 値 を 確 認 し 有 意 味 感 の 高 ま り を

期 待 し つ つ 計 画 を 進 め て い く が ， 対 象 者 は 以 前 と は 異 な る 状 態 で し ば ら く ぶ り に 参 加 す る

こ と に 対 す る 不 安 や 負 担 を 感 じ る こ と は 当 然 で あ る と い え る ．第 4 章 で は ，「 参 加 場 面 を

思 い 浮 か べ な が ら ， 私 （ セ ラ ピ ス ト ） と 一 緒 に リ ス ク を 考 え る と ， 安 心 さ れ た ． 」 「 参 加

場 面 を イ メ ー ジ し て い る と ， 不 安 な と こ ろ が 明 確 に な っ て 対 策 を 考 え や す く な っ た ． 」 な

ど 【 不 安 な 点 を 事 前 に 想 像 す る 】 こ と が 社 会 参 加 促 進 に 向 け て 有 効 で あ っ た こ と を 明 ら か

に し た ． a-2 で 論 述 し た こ と と 同 様 ， 支 援 者 が 予 測 さ れ る 不 安 な 点 を 伝 え 確 認 す る の で は

な く ， 対 象 者 自 身 が 不 安 な 点 を 事 前 に 想 像 で き る よ う 関 り を も つ こ と が 心 理 的 負 担 を 和 ら

げ る 関 わ り 方 と い え る ． ま た ， 対 象 者 自 身 が 事 前 に 不 安 な 点 を 想 像 で き る よ う に 関 わ る 方

法 は ，参 加 遂 行 を 助 け る 内 的 対 処 資 源 を 強 化 す る と も 考 え ら れ ，SOC の 処 理 可 能 感 の 高 揚

が 予 期 で き る ．  

 

b．馴染みのある友人や家族との参加場面の共有  

第 2 章 で は ，社 会 参 加 の 開 始 ，継 続 に 向 け た 行 動 ・ 心 境 の 特 徴 と して ，【 家 族 ・ 友 人 の

助 け や 誘 い に 身 を 委 ね る 】 が ， 一 方 ， 【 家 族 ・ 友 人 の 助 け を 求 め な い 】 が 社 会 参 加 に 結 び

つ か な か っ た 行 動 と し て 出 現 し て い る ．こ の こ と か ら ，社 会 参 加 に 向 け て 必 要 に 応 じ ，「 家

族 や 友 人 に 助 け を 求 め ら れ る 支 援 」 が 必 要 で あ る と い え る ． 森 ら は ， 高 齢 者 の 豊 か な 生 活

に つ な が る 重 要 な 心 理 的 因 子 と し て「 な じ み 」が あ る こ と ，齋 藤 ら (2000：125-132)は ，高

齢 期 に 転 居 し た 高 齢 者 の 環 境 イ メ ー ジ は 希 薄 で ， 行 動 領 域 が 小 さ く か つ 単 純 な 構 成 に な る

傾 向 が あ る こ と を 示 唆 し て お り ， 本 研 究 に お い て も そ れ ら を 支 持 す る 結 果 と な っ た ． 第 2

章 で は ，支 援 方 法 の 妥 当 性 ま で は 明 ら か に で き ず 考 察 に 留 め た が ，第 4 章 の 介 入 研 究 に お

い て も ，参 加 促 進 に 有 効 な 視 点・介 入 の 仕 方と し て ，<馴 染 み の あ る 友 人 や 家 族 と の 参 加 場

面 の 共 有 >を 抽 出 し た ． つ ま り ， 本 人 の 外 側 に あ る 対 処 資 源 を 活 用 で き る よ う 調 整 す る 支

援 が 参 加 促 進 に は 有 効 で あ る こ と が 明 ら か に さ れ た ．  

支 援 の 方 法 に つ い て ， Fisher（ 2014： 1-44）が 示 し た ， 作 業 療 法 の 実 践 モ デ ル で あ る 作
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業 療 法 介 入 プ ロ セ ス モ デ ル OTIPM で は ， 回復 ， 習 得 ， 代 償 ， 教 育 の 4 つ モ デ ル が 提 唱 さ

れ て い る ． 本 研 究 で 得 た SOC 高 群 の み に 出 現 し た 【 家 族 ・ 友 人 の 助 け や 誘 い に 身 を 委 ね

る 】 ， 低 群 の み に 出 現 し た 【 家 族 ・ 友 人 の 助 け を 求 め な い 】 ， さ ら に そ の 支 援 と し て 考 察

し た ， 「 家 族 や 友 人 に 助 け を 求 め ら れ る 支 援 」 は ， 人 的 環 境 調 整 ， つ ま り OTIPM の 代 償

モ デ ル に 関 連 す る も の で あ り そ の 考 え を 支 持 す る が ， 本 研 究 で は ， 加 え て ， 代 償 モ デ ル の

促 進 の 仕 方 と し て ， 計 画 や 練 習 の 段 階 か ら 馴 染 み の あ る 友 人 や 家 族 と 参 加 場 面 の 共 有 を 行

う こ と を 示 唆 し た ． 第 4 章 の 介 入 実 施 者 へ の 介 入 効 果 と 影 響 と し て 抽 出 し た <家 族 ・ 友 人

の 協 力 を 得 や す く な っ た >も こ れ ら 対 処 資 源 の 活 用 が 参 加 促 進 に つ な が っ た こ と を 裏 付 け

て い る ． 対 処 資 源 を 活 用 し な が ら 参 加 す る こ と が 可 能 だ と 感 じ ら れ る よ う 支 援 す る プ ロ セ

ス で あ り 処 理 可 能 感 と の 関 連 が 考 え ら れ る ．第 3 章 で 処 理 可 能 感 が 高 い ほ ど 参 加 促 進 に 向

け た 推 移 を 辿 る 結 果 か ら も 多 少 な り と も そ の 可 能 性 は 示 唆 で き る ． 参 加 実 行 の 段 階 に お い

て も ， 対 処 資 源 を 活 用 で き る よ う 随 時 調 整 す る こ と も あ り 得 る ．  

 

３．参加実行の段階  

a．対象者自身が課題を解決できるよう尋ねる  

a-1．自身で解決できるように尋ねる  

 第 2 章 で は ，社 会 参 加 の 開 始 ，継 続 に 向 け た 行 動 ・ 心 境 の 特 徴 とし て ，【 環 境 ，状 況 に

応 じ た 行 動 を 予 測 す る こ と 】，【 実 体 験 後 の リ フ レ ク シ ョ ン に て 解 決 を 見 出 す 】を 抽 出 し ，

対 象 者 自 身 が 社 会 参 加 の 実 体 験 を 振 り 返 っ た う え で 課 題 を 整 理 し ， 課 題 が あ る 場 合 に は ，  

自 身 で 環 境 ，状 況 に 応 じ た 解 決 策 を 予 測 し て い る こ と を 明 ら か に し た ．ま た ，第 4 章 の 参

加 に 有 効 な 視 点 ・ 方 法 か ら ， 【 自 身 で 解 決 で き る よ う 尋 ね る 】 【 解 決 策 を 共 に 考 え る 】 の

サ ブ カ テ ゴ リ ，<対 象 者 自 身 が 課 題 解 決 で き る よ う 尋 ね る >の カ テ ゴ リ を 抽 出 し た ．こ れ ら

の 共 通 点 は 社 会 参 加 促 進 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に は 必 要 な 関 わ り 方 で あ る と い え る ．  

第 4 章 の 表 ４ -８ ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 研 究 実 施 者 へ の 介 入 効 果 と 影 響 の 主 な

要 約 に 「 無 意 識 に 自 分 （ 研 究 実 施 者 ） が 一 方 的 に 関 わ っ て い る 癖 に 気 づ く こ と が で き た 」

な ど 【 自 身 の 介 入 の 特 徴 に 気 づ い た 】 が あ る よ う に ， こ れ ま で の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支 援

は ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ が 問 題 を 解 決 で き る よ う 助 言 や 提 案 を す る こ と が 基 本 で

あ っ た と い え る ．  

大 野（ 2020：125-131）は ，認 知 行 動 療 法 の基 本 的 な 考 え と し て ，① ス ト レ ス を 体 験 し て

い る こ と に 気 づ く ， ② ひ と 息 入 れ て 自 分 を 取 り 戻 す ， ③ そ の と き 考 え て い る こ と に 目 を 向

け る ，④ 自 分 が 期 待 す る 現 実 に 近 づ け る よ う に 工 夫 す る ，の  4 段 階の ス テ ッ プ が あ る と 説

明 し て い る ． ま た ， ③ に つ い て ， 現 実 を 冷 静 に 振 り 返 る こ と で ， 問 題 点 だ け で な く 自 分 の

力 や 長 所 も 認 識 し ， 次 に つ な が る 工 夫 や 考 え 方 が で き る よ う に な る よ う に 導 き ， 適 応 的 な

思 考 と い う の は ， 問 題 が な い と 楽 観 的 に 考 え る の で は な く ， 問 題 は 問 題 と し て 認 識 し た う
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え で 上 手 に 自 分 の 力 を 使 い な が ら 問 題 に 対 処 す る 工 夫 が で き る よ う に な る 考 え の こ と だ と

伝 え る よ う に す る と 説 明 し て い る ． 本 研 究 で 示 唆 し た 対 象 者 自 身 が 課 題 を 解 決 で き る よ う

尋 ね る と い う 関 わ り 方 と 類 似 し て い る よ う に も 見 え る が ， ス ト レ ス を 対 処 す る こ と 自 体 を

目 的 と し て い る こ と と ， 自 分 自 身 の 力 で ス ト レ ス に う ま く 対 処 で き る た め の 心 理 教 育 で あ

る こ と が 大 き な 違 い で あ る と い え る ．  

対 象 者 自 身 が 課 題 を 解 決 で き る よ う 尋 ね る と い う 支 援 方 法 は ， 高 齢 期 の リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン の 分 野 に お い て は ，画 期 的 な 視 点 で あ る と い え る ．SOC の 視 点で は ，対 象 者 自 身 が 課

題 を 解 決 で き る よ う 尋 ね る 介 入 の 仕 方 は ， 自 身 で 参 加 に 向 け た 解 決 可 能 な 策 を 講 じ る こ と

か ら ， 処 理 可 能 感 を 形 成 す る 関 わ り 方 で あ る と い え る ．  

 

a-2．解決策を共に考える  

a-1 で 示 し た 通 り ， 自 身 で 解 決 で き る よ う に 尋 ね る よ う 支 援 す る が ， 自 身 で 解 決 策 を 導

け な い 場 合 に は ， 対 象 者 の 参 加 す る 意 味 を 阻 ま な い よ う 解 決 策 を 支 援 者 と 共 に 考 え る 必 要

が あ る ． 参 加 実 行 場 面 で 検 討 す る 場 合 も あ る が ， 今 後 の 参 加 を 見 据 え て 実 際 に 参 加 し た 結

果 を 振 り 返 り な が ら （ 後 述 す る ４ ． 参 加 の 振 り 返 り の 段 階 ） 改 め て 解 決 策 を 検 討 す る こ と

も 参 加 促 進 に 向 け て 有 効 で あ る ．  

 

４．参加の振り返りの段階  

ｂ．喜びや価値をもたらす参加体験  

第 4 章 で は ，【 参 加 を 通 し て 楽 し さ ，喜 び を 感 じ る 体 験 】【 価 値 を 感 じ ら れ る 参 加 体 験 】

か ら ，<喜 び や 価 値 を も た ら す 参 加 体 験 >の カ テ ゴ リ を 抽 出 し た ．実 際 ，地 域 の コ ミ ュ ニ テ

ィ ー に は 参 加 で き た が ， う ま く 馴 染 め ず 参 加 を 中 断 し て し ま う こ と も 少 な く な い ． 参 加 し

て ， 楽 し さ や 喜 び ， ま た ， そ の 価 値 を 見 出 す こ と が で き る ま で 介 入 す る こ と が 参 加 を 継 続

す る か ど う か の 分 か れ 目 に な る と い え る ． 参 加 を 継 続 す る た め に は ， 対 象 者 が 体 験 し た 参

加 を ど の よ う に 感 じ て い る か を ， ２ で 示 し た ， 対 象 者 の 発 言 ， 行 動 を 俯 瞰 し 参 加 へ の 意 味

や 価 値 を 捉 え る こ と を 用 い て 確 認 す る 必 要 が あ る ．第 2 章 か ら も ，【 参 加 す る こ と に 意 味

を 見 出 す 】 こ と が ， 継 続 に 向 け て 重 要 で あ る こ と を 示 唆 し た ． 喜 び や 価 値 を も た ら す 参 加

は ， 有 意 味 感 と の 関 連 が 予 測 で き ， 作 業 療 法 の 基 盤 で あ る Meaningful occupation と も 関

連 が あ る と 考 え ら れ る ． Hammell K W（2004： 296-305） は ， 「 意味 の あ る 作 業 に お け る

意 味 と は ク ラ イ エ ン ト 独 自 の も の で あ り ，そ の 作 業 に 従 事 す る こ と は 人 生 の 質 に 貢 献 す る ．」

と し て お り 本 研 究 結 果 に お い て も そ れ を 支 持 す る 結 果 と な っ た ． ま た ， 参 加 は し た も の の

喜 び や 価 値 を も た ら す ま で に は 至 ら な い 場 合 は ， 対 象 者 の 心 の う ち を 把 握 し ， 目 標 を 再 検

討 す る ， 対 処 資 源 の 活 用 の 仕 方 を 見 直 す ， 対 象 者 が 解 決 で き る も の で あ れ ば 解 決 で き る よ

う 尋 ね る な ど の 対 応 が 必 要 と な る ．   
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第３節  本研究の意義  

本 研 究 に て ， 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進

に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 提 示 し た こ と は ， 未 だ 発 展 途 上 に あ る 高 齢 者 の リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン の 新 た な 考 え 方 の 一 つ を 示 す こ と に な る も の と い え る ． ま た ， 活 動 ・ 参 加

に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 取 り 組 み な が ら も ， 目 標 に 至 ら な い 課 題 解 決 へ の 糸 口 ， 悩

み や ジ レ ン マ を 抱 え る 支 援 の 一 助 に な る 可 能 性 を 含 ん で い る ．  

高 齢 期 に お け る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 課 題 の 多 く は 2003 年 に 行 われ た 高 齢 者 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン 研 究 会 に お い て 既 に 指 摘 が 行 わ れ て い る も の で あ り ， 長 年 に わ た っ て 継 続 し て

い る 課 題 へ の 解 決 の 糸 口 に な る 可 能 性 も あ る ．  

 

第４節  本研究の限界  

 本 研 究 の 限 界 と し て ， 以 下 の ５ 点 が あ る ．  

 第 1 に ， 第 2 章 の 調査 は ， 農 村 部 （ 町 内 の 人 口 10,523 人 ， 高 齢化 率 は 約 30.5％ ） で の

調 査 で あ る ． 都 市 部 と 農 村 部 で の 地 域 ケ ア シ ス テ ム に お け る 要 望 の 違 い を 明 ら か に し て お

り ， 都 市 部 は 社 会 活 動 な ど を 通 し た 住 民 同 士 の 協 力 体 制 の 強 化 を ， 農 村 部 で は 気 兼 ね な く

利 用 で き る 公 的 サ ー ビ ス の 充 足 ・ 充 実 を 図 っ て い く こ と が 必 要 と す る （ 高 橋 ら ） こ と が 先

行 研 究 に て 示 唆 さ れ て い る ． 都 市 部 に お け る 社 会 参 加 の 要 因 や SOC 高 群 の 特 徴 に つ い て

は 調 査 し て お ら ず ， 異 な る 結 果 を 示 す 可 能 性 も 考 え ら れ る ．  

 第 2 に ，第 2 章 で 実施 し た ，要 支 援・軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進・抑 制 に 関 わ る

心 理 社 会 的 要 因 ，第 4 章 で 調 査 し た ア ク シ ョ ン・リ サ ー チ を 用 い た 介 入 経 過 か ら 導 き 出 し

た 参 加 促 進 に 有 効 な 介 入 の 仕 方 ， 並 び に リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ へ の 効 果 と 影 響 （ 質

的 研 究 法 ） で は ， 半 構 造 化 面 接 を 用 い て い る ． 半 構 造 化 面 接 で 得 た デ ー タ で あ る た め に ，

対 象 者 の 表 現 に 依 存 し ， 分 析 に 限 界 が あ る こ と は 否 め な い ．  

 第 3 に ， 第 2 章 ， ４ 章 で 実 施 し た 質 的 研 究 の サ ン プ ル 数 は ， そ れ ぞ れ 20 名 ， 10 名 で あ

っ た ．第 2 章 で は ，要 介 護 認 定 前 か ら 調 査 時 現 在 に 至 る「 社 会 参 加 の 開 始 ，継 続 に 至 っ た

行 動 ・ 心 境 」 ， あ る いは 「 社 会 参 加 に 結 び つか な か っ た 行 動 ・ 心 境」 ， 第 4 章 で は， ア ク

シ ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 研 究 実 施 者 へ の 介 入 効 果 と 影 響 を カ テ ゴ リ は し た が ， サ ン プ ル

数 が 十 分 と は い え ず ， 一 般 的 な 実 態 を 明 ら か に で き な い 可 能 性 は 否 め な い ．   

 第 4 に ， 第 ３ 章 で は ， 類 型 化 し た 社 会 活 動 へ の 参 加 推 移 と Sense of coherence（ SOC）

及 び 下 位 因 子 と の 関 連 に つ い て ，対 象 者 110 名 を 対 象 に 調 査 を 行 い 量 的 に 分 析 し た ．し か

し な が ら ， 対 象 者 は 無 作 為 に 抽 出 し た も の で は な い 為 ， 選 択 の バ イ ア ス を 完 全 に 排 除 す る

こ と は で き な い ．ま た ，3 時 点 で の 社 会 活 動へ の 参 加 有 無 と 調 査 時 現 在 の SOC を 聞 き 取 っ

た 横 断 研 究 で あ る 為 ， 本 分 析 結 果 に 基 づ く 作 用 機 序 の 理 解 は ， 因 果 関 係 で な く 相 互 関 係 に

止 め る べ き で あ る ． 併 せ て ， 参 加 頻 度 の 増 減 や 参 加 内 容 の 変 更 な ど の 細 か な 様 相 を 分 析 す
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る ま で に は 至 ら な い ．  

 第 5 に ，第 5 章 の 介 入 研 究 の デ ザ イ ン は 無 作 為 割 り 付 け で は な い た め ，一 般 化 可 能 性 の

限 界 （ 外 的 妥 当 性 ） と ， 選 択 の バ イ ア ス を 完 全 に 排 除 す る こ と は で き な い ． ま た ， 群 間 比

較 で は ，群 分 け の 基 準 を SOC の 変 化 に よ っ て 行 っ て い る た め ，要 因 で あ る SOC と 結 果 で

あ る 社 会 参 加 度 ， 健 康 関 連 QOL の 時 間 的 関係 を 確 認 す る こ と は で き な い ． こ の た め 本 分

析 結 果 に 基 づ く 作 用 の メ カ ニ ズ ム の 理 解 は ， 因 果 関 係 で な く ， 相 互 関 係 に 止 め る べ き で あ

る ．ま た ，対 象 者 は 38 名 で あ り ，サ ン プ ル数 が 十 分 と い え ず ，一 般 化 の 限 界 は 否 定 で き な

い ． し か し な が ら ， SOC， CIQ， SF36v2 の役 割 /社 会 的 側 面 の ス コ ア が ベ ー ス ラ イ ン に 比

べ て 6 ヵ 月 後 に 有 意 に 向 上 し た こ と ， ま た ， ベ ー ス ラ イ ン で は 差 は 認 め ら れ な か っ た が ，

6 ヵ 月 後 で は ，SOC 維 持・低 下 群 に 比 べ ，向 上 群 に お い て CIQ，SF36v2 の 役 割 /社 会 的 側

面 が 有 意 に 良 好 で あ っ た 結 果 が 得 ら れ た ．こ の 結 果 は ，第 4 章 で 実施 し た ア ク シ ョ ン・リ

サ ー チ を 用 い た 介 入 経 過 か ら 導 き 出 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 視 点 ・ 介 入 の 仕 方 の カ テ ゴ リ ，

ま た そ こ か ら 示 唆 し た ， 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会

参 加 促 進 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル の 妥 当 性 を 多 少 な り と も 担 保 す る も の と い え

る ．  

 

第５節  本研究の結論  

本 研 究 で は ， 老 化 や 病 気 ， 事 故 な ど で 心 身 に 変 化 を も た ら し な が ら 在 宅 生 活 を 継 続 し て

い る 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 者 の 社 会 参 加 促 進 に 向 け ， 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 新 し い

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 検 討 す る に あ た り ， ① 「 要 支 援 ・ 軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参

加 推 移 と SOC の 関 係 を 量 的・質 的 に 明 ら か に す る 」，②「 健 康 生 成 的 発 想 及 び そ の 中 核 概

念 SOC に 照 ら し て 取 り 組 ん だ ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 成 果 か ら 有 効 な 介 入 支 援 方 法 を 導

き 出 す 」 を 設 定 し た ．  

ま た ， ２ つ の 研 究 課 題 を 解 明 し ， 得 た 知 見 か ら 健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 要 支 援 ・

軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会 参 加 促 進 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 提 示 し た ．   

 

第６節  今後の展望  

 今 後 の 展 望 と し て 以 下 の ２ 点 が あ る ．  

 第 1 に ，本 研 究 で は，健 康 生 成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 要 支 援・軽 度 要 介 護 高 齢 者 の 社 会

参 加 促 進 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン モ デ ル を 提 示 す る に あ た っ て ， 介 入 研 究 を 実 施 し た

が ， そ の 経 過 で は 制 度 的 あ る い は 経 営 的 側 面 か ら ， 本 来 あ る べ き リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン が 崩

れ て い る と も 感 じ る 場 面 が あ っ た ． ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ で は ， 部 署 で 取 り 組 み を 見 直 す

こ と が で き た こ と は 一 つ の 成 果 で は あ る が ，本 研 究 で の 示 唆 し た モ デ ル を 伝 え る だ け で は ，

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ の 変 容 に 至 ら な い こ と も 考 え ら れ る ． 今 後 も さ ら に ， ア ク シ
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ョ ン ・ リ サ ー チ を 用 い た 研 究 を 進 め 理 論 と 実 践 の 橋 渡 し を 行 う 必 要 が あ る ． 同 時 に ， 制 度

や 経 営 的 側 面 か ら も リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 関 連 す る 研 究 を 進 め る 必 要 が あ る ．  

 第 2 に ，本 研 究 で は ，リ サ ー チ ・ ア ク シ ョン の ミ ュ ー チ ュ ア ル ア プ ロ ー チ を 用 い ，介 入

経 過 か ら 導 き 出 し た 参 加 促 進 に 有 効 な 視 点 ・ 介 入 の 仕 方 を 浮 き 彫 り に し た ． ま た ， 健 康 生

成 論 の 視 点 を 取 り 込 ん だ 社 会 参 加 促 進 に 向 け た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に よ る 対 象 者 へ の 効 果

を 明 ら か に し た が ， よ り 多 く の 対 象 者 に 実 践 し ， 検 証 す る 必 要 が あ る ．  
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